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上 田は、長野県の東に位置 し、古 くか ら東信濃の中心地 として栄えてきま した。古代 にお

いては、信濃国分寺が創建 されてお り、さらに信濃国府 も置かれていた と考 えられています。

中世 においては、後に信濃の学海 と呼ばれ るほ どの学問の中心地 とな り、鎌倉時代には信濃

国の守護所 も置かれていた と考え られています。近世において も、上 田城 を中心 とした城下

町が繁栄 していま した。上 田は、このよ うに古代か ら現代 に至 るまで、地域の政治・経済・

文化 を担 つてきま した。その軌跡 をた どる手がか りは、市内に残 る有形文化財・無形文化財

及び埋蔵文化財 によるところが大 きい と思われます。

このたび、「上 田市川東地区農産物総合出荷施設」の建設箇所 に埋蔵文化財 が存在す ること

が判明 したため、工事施工に先立ち緊急発掘調査を行いま した。調査の結果、上 田に人々が

住み始 めた頃である縄文時代草創期の石器 が見つか り、弥生時代後期や古墳時代 中期か ら奈

良・平安時代 にかけての集落が営まれていた ことを確認す ることができま した。また、中世

には寺院あるいは墓域 となってい ることも判明 しま した。つま り、最近まで水 田として利用

されていた土地が、過去には地域の人々に とつて重要な生活拠点であったことがわかってき

ま した。 この ことは、記録にも言い伝 えにも残 つていません。今後、この過去か らのメッセ

ージを詳細に解 き明かす ことによ り、現代に生きる私たちは時代 を生き抜 く貴重なヒン トを

見いだす ことになるで しよう。

さて、近年 の様 々な開発 に伴つて発掘調査が行われ るよ うにな りま したが、そのほ とん ど

が破壊 を前提 とした 「記録保存」のための発掘調査であ り、残念なが ら調査後に姿を消 して

しま うのが現実です。それゆえ、現在及び未来へ向けてできる限 りの記録 を残 してお くこと

が、私 どもの責務であると確信 してお ります。

最後にな りま したが、発掘調査か ら整理作業・報告書刊行に至 るまで深い御理解 と御協力

をいただきま した関係諸機 関、堅実熱心に調査に参加 して くだ さった方々、関係研究者 の皆

様 に対 して心か ら敬意 と感謝を表す る次第であ ります。

平成 16年 3月

上田市教育委員会

教育長 森 大和



例  言

1 本書は、長野県上田市大字殿城字法楽寺及び大字林之郷字太田における法楽寺遺跡の発掘調査報告書であ

る。

2 調査は、上田詞 |1東地区農産物総合出荷施設建設に先立ち、上田市土地開発公社の委託を受けて実施した。

3 調査は、上田市 (上田市教育委員会生涯学習課)が直営で実施した。

4 調査は、発掘調査から遺物整理・報告書干J行まで含めて1995年 (平成 7Z→ 8月 21日 から2004
年 (平成 16年)3月 31日 まで実施した。

5 遺構の実測は中沢徳士・塩崎幸夫 0久保田敦子・久保田浩・望月貴弘・古野明子・須齋千恵子の指導のも

とに行われ、一部を新日本航業株式会社に委託した。

6 遺構の二次原図の作成及び トレースは尾見智志の指導のもとに行われた。

7 遺物整理・復元作業は中沢徳土・尾見智志の指導のもとに行われた。遺物の実測は、尾見の指導のもとに

行われ、 トレースについても尾見の指導のもとに行われた。また、石器実測の一部は株式会社こうそくに委

託した。

8 本文の執筆は尾見智志が行つた。遺構・遺物の観察表は尾見の指導のもとに行った。

9 附論2については倉沢正幸氏より玉稿を賜つた。厚く御礼申し上げる次第である。

10 版組みは尾見智志の指導のもとに行った。

11 遺構の写真撮影は、中沢徳士・塩崎幸夫・久保田敦子・久保田浩・望月貴弘・古野明子・須齋千恵子が行

つた。遺物の写真撮影は、尾見智志が行つた。

12 本遺跡の調査・整理は9年間におよび、担当者の交代などにより十分な検討が行えず、記載事項等に一貫

しない部分が生じたが、内容に係わるものではない。

13 調査に係る基準′劇 J量は共和設計株式会社に委託した。

14 調査に係る資料は上田市立信濃国分寺資料館に保管してある。

15 本書の編集刊行は事務局 (上田市教育委員会生涯学習課)が行つた。

16 本書が刊行されるまでには、多くの方々や諸機関のご理解・ご協力を賜つた。以下、ご芳名を記して深く

感謝の意を表したしヽ (敬称囃

長野県教育委員会文化財生涯学習課・長野県立歴史館・上田市土地開発公社・T制 |1隆之・桐原健・塩入秀敏・

白沢勝彦・工円|1南・永島正春・直井雅尚



凡  例

[遺 構 ]

1 各遺構の略称は次のとおりである。

SB…竪穴住居 0竪穴状遺構 ST…掘立柱建物 SD…溝状遺構 SK…土坑 SX…不明遺構

2 遺構実測図は原則として原図1/20、 縮尺1/3である。

3 重複遺構については、原貝Jと して上端のみを実線で表示している。

4 遺構の主軸方向は、国家座標の北とのなす角度で示した。

5 焼土は網点スクリーント‐ンで示した。

6 土層の色調は、農林省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修「新版標準土色中乱

1997年度版を使用した。

7 遺構写真図版の縮小は任意である。

[遺 物 ]

1 土器・石器等は縮尺 1/4を原則とした。例外はスケールで示した。

2 土器の実測方法は4分割法を用い、右側 1/2に断面及び内面を左側 1/2に外面を記録した。

3 赤色処理のある遺物は網点スクリーントーン20%で示した。

4 黒色処理のある遺物は網点スクリーントーン40%で示した。

5 須恵器については断面を黒く塗りつぶした。

6 灰釉・緑釉につては断面を斜線スクリーントーンで示した。

7 青白磁・陶磁器については断面を網点スクリーントーン40%で示した。

8 遺物番号は実測図番号及び写真番号と対応している。

9 遺物写真図版の縮小は任意である。

[観 察 表 ]

1 遺構観察表の遺物番号は図版の遺物番号と対応している。

2 遺構観察表の主軸方向は原貝Jと して国家座標の北とのなす角度で示している。

3 竪穴住居以外の観察表は図示されているもののみを表示した。

4 地床炉の位置は第 11図を、カマドの分類については第 12図及び第 13図を基準とした。

5 遺構観察表の詳細については第 2分冊 (遺構編 1)に記した。

6 土器の分類は「第二章遺跡の調査第二節遺物 1遺物の分類について (1)土器」の分類基準によった。

7 石臼及び五輪塔の計測部位は「第二章遺跡の調査第二節遺物 1遺物の分類について (2)石臼・五輪塔」の

基準によつた。

8 遺物の材質等は尾見智志が鑑定した。



第 1分冊 (本文編)

第2分冊 (遺構編 1)

第 3分冊 (遺構編 2)

第4分冊 (遺物編)

第 5分冊 (写真編)
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第一章 調査の経過

第一節 調査に至る経過

平成元年 3月 に農村整備課から殿城地区ほ場整備事業に併せて非農用地区域を設定し開発 (卸売市場)を行う

計画の報告を受けて同年4月 に保護協議を行い、試掘調査を行った。その結果、開発予定地全域に遺跡が拡がっ

ていることが判明した。発掘調査は開発が当該地域全体を造成することから、膨大な調査面積となることが予想

された。協議の結果、発掘調査は開発予定地区が確定された平成 7年度から開始することとなった。なお、開発

事業名は途中から上田詞 |1東地区農産物総合出荷施設建設となった。

第二節 発掘調査の経過

発掘調査 (調査面積47,000」 )

平成7年度 8月 21日 ～ 11月 29日 (調査面積 2,000イ )

担当者 :塩崎・久保田 lal

平成8年度 8月 30日 ～ 12月 26日 (調査面積2,000J)
担当者 :塩崎・久保田 (蜘

平成 9年度 4月 3日 ～ 12月 11日 (調査面積21,000J)
担当者 :中沢・久保田 lal・ 久保田 皓 )・ 期 ・古野

平成 10年度4月 2日 ～ 12月 24日 (調査面積22,000ポ )

担当者 :中沢・久保田 lal・ 久保田 (浩)・ 勤 ・古野・須齋

期 鰈

平成 11年度 (遺構図面整理、遺物洗浄、遺物注記)

担当者 :中沢

平成 12年度 (遺構図面整理、遺物洗浄、遺物注記、遺物接合)

担当者 :中沢

平成 13年度 (遺構図面チェック、出土遺物の整理・図化・復元)

担当者 :中沢

平成 14年度 (遺構 2次原図作成、出土遺物の整理 ,図化・復元)

担当者 :尾見

平成 15年度 (復元、 トレース、報告書刊行)

担当者 :尾見

第二節 調査の体制 (平成 7～ 15年度 )

教 育 長 内藤 尚 (7～ 9年 3月 31日 )・ 我妻忠夫 (9年 4月 1日 ～ 14年 12月 20日 )

森 大和 (14年 12月 24日～)

教育次長 荒井鉄雄 (7～ 9年 3月 31日 )・ 宮下明彦 (9年 4月 1日 ～ 11年 3月 31日 )

内藤政貝J(11年 4月 1日 ～)
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生涯学習課長 松沢征太郎 (7～ 9年 3月 31日 )・ り|1上 元 (9年 4月 1日 ～11年 3月 31日 )

塩野崎利英 (11年 4月 1日 ～ 14年 3月 31日 )・ 宮下省二 (14年 5月 20日 ～)

文化財係長 岡田洋=(7～ 10年 4月 30日 )・ 糸剛|1 修 (10年 5月 1日 ～ 14年 5月 19日 )

小林 浩 (14年 5月 20日 ～)

文化財係 平林裕蔵 (11年 4月 1日 ～ 13年 3月 31日 )

中沢徳士

尾見智志 (7～ 11年 3月 31日・ 13年 4月 1日 ～)

塩崎幸夫

久保田敦子

久保田 浩 (8年 4月 1日 ～ 11年 3月 31日 )

西沢和浩 (8年 4月 1日 ～ 11年 9月 30日 )

山寄敦子 (10年 4月 1日 ～ 11年 3月 31日 )

清水 彰 (7～ 12年 3月 31日 )

小笠原 正 (8年 4月 1日 ～ 13年 3月 31日 )

嘱  託 西入元二郎 (7年 4月 1日 ～8年 3月 31日 )

望月貴弘 (9年 4月 1日 ～ 11年 3月 31日 )

古野明子 (9年 4月 1日 ～ 11年 3月 31日 )

松野ひろみ (9年 4月 1日
～
11年 3月 31日 )

須齋千恵子 (10年 4月 1日 ～ 12年 3月 31日 )

発掘及び整理作業参加者

現地調査 (平成 7年度～ 10年度)

有賀仁良・池内宜裕・五十嵐正信・五十嵐道代・池田育子・池田市郎・井沢光子・石巻賢忠・祠 |1巌・一ノ瀬貞
美・稲垣諒彦 0伊比文作・井部定雄・内川とし子・内山重利・大井敬子・大塚夏恵・大野千鶴子・大原綾子・刀ヽ

野敏子・‖孵|1波平・金井裕子・金子真由美・柄沢孝好・神林重喜・久保田一郎・倉島裕允・甲田五夫・児玉和衛・

小林さち子・小林哲三・小松崎美幸・川W,治雄・坂口喜美江・坂国とみ子 0佐藤弘子・佐野亥一・佐野和男・塩
川美代子・塩崎幹・塩沢むつき・柴崎和美・柴崎今朝義・柴崎仁志・篠原延夫 0清水閲二・清水賞・鈴木弘道・

春原観樹・関進・高瀬おふで・高野美奈子・滝沢歌子・滝沢政子・滝沢儀武・武井登紀枝・竹内和好・田中浩江・

田中正美・塚田和彦・塚田由美子・塚田陽子・津田作治・寺島佐紀子・砥石いとし・砥石栄蔵・所幸直・冨井秀
子・冨井義明・中沢靖子・中島昭吾・名川真由美・中本書青春・中村英美・南波規子・新津幸男・西澤勝 0花岡弘

隆・林正治・林新一・林えつ子・林緑・東山唯夫 0東山恒子・樋村孟志・細尾好子・細田秀子 0細田万喜治・美

斉津京子・三井千代子・満木重雄・満木富子・宮下良子・宮之上いせ・宮之上いつ子・宮之上よし子・村田宣子・

村松秋恵・百瀬純子・山本万里・横沢生枝・横沢昇・吉池敦子

整理作業 (平成 11年度～15年度)

池田育子 0上原祐子・大塚夏恵・鹿島すみ江・金子真由美・佐藤弘子・珪謝|1美代子・塩沢むつき・須齋千恵子・

中沢靖子・藤中陽子・古野明子
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1995年 (平成 7年)

8月 21日  調査着手・機材搬入・表土剥ぎ開始

8月 23日   薇弓ン ウヽス効

8月 25日   遺構の検出開女台

9月 14日   遺構の掘り下げ開始

10月 16日   上田市文化財保護審議委員五十嵐幹雄先生来訪

11月  8日   遺構の実測開始

11月 10日   県埋文センター上田調査事務所広瀬氏他3名来訪

11月 14日  航空測量

11月 28日  現場撤収

(2)平成8年度

第四節 調査 日誌 (抄)

(1)平成7年度

1997年 (平成9年)

4月  3日  調査の準備開始

4月  8日   調査着手・表土剥ぎ開始

4月  9日   遺構の検出開始

4月 30日   遺構の掘り下げ開始

5月 21日   市誌編纂室甲田三男先生来訪

5月 27日  県立歴史館白沢勝彦氏来訪

木製品の保存処理法を教示して頂く

6月 23日   国家座標設定

8月  7日  信濃国分寺資料館夏休み考古学教室 (12名 )

、       上田市文化財保護審議委員久保浩美先生来訪

8月 1,0日  現地説明会  _
8月 20日  航空測量

11月 14日   部 の実叡J開女台

12月 10日   航空測量

1996年 (平成8年)

8月 30日  調査着手・表土永1ぎ開女台

9月  3日  遺構の検出開始

9月 24日  国家座標設定

10月  2日   部 の実銀J開女台

10月  7日  遺構の掘り下げ開始

12月  3日  大雪の除雪作業を行う

12月 26日  航空測量・堺場撤収

(3)平成9年度

(4)平成lb年度
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1998年 (平成 10年 )

4月  2日  調査着手・表土剥ぎ,遺構の掘り下げ開始

5月 20日  国家座標設定

6月 23日   連日の雨による排水作業を行う

7月  1日   国家座標設定

8月  6日   信濃国分寺資料館夏休み考古学教室 (20名 )

10月  7日  航空測量

11月 15日   現地説明会

12月 12日   上田郷友会来訪 (50名 )

12月 15日  航空測量

12月 24日   現場作業完了・現場撤収

1999年 (平成11年)

1月 10日   整理作業の開女台

3月 31日   平成 10年度の整理作業を終了

(5)平成 11年度

1999年

2000年

(平成11年)

4月  1日

(平成12年)

3月 31日

整理作業の開女台

平成 11年度の整理作業を終了

(6)平成 12年度

2000年

2001年

(平成 12年 )

4月  3日

(平成 13年)

3月 30日

整理作業の開始

平成 12年度の整理作業を終了

(7)平成 13年度

2001年

2002年

(平成13年 )

4月  2日

(平成14年)

3月 29日

整理作業の開始

平成 13年度の整理作業を終了

(8)平成 14年度

2002年

2003年

(平成14年)

4月  1日

(平成15年)

3月 31日

整理作業の開始

平成 14年度の整理作業を終了

(9)平成 15年度

2003年 (平成 15年 )

4月  1日  整理作業の開女台

2004年 (平成 16年 )

3月 31日  平成 15年度の整理作業を終了・報告書刊行
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第二章 遺跡の環境

第一節 地理的環境

上田盆地は、千曲川中流域で河 ||の勾配が急な地域に立地している。上田盆地のほぼ中央を流れるこの千曲川

からみて右岸を総称して川東地方とし、左岸を川西地方と呼んでいる。この川東地方は、第二系の太郎山山地、

東方を第四系の′烏帽子火山群西南麓に囲まれた地域で、真田方面から千曲川に向かって流下しているネ判||に より

さらに東西に分けることができる。

千曲川右岸のこの地域の平坦面には染屋面・上田城面・虚空蔵山面・下郷面などがみられる。染屋面 ¢判‖第
1段丘面)は礫岩層を中心とする染屋層からできている。染屋層は新期■/Jヽ湖成層 (28,000年以前)の上位
に不整合に堆積している。これは、千曲川上流財 判||、 依田川の上流から運ばれて堆積してできた礫や砂の地層

である。28,000年から25,000年の間に堆積した層と考えられている。神川沿岸では殿城山の南 (現在
の市民の森、わしば山荘付近)にあった鷲場火山が新期■/1ヽ湖成層形成期に活動して大きく三度にわたり火砕流

を発生させており、下位のものを第 1鷲場火山灰流・上位のものを第 2鷲場火山灰流と呼んでいるが、染屋層の

上には両者が堆積している。下郷面 ¢判|1第 2段丘面)1諄判||が染屋層を浸食してできた浸食面である。神川が

浸食したときに残していった礫岩層 (ベニア層)と その下の染屋層からできている。その為、下郷面には第2鷲
場火山灰流のみが堆積している。上田城面 (千曲川第 2段丘面)は約 10,000年前に千曲川の上流から流れ込

んだ泥流の堆積物 (上田泥流堆積物)から形成されている。虚空蔵山面は虚空蔵山及び東太郎山の麓の斜面にか

けて形成されている。この面を構成する虚空蔵山層は′鳥帽子火山噴出の溶岩・火砕流堆積物と礫層からなってい

る。この層は300,000年から500,000年の間に堆積したものと考えられている。

川東地方の平野 011東平野)は、烏帽子火山群から押し出した扇状地が発達しており、千曲川や 判||の河岸段

丘とともに複雑な地形を形成している。特にネ判||は矢沢の荻盗部を頂′点として一大扇状地を展開している。扇状
地面はネ判|1第 1段丘面として東の町吉田面と西の染屋面とに分けられ、東方に当たるネ判||の左岸ではその下に神

川第20第 3段丘面を形成している。このことは、ネ判||がかつては東方を流れていたが、烏帽子渓谷のつくる扇

状地のため、次第に西方に移動していったことを物語っている。この様な地形が形成されたことは、河 ||の勾配

が急で、浸食力が著しく大きかったことによると考えられている。

ネ劇|1第 1段丘面の東限出輛卿 ||の線で、町吉田から大屋に達する線に当たる。これより東方は、烏帽子火山裾

野地域となる。ネ判1陸岸の第 1段丘面に対応するネ判|1右岸の染屋面は、北の矢出測 ||と の間に碁盤の目のように

整然と区画された水田地帯をなしている。かつて、この地が集落立地に適さなかったのは、地下水が深く13m
～ 15mも掘らなければ水が出ないので飲料水に窮したことが第 1の理由と思われる。従って、この面の集落は

段丘崖の縁に限られていた。また、ネ判|1沿岸ではわず力ヽ こ残された低い第 2・ 第3段丘面もituばれている。染屋
の集落などでは自然に造られた切り通しのある部分が集落地として選ばれている。それは、段二崖下に湧水があ

り、上下の交通路が自然にできていたためである。ネ劇|1第 2段丘面1灘ヒ較的広く、第 1段丘面より少し狭い幅で

南JЫこ長い短冊形をしている。この面は地下水が比較的得やすく古い集落が点在している。第2段丘面は本報告

書の遺跡である当該遺跡立地面でもある。第3段丘面は下流に僅力ヽ こ残るだけである。そこには久保林の集落が

ある。この集落は、林之郷の集落の下半分が移つたものと言われている。

一方、烏帽子岳南西麓をネ判||に流下する行測 ||(稲倉りIDに沿つて扇状地が形成されている。行測 ||は、ネ劇||

第2段丘面上にも扇状地を形成し、その上砂により宅地や水田を荒廃させていたため、その地域を神明河原と呼
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び川の名前も神明川と改まっている。そめ為、行測 ||と 漆戸のネ劇|1第 1段丘崖上の崖の崩壊と押し出しの防備地

点には漆戸の集落の氏神である皇大神社が鎮座している。しかし、この川筋は人々に通路を与え、飲料水を供し

てくれていたことも確かである。

ネ判|1上流域には伊勢山狭降と矢沢狭院の2つの狭隆部をもつ。ここは、上田盆地と真田の洗馬地方を結ぶ咽喉

部 (の ど元)に当たり、要害地である。その為、戦国時代の山城が集中する地域でもある。伊勢山狭俗は伊勢山

と虚空蔵山力淋朝 |の右岸で相対峙している。矢沢狭降は殿城山に連なる矢沢城山と虚空蔵山力淋判||を挟んで相対

峙している。ネ判|1下流の千曲川と合流する地点ではネ劇||が千曲川を南方の小牧山麓に圧している為、小牧山下を

浸食して急崖をつくり太鼓岩などの岩が露出している。ここのネ劇1河床から岩下集落にかけては、千曲川堆積物

の下が岩盤で千曲川の洪水にも浸食されず安全であるといわれている。

法楽寺遺跡は、神川左岸の第 2段 丘卜に立地している。遺跡の北側で接する神明川

“

テt則 ||)の氾濫による砂

礫の堆積や浸食・神明川の支流と思われる川筋の跡がみられる。その為、安定した地層は確認することができな

かつた。遺跡内の地層は概ね、表上である3 0cm～ 4 0cmの耕作上の下に遺構を含む黒褐色～茶褐色の土層が堆

積しており、その下に茶褐色～暗黄褐色の土層が堆積しているといえる。遺構はこの層に掘り込まれていること

が多い。表土以外の土層のほとんどには、量の多少や礫の大小はあるが砂礫が含まれている。

<参考文献>
上自市立博物館「郷土の地誌 上田盆地」1979
信州理科教育研究会「大地は語る」1994
長野県埋蔵文化財センター「上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 21」 1999
上田市誌刊行会「上田の地質と土壌」『上田市誌 自然編(1)』 2002

第二節 歴史的環境

殿城・豊里地区及び神科・ネ判|1地区に|♯判|1水系や千曲川の段丘に沿つて多くの遺跡が存在している。「上田市

の原始・古代文化」(上田市教育委員会 1977)によると277件の遺跡が確認されている。これらは、上田市の

全遺跡の約22%にあたる。特に古墳の数は多く、65基が確認されている。これは、上田市内で確認されてい

る古墳の約30%が集中していることになる。

縄文時代の早期では大日ノ木遺跡から押型文系土器・絡条体圧痕文系土器などの早期中葉から末葉のものが出

土している。前期の土器については城山遺跡・茅御堂遺跡で確認されている。前期までは、この′烏帽子岳山麓線

に沿うように東部町側にも遺跡が′点在している。中期及び後期の遺跡については、烏帽子岳の山麓や制 |1左岸第

1段丘面上に日向遺跡・托田遺跡・大日ノ木遺跡・井戸田遺跡・中吉田遺跡群の治郎淵遺跡や無量寺遺跡などが

点在している。立丁場遺跡からは中期初頭の五領ケ台期と思われる土器が確認されている。また、ネ判|1左岸第2

段丘面上の人千原遺跡群では発掘調査により中期後葉から後期中葉の大規模な集落が確認されている。林之郷遺

跡群の境田遺跡でも中期の土器が確認されている。晩期については、大日ノ木遺跡の発掘調査によって氷式土器

や当該期の石器が確認されている。また、神林遺跡や立丁場遺跡でも晩期終末期の土器が確認されている:この

遺跡の状況からは縄文時代前期頃までは′烏帽子岳の山麓にあった遺跡が、中期以降|♯判|1第 2段丘面にまで集落

を展開するようになったことがわかる。しかし、晩期には再び山麓を中心に集落が営まれるようである。

弥生時代の遺跡としては(後期の箱清水式期のものが日向遺跡・大日ノ木遺跡・井戸田遺跡・中吉田遺跡群の

治郎淵遺跡及び無量寺遺跡などが′烏帽子岳山麓線沿いに確認されている。大日ノ木遺跡では発掘調査により堅穴

住居が確認されている。これらの遺跡は淑卿 ||・ 行測 |10瀬沢川などの小河川に沿つた場所に立地している。神
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第 1図 地形図
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第 2図 遺跡位置図

-8-



川左岸第2段丘面上で|♯申林遺跡・中村遺跡・法楽寺遺跡・林之郷遺跡群の境田遺跡及¨ などが確認さ

れている。特に、法楽寺遺跡では今回の発掘調査によりほぼ集落全体を確認することができた。

古噴時代の遺跡としては、烏帽子岳山麓線沿いに石矢遺跡・大日ノ木遺跡・井戸田遺跡・中吉田遺跡群の治郎

淵遺跡及び無量寺遺跡などが確認されている。大日ノ木遺跡では発掘調査により初頭から前期の集落が確認され

ている。ネ判|1左岸第 2段丘面上で|♯申林遺跡・太田遺跡・林之郷遺跡群が確認されている。神林遺跡では発掘調

査により中期から後期にかけての集落が確認されている。太田遺跡では発掘調査により竪穴住居が確認されてい

るが、これらは今回の調査で確認された集落の一部と思われる。林之郷遺跡群の茅御堂遺跡でも発掘調査により

前期から後期にかけての集落が確認されている。一方、神川右岸の染屋台上には柳町遺跡・東之手西之手遺跡が

発掘調査により確認されているのみである。西之手地籍には冬季の乾燥期でも涸れない池があつたということか

ら、この周辺は乾燥台地上での有力な集落立地点と考えられる。

古墳は、ネ判|1左岸に下郷古墳群・氷沢古墳群などの古墳集中地帯が確認されている。また、赤坂将軍塚古墳の

周辺にも古費が集中していたという伝承が残つている。蒼久保地区にも下青木吉田原古墳を中心とした古墳の集

中箇所や高寺第 1号墳を中心とした古墳の集中箇所が確認できる。その他に古墳が集中しているわけではないが

大日ノ木古墳 0日 ノ井古墳などが確認されている。ネ判|1右岸の染屋台上には新屋古墳群・七ツ塚古墳群が確認さ

れている。その他にも塚田古墳・野竹塚古墳・掛の宮古墳・笹井塚古墳・社宮寺古墳などが確認されている。染

屋台では台地の縁辺部に古墳が立地していることが特徴となっている。これらの古墳は、未調査のものがほとん

どであるが、残存している墳丘形や横穴石室等の形態から古墳時代後期に属するものと思われる。

奈良・平安時代は、上田・小県地方に信濃国府が設置されて信濃国分寺が造営されたこと、官道である東山道

が整備されていたことにより繁栄していたことが推測される。その為、当該地域にも多くの遺跡が存在している。

烏帽子岳山麓線沿いには、山越遺跡・宿組遺跡・大日ノ木遺跡・井戸田遺跡・立丁場遺跡・中吉田遺跡群の日向

畑遺跡・無量寺遺跡・訳口上遺跡などが確認されている。大日ノ木遺跡・立丁場遺跡 。訳口上遺跡では発掘調査

により竪穴住居などが確認されている。ネ判|1左岸第2段丘面上で|♯申林遺跡・太田遺跡・法楽寺遺跡・林之郷遺

跡群などが確認されている。それぞれの遺跡については部分的に発掘調査が行われており、ネ判1隆岸第 2段丘面

上では当該期の集落立地の中心となっていたと思われる。それに比べて、神川右岸の染屋台上には小規模で維持

期間の短い上沖遺跡や古城遺跡が発掘調査によつて確認されているのみで、拠点的な遺跡は見当らなしゝ

また、染屋台上には染屋台条里水田遺構が確認されている。その規模の大きさから律令制度による開発の可能

性があるが、古代の条里水田遺構であることの検証が困難であり、中世以降の開発に伴う条里的遺構である可能

性も指摘されている。これらの水田では、ネ劇||の上流から導水する幾つかの堰による灌漑が行われている。主な

堰として岩門堰・笹井染屋堰・新屋堰が台地上の水田に灌漑している。

中世では、城館跡が確認されている。矢沢・赤坂地区などは海野氏の一族とされる矢沢氏の所領とされており、

矢沢城・矢沢古城・殿城山城が′烏帽子岳山麓線沿しヽ こ、伊勢崎城が虚空蔵山に、東大郎山系には村上氏の砦とい

われている柏山城・武田信玄の砥石崩れで有名な砥石・米山城及び飯縄城が確認されている。染屋台上にも新屋

の矢花の屋敷・野竹の広野辺神社周辺の城館・岩門の城館・染屋の染屋城・国分の古城など城館跡とされるもの

が多くみられる。これらは、台地の縁辺部に立地しており、周辺には古くからの集落が営まれている。

<参考文献>
上田市教育委員会「条里遺構分布調査概報一染屋台地区一」1973
上田市教育委員会「上田市の原始・古代文化」1977
上田小県誌刊行会「上田小県誌 第六巻歴史篇上 (一)考古」1995
上田市教育委員会「大日ノ木遺跡」2002
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第 3図 調査位置図
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第二節 周辺地域の発掘調査

法楽寺遺跡の周辺では多くの発掘調査が行われており、貴重な成果が得られている。本節では、その中でも当

該遺跡と関連性があると思われる遺跡の調査結果を中心に概観しておきたい。

①太田遺跡

1974年に浅間山麓地区広域営農団地農道整備事業に伴い発掘調査が行われた。ネ判|1第二段丘端部に沿つた

遺跡で、法楽寺遺跡と同一の遺跡と思われる。古墳時代後期の竪穴住居 (3輔 と平安時代で9世紀後半～10
世紀前半のもの (5軒)が確認されている。

②茅御堂遺跡

1974年に浅間山麓地区広域営農団地農道整備事業に伴い発掘調査が行われた。ネ劇|1第二段丘面の東寄りの

微高地上に立地している。西平遺跡 (林之郷遺跡E地区)と 同一の遺跡と思われる。古墳時代初頭から前期の竪

穴住居 (3軒)・ 古墳時代中期のもの (1軒)・ 古墳時代後期のもの (1輔 が確認されている。また、有孔円板

の出土や器台・高杯を中心とした土器が出土した集石遺構などの祭祀関連の遺構や遺物が確認されている。

③林之郷遺跡

1988年に県営ほ場整備事業殿城地区事業に伴い2地区の発掘調査が行われた。ネ劇|1第二段丘面に立地して

いる遺跡は l km以上にわたって細長くひろがっている。その為、遺跡は林之郷遺跡群の金井遺跡・狐塚遺跡とし

てとらえるべきものと思われる。平安時代の竪穴住居 (11軒・3軒)を中心とした集落が確認されている。

④林之郷遺跡E地区 (西平薗

"1989年に県営ほ場整備事業殿城地区事業に伴い発掘調査が行われた。ネリ|1第二段丘面に立地しており、報

告書では林之郷遺跡E地区としているが実際は林之郷遺跡群の西平遺跡 (茅御堂遺跡)と 同一の遺跡である。古

墳時代初頭 (1軒>古墳時代前期 (4軒)・ 古墳時代中期 (7軒)・ 古墳時代後期 (10軒)の竪穴住居を中心と

した集落が確認されている。

⑤八千康 鋤

1989年に県営ほ場整備事業殿城地区事業に伴い発掘調査が行われた。ネ判|1第二段丘面に立地している。縄

文時代中期初頭から後期中葉までの大規模な集落 (竪穴住居6 8 1Tlが確認されている。隣接する法楽寺遺跡や

林之郷遺跡E地区 (西平遺跡)は縄文時代の竪穴住居がなく、埋甕を伴つた土坑が幾つか確認されるのみである

ことから人千原遺跡の縁辺部にあたると考えられる。

C申脚

1990年に県営ほ場整備事業殿城地区事業に伴い発掘調査が行われた。ネ判|1第二段丘面に立地している。古

墳時代中期から後期 (3軒 )・ 平安時代 (20軒)の竪穴住居を中心とした集落が確認されている。また、平安時

代の墓域や下郷古墳群の一部も確認されている。

⑦下郷古墳群

1990年に県営ほ場整備事業殿城地区事業に伴い発掘調査が行われた。ネ判|1第二段丘面に立地している。古

墳群は7世紀中頃から次々と築かれたものと考えられており、段丘崖に沿うように立地している。大正時代には

14基の存在が知られていた。当該調査では102・ 305号墳が調査された。2号墳からは金環・玉類・刀子・

直刀や7世紀後半の須恵器の大甕が出土している。

③大日ノ木遺跡

1993年～1995年に上信越自動車道建設に伴い発掘調査が行われた。.2001年にはふるさと街道整備

事業殿城地区に伴い発掘調査が行われた。これらの調査から弥生時代後期から古墳時代前期 (16軒)・ 古墳時代

後期 (6軒)・ 奈良、平安時代 (6軒)の竪穴住居を中心とした集落が確認されている。

一 H一



〃
多彩どヽt,

―――ι

//

:ぜ下|

1■

Z
Z

/

rれノ/

ソ

第 4図 周辺遺跡の調査状況

1層 :耕作土

2層 :褐色土層 (粕性が強い)

3層 :黒褐色土層 (砂質)

０

　

‐５

~Tル
1

(昭和 36年 行政基本図より)

第 5図 基本土層

一-12-



第二章 遺跡の調査

第一節 遺跡の概要

法楽寺遺跡は、神川左岸の第 2段丘面が最も発達した地域のJL4Rttβ分に位置している。周辺にはヤチ原 (八千

原)・ 堂下遺跡・林之郷遺跡群・太田遺跡が知られており、ほ場整備事業や広域農道の建設に伴って幾つかの発掘

調査が行われていた。当該地籍においても縄文土器や土師器・須恵器の上器片が出土する法楽寺遺跡が知られて

いた。さらに、法楽寺遺跡の範囲は当該事業に伴う試掘調査の結果から段丘崖に沿うように広がっていることが

判明した。このことは、発掘調査が進むなかでより明白になっていった。また、調査地域には行測 ||の氾濫によ

ると思われるSD170SD20な どの自然流路を形成すると同時に自然堤防状の微高地も形成していることが

判明した。当該遺跡の集落はこの微高地上に営まれていた。

発掘調査地域は広大であり、様々な時代の遺構・遺物を数多く確認することができた。その為、 1縄文時代、

2弥生時代後期から古墳時代初頭、 3古墳時代中期から後期、4奈良・平安時代、5中世に分けて各時代を概観

しておきたい。

1 縄文時代

総じて、縄文時代の遺物は土器片や石器が遺構を伴わず出土している。土器片には縄文時代中期後半と思われ

るものや後期の堀之内式期と思われるものが出土している。ただし、明確な遺構として確認できていないが、土

坑 (SK280)か ら縄文時代の深鉢 (第 4分冊第 1図 1)が倒立した状態で出土したとされている。この土坑

は古墳時代後期に所属する竪穴住居跡 (SB478)内のものであるが、その出土状態から縄文時代中期後半の

土坑及び埋甕である可能性が高い。石器には草創期の尖頭器 (第 4分冊第 127図 1・ 2)をはじめ、打製石鏃・

石錐・打製石斧・磨製石斧・スクレイパー・磨石・敲き石・凹石などが出土している。

2 弥生時代後期か ら古墳時代初頭

箱清水式系の土器が伴う時期には遺構およびそれに伴う遺物が出土している。遺構は竪穴住居跡・掘立柱建物

跡・土坑などが確認できた。遺物は土器・石器・石製品・金属製品を確認することができた。

竪穴住居跡を中心とした遺構は、調査地域のほぼ中央の帯状に広がった微高地から確認されている。これらは

遺構の広がりがみられず、周囲に当該期の遺構の空白地域をもつことから集落のほぼ全域を調査したことになる

と思われる。また、当該集落が営まれた地域は後の時代においても集落立地の中心となることが確認されている。

竪穴住居跡は33軒が確認できた。出土土器の特徴から2時期に分けることができる。第 1期は甕などの胴部の

張りが強くなる時期のものであり、第2期は甕などの胴部の球形化が進み、土器組成の中に外来系の土器が入り

はじめる時期となる。竪穴住居跡の平面形はいずれも隅丸長方形を呈し、その長軸を河 ||の上流方向に合わせる

ことを基準としている。また、第2期の竪穴住居跡は第1期のものよりも小型化する。

土器は箱清水式系のものを中心としているが、甕は櫛描波状文を器面に施しているものと櫛描羽状文を器面に

施しているものがみられる。壺には口縁部を受け口状にしたものがみられる。外来系の土器も散見され、山陰系

口縁をもつS字甕 (第 4分冊第116図 179)や吉ケ谷式土器 (第 4分冊第96図 137)な ども確認されて

いる。また、古墳時代初頭に属すると思われる土器もみられる。石器は磨製石鏃・石包丁などが出土している。

磨製石鏃1母ヒ較的大型のものである。石包丁には製作途中のものもみられ、集落内で製作していたと思われる。

石包丁の規格は当該期の■/1ヽ地方に一般的にみられるものである。金属器では銅鏃が出土している。銅鏃は遺構

には伴つておらず、出土状況は不明である。 1点だけであるが、ガラス小玉 (第 4分冊第 150図 54)も堅穴
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住居跡から出土している。

3 古墳時代中期から後期

古墳時代中期から後期では181軒の竪穴住居跡が確認されている。所属時期不明の竪穴住居跡が116軒あ

ることから、当該期のものは200軒を超えると思われる。集落は調査地域を南JЫこ縦断するように段丘崖に沿

って帯状に形成されている。北端では行測 ||力淋申り||に流れ込んでおり、南端と集落の東側は堅穴住居跡の空白地

域をもつことから当該期の集落のほぼ全域を調査したこととなろう。集落は古墳時代中期中頃から出現し、奈良・

平安時代まで継続して営まれていたと考えられる。竪穴住居跡にはカマドが設置されており、その平面形はほぼ

方形を呈している。掘立柱建物は所属時期の判断が難しいが、古墳時代後期か奈良・平安時代の遺構と考えられ、

両者の時期の可倉旨性を頭に入れておきたしゝ 掘立柱建物は調査地域中央の東寄りにST06を中心として集中的

に確認されているものが目に付く。これは、竪穴住居跡群から離れて、竪穴住居群との間に自然流路 (SD17)

を挟んで微高地となっている場所に掘立柱建物群を形成している。これは集落の有力者の館あるいは倉庫群とも

考えることができ、今後の検討を要する。

遺物は土器・土製品・石器および石製品・金属器が出土している。土器は古墳時代中期の様相を呈するものも

見られるが、ほとんどは後期のものである。土器組成は土師器が中心となるが、下定量の須恵器もみられる。ま

た、多くのミニチュア土器も当該期の竪穴住居跡から出土している。土製品では多くの土製円板 0紡錘車・丸玉・

勾玉が当該期の竪穴住居跡から出土している。特筆すべきは、円筒形土製品 (第 4分冊第125図 40041)

である。その中の一点 (第 4分冊第125図 41)はカマドに設置された状態で出土している。これらは、千曲

川流域では坂城地域を中心として出土しており、■/1ヽ地方の出土例として貴重である。石製品では紡錘車をはじ

め、石製模造品・臼玉・勾玉・垂飾り・軽石製品なども竪穴住居跡を中心として出土している。また、砥石の出

上も目立うようになる。これは、金属器の普及によるものと考えられる。また、土製品および石製品を含めて玉

類などの祭祀遺物の増加が目立つ。金属器1珊‖・耳環 6鉄鏃・刀子・手斧・鍬・鈍などが出土している。銅釧

は土坑内出土とされている。      1

4 奈良 口平安時代

奈良・平安時代では186軒の竪穴住居跡が確認されている。所属時期不明の竪穴住居跡が116軒あること

から、当該期のものは200軒を超えると思われる。彰新客は調査地域を南北に縦断するように段丘崖に沿つて帯

状に形成されている。北端は行測 ||力淋朝 |に流れ込んでおり、集落の東側は竪穴住居跡の空白地域をもつが、南

端は堅穴住居跡が存在することから当該期の集落は引き続き段丘崖に沿うように帯状に広がっていると思われる。

集落は古墳時代から引き続き営まれており、平安時代末まで存続していたものと考えられる。竪穴住居跡にはカ

マドが設置されており、その平面形はほぼ方形を旱している。掘立柱建物はST06を中心とした掘立柱建物群

以外にも、ST27を中心とするものOST23を中心とするものもみられる。掘立柱建物群は総柱のものと側

柱のみめものとがセットになっているものもある。これらの柱坑の覆土からは奈良・平安時代の上器が出土して

おり当該期の掘立柱建物群である可能性を補強している。また:柱坑から出土した土器の中には完形のものもあ

り、柱を立てる際に意識的に埋納されたと思われる。 .

さてて当該期においては井戸跡や墓坑などが明確に確認されるようになる。井戸跡に1ま素掘りのもの・石組の

もの・板組のものがみられる。ISK26か らは墨書土器・盤 0人形などの祭祀遺物が出土している。土坑の中で

も墓坑と考えられるものにはt平面形が不整円形を呈するもの (SX010SX080SK157な ど)や不整

長方形を呈するもの (SK42・ sK108・ SKl15・ SK267など)がみられる。また、羽口が土坑の

底部から出土しているもの (SK253)は鍛冶関連遺構と考えられる。鉄滓が多く出土している土坑 (SK3

30な ど)についても、鍛治関連遺構と考えることができる。

遺物では土器・土製品・石器および石製品・金属製品が出土している。土器は、土師器・須恵器・灰釉・緑釉
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が出土している。竪穴住居 (SB517)から、銅銑を模倣したと考えられる須恵器の碗 (第 4分冊第86図 3)

も出土している。また、須恵器の円面硯もみられ、文字の使用が考えられる。それを裏付けるように、墨書土器

もみられる。灰釉陶器は各時期のものがみられるが、山茶碗については小破片のものしかなく図示することがで

きなかった。緑釉陶器についても、少量であるがまとまって出上している。その特敦から9世紀後半のものと1

0世紀前半のものに分けられそうである。土製品では、紡錘車・勾玉・土鈴 (第 4分冊第125図 36)が当該

期の竪穴住居跡から出土している。土鈴は空洞部分に土製の小玉が入つている。また、破片であるが瓦もみられ

る。右製品では砥石・軽石製品・勾玉が出土している。軽石製品は板状に整形したものが多く、孔を穿ったもの

もある。金属器では金銅三尊仏 (第 4分冊第 158図 37)・ 馨 (第 4分冊第 158図 34)・ 銅銑 (第 4分冊第

158図 36)・ 銅印 (第 4分冊第 158図 35)・ 鉄鏃・刀子・鎌・苧引金 (第 4分冊第163図 107)など

が出土している。金銅三尊仏・馨・銅腕は当該期に制作されたものと思われるが伝世する可育旨陛があり、当該地

籍が法楽寺という寺院名を表した地略であること・中世の当該遺跡は墓域となることを考えると、中世の遺構に

対応する遺物である可能性もある。銅印は「宍来 (未)私印」と判読することができる。私印は官印や公印に対

して個人的に使用されたものであることから、当該集落の長が使用したと考えることができる。■/1ヽ地方からは

初めての出土である。麻から繊維を取るための道具である苧引金も、■/1ヽ地方では初見の遺物である。木製品は、

井戸跡であるSK26から盤 0人形・木樋などが出土している。その他に斎串・木杭・井戸枠・柱などがそれぞ

れの遺構から出土している。

5 中世

平安時代末から始まる中世では法楽寺という地籍名の表すとおり、当該遺跡は寺院あるいは墓域となったと思

われる。竪穴住居跡など¬般の生活の痕跡は少なく、墓と思われる土坑が目立つようになる。これらの土坑は、

調査地域の中央付近を中心に分布している。墓坑は平面形が長方形あるいは不整方形を呈するもの (SXll・
SX120SX13・ SX221SK99な ど)がある。多くの墓坑は礫を伴っており、中には石積みを伴うも

の (SX22)や礫を方形に配置したもの (SX39)もみられる。本来、これらの遺構の上部には五輪塔が設

置されていたものも多かったと思われる。井戸跡にも五輪塔が出土しているもの (SX15)がある。これは投

棄された礫と共に火輪が出土しており井戸枠の石積みはかなり崩れている。

遺物は土器・陶磁器・石製品・金属製品が出土している。ほとんどの遺物は遺構に伴つたものではなく、出土

状況が不明なものが多い。土器ではカフラケと称される小皿を中心とした土師質土器や内耳鍋・須恵質の橘り鉢

が出土している。陶磁器では青磁・天目・瀬戸・常滑などが出土している。小破片のために図示できないが自磁

も出土している。青磁は龍泉窯や越州窯のものがみられる。石製品は、五輪塔・石臼・捏鉢が出土している。五

輪塔は散在していたが、おおよそ墓坑の分布している場所から出土している。五輪塔はその形状から14世紀の

後半～ 16世紀代に造立されていたものと思われる。金属製品は金銅三尊仏・馨・古銭などがみられる。金銅三

尊仏・馨・銅鈍は所属時期の判断が難しいが、寺院関連の遺物として中世にも使用されていたと考えることがで

きる。また、古銭は遺構に伴うものは少ない。古銭は北宋銭を中心に出土しており明銭 (永楽通宝・洪武通宝)

や近世の日本の古銭 (寛永通宝)もみられる。これらの遺物から、中世後期における当該遺跡は寺院あるいは墓

域として継続的に16世紀まで営まれていたと考えることができる。ただし、今のところ法楽寺の存在を示す文

献1測いヽ
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第 7図 弥生時代後期の遺構
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第二節 遺 構

1 :自構の知 について

(1)竪穴住居

炉の分類

竪穴住居跡内での地床炉の位置・構造により分類を行った。炉の位置は、第11図地麻炉の位置模式図を基準

とした。模式図では、竪穴住居跡を21分割した。また、構造として地床炉を炉縁石のあるもの・石囲い炉・土

器敷炉などの区別をした。炉縁石のあるものは、その有無を表示した。しかし、炉縁石が一つのもの・複数の炉

縁石をもつものなどの区別は表示しなかった。

カマ ドの分類

竪穴住居跡内での (1)カマドの位置・(2)形態・(3)構築材・(4)支脚の残存状況により分類を行った。

(1)カマドの位置による分類 (第 12図作り付けカマドの分類模式図)では、カマドの基本構造上の分類と設

置位置により分類を行った。カマドの基本構造上の分類では、A類 艦土塊の存在から、順竃」と称されるもの。)・

B類 (煙道洲箋欄こ出ない構造のもの。煙道部が削平された可能陛のあるものも含まれる。)・ C類 (煙道が壁外

に出る構造のもの。煙道部が削平された可能性のあるものも含まれる。)に分けた。カマドの設置位置による分類

は、 I類 (柱穴間)・ Ⅱ類 (壁際のほぼ中間)・ Ⅲ類 (壁のコーナー付近)に分けた。本報告書では、これらの組

み合わせにより分類を行った。(2)カマドの形態分類 (第 13図カマドの形態分類)ではカマドの燃焼部の位置

や、平面形の形態を中心として分類した。A類 (燃焼部が壁下に存在する)・ B類 鰍競部が壁に掘り込まれてい

る)・ C類 (壁に段を作り、カマ辞由に用いている)に分けた。さらに、B類はBl類 (半紡錘形に掘り込んでい

る)・ B2類 (半円形に掘り込んでいる)・ B3類 (方形に掘り込んでいる)に細分した。(3)カマドの構築材で

は、芯材を用いない粘土のみのもの・芯材に長胴甕を用いるもの・芯材に石を用いる (石組)ものなどに注目し

た。しかし、火床のみが検出され、袖の構造が不明なものが多し、 (4)カマドの支脚には、石・土器を転用した

もの・土製のものなどがある。また、支脚が抜かれており、その材質が不明なものが多い。

規模の類型

竪穴住居跡の縦軸と横軸の規模により分類 (表 1)した。これは、中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報

告書4総論編 (侵D長野県埋蔵文化財センター「中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4松本市内その

1総論編」1990)の分類に準じた。竪穴住居跡は小型 (3m× 3m以下)・ 中型1(4m× 4m)・ 中型2(5m
×5m)・ 大型1(6m× 6m)・ 大型2(7m× 7m)・ 超大型 (8m× 8m以上)に分類される。

<参考引用文献>
杉井健「竃の地域Lとその背景」『考古学研究第40巻第1号』1993考古学研究会

谷旬「古代東国のカマド」『千葉県文化財センター研究紀要7』 1982財 )千葉県文化財センター

外山政子「三ッ寺Ⅱ遺跡のカマドと煮炊」『上越新幹線関係埋蔵文化財発掘調査報告書第13集三ッ寺Ⅱ訓

1991C幼 群馬県埋蔵文イ膵 業団

0長 野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4松本市内その1総論刷

1990

埋蔵文化財研究会『古墳時代の竃を考える』19920和 歌山県文化財センター

柳沢亮他「北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 2-上田市内 0坂城町―」 1998m長 野県埋蔵文化財セ

ンター
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Ⅱ Ⅲ

A 田 囲 □

B 四 圏 □

C 幽 白 ピ第 11図 地床炉の位置模式図

第 12図 作 り付けカマ ドの分類模式図

(第32回埋蔵文化財研究集会 「古墳時代の竃を考える」

1992埋蔵文化財研究会より)

第 13図 カマ ドの形態分類
(「 北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 2-上田市内・坂城町内二」1998(財 )長野県埋蔵文化財センターより)

規格 (m× m) 床面積 (ポ )

小型 3× 3以下 9

中型 1 4× 4 16

中型 2 5× 5 25

大型 1 6× 6 36

大型 2 7× 7 49

超大型 8× 8以上 64

遺構記号 振 り替えの名称 特  徴

SB ～号住居・ SB 竪穴住居跡 。堅穴状遺構

SK γ号土坑 。SK 土坑・井戸 。墓墳等 SBよ り小さい掘 り込み

ST ～号掘立柱建物 。ST 掘立柱建物跡・礎石建物跡

SD ～号溝・ SD 溝跡・溝状遺構 。河道跡

SX 不明遺構・本報告書では SKが含まれる

Pit Pit・ P SB、 ST内の掘 り込み・本報告書では SKが含まれる

表 2 遺構記号
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A Bl B2 B3 C

燃焼部が

住居の壁下に存在する

燃焼部が住居の壁を

半紡錘形に堀り込んでいそ
燃焼部が住居の壁を

半円形に掘りこんでいる

燃焼部が住居の壁を

方形に掘 り込んでいる
住居壁に段を作り、
カマ ド袖に用いている

′   336住

′

503住

376住

表 1 竪穴住居の規模の類型



2 遺構の概要

(1)竪穴住居

①炉、カマドなどの構造的糊敦

弥生時代後期

ほとんどの竪穴住居跡に地床炉がみられる。地床炉は、出入り口より奥の柱穴間 (5の位置付近)にあるもの

が多い。また、ほぼ中央にあるものもみられる (SB196・ 264)。 大型の竪穴住居跡には地床炉が2カ所に

あるもの (SB1890199・ 334)もみられる。これらは、柱穴間 (5の位置)に位置する地床炉を基本

とし、他の場所の炉は補助的に設置されているようである。地床炉には、縁石をもうものが多く弥生時代後期の

竪穴住居跡の約30%を占める。当該遺跡の東に位置する大日ノ木遺跡においても19軒のうち6軒 係邦 1%)

に炉縁石をもつ竪穴住居跡が確認されている。また、千曲川右岸の下町田遺跡などにおいても高い害J合でみられ

る。一方、千曲川左岸の当該期の遺跡では、炉縁石をもつものはほとんどみられない。岳の鼻遺跡では72軒の

竪穴住居跡が確認されているが、炉縁石をもつものはみられなしゝ 浦田遺跡・和手遺跡などにおいても同様であ

る。上小地方では、当該期の炉縁石をもつ竪穴住居跡は千曲川右岸の遺跡に高い割合でみられる傾向がある。

古墳中期から後期

カマドの位置を中心とした分類 (第 12図)によるとBⅡ とCⅡ のもので90%以上 (134例のうちBⅡ は

80例・CⅡは44例)を 占める。カマドの形態による分類 (第 13図)からみると、Aが一番多く約50%(1
03例のうち51例)を占める。Bl(103例 のうち29例)と B2(103例 のうち20例)も多く、両者

で50%近くを占める。また、資料の比較のできる当該期の国分寺周辺遺跡群新幹線地点のものをみると、カマ

ドの形態による分類 (第 13図)では、A(68例のうち49例)が 70%以上を占める。上方、カマドの構築

材をみると、法楽寺遺跡ではカマドに石を使用したものが多くみられる。また、特異なカマドとしてSB304
とSB352のものが上げられる。SB304ではカマドに向かつて右袖に長胴甕が倒立した状態で設置されて

いた。SB352ではカマドに向かつて右袖に円筒形土製品が縦位に設置されていた。

奈良・平安時代

カマドの位置を中心とした分類 (第 12図)によるとBⅡ とCⅡ のもので約84%(120例 のうちBⅡ は5

6例・CⅡは45例)を占める。カマドの形態による分類 (第 13図)からみると、A(90例のうち30例)

が多いが、Blと B2(90例のうちBlは 20例・B2は 30例)も多く、両者で67%を占める。また、資

料の比較のできる当該期の国分寺周辺遺跡群新幹線地点のものをみると、カマドの形態による分類 (第 13図 )

では、A(39例のうち20例)が多い。一方、カマドの構築材をみると、法楽寺遺跡ではカマドに石を使用し

たものが多 くみ られ る。特異なカマ ドとして、 SB030SB411・ SB511が 上げられる。 SB03に は

2基のカマ ドが並列して設置されていた。SB411は、調査時に削平が進んでしまっているものの、カマ ドが

竪穴住居跡の中央部付近に設置されており、その背後の広い範囲が一段高くなっていることが調査写真から予想

される。類例のない住居形態であり、今後の資料の土勤日を待ちたしゝ S3511のカマドの煙道部分は破壊が著

しいが、石が並べられていることが確認できる。この様なカマ ドは、■/Jヽ地方では境田遺跡 (真田町)・ 四日市遺

跡 慎:田 mTl.官平遺跡で確認されている。これらの遺跡では古墳時代後期の堅穴住居跡で確認されている。当該

遺跡SB511については、その出土土器から奈良時代初頭の堅穴住居跡と考えられ、宮平遺跡のものに続く時

期のものと考えられる。このことから、■/1ヽ地方では、石組みの煙道をもつ堅穴住居跡は古墳時代後期から奈良

時代初頭にかけてみられると考えられる。この様な煙道をもつ竪穴住居跡は、佐久地方にもみられるということ

であるが、■/1ヽ地方で1諄判||に沿つて分布している。集落を構成する集団間の関係が示唆されて興味深い。今後

とも、検討を要する課題となろう。
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②規模の類型 (第 14図 )

弥生時代後期

竪穴住居跡の規模と形態をみると、平面形は長方形のものがほとんどである。床面積をみると、 10」～40
」の間にほとんどの竪穴住居跡がおさまるが、2軒だけ突出した大きさのものがある。調査軒数の多い岳の鼻遺

跡と比較しても、同様の傾向がみられる。ただし、岳の鼻遺跡 (第 16図)には弥生時代後期の竪穴住居跡と共

に古墳時代初頭のものが含まれているためか、ほば方形となるものもみられる。また、岳の鼻遺跡では10」以

下の小型のものが確認できるが、当該遺跡では確認できなかった。

古墳中期から後期

平面形をみるとほぼ方形のものがほとんどであるが、若干横長になる傾向がある。これは、竪穴住居の内部に

カマ ドが設置されるようになったことと関係する可能性がある。つまり、カマ ドが設置された壁に対する空間の

確保の意味があったのではないかと思われる。また、床面積からみると、10J～ 30」のものがT般的な竪穴

住居跡となる。国分寺周辺遺跡群新幹線地′点 (第 15図)でも、同様の傾向がみられる。

奈良・平安時代

古墳時代後期と同様に平面形は、ほぼ方形のものがほとんどであり、若干横長になる傾向がある。床面積から

みると、 10J～ 30」のものが一般的な竪穴住居跡となる。ただし、 loJ以下の小型の竪穴住居跡も古墳時

代より上勤日している。また、突出して大型のものもみられる。国分寺周辺遺跡群新幹線地′点 (第 15図)や宮平

遺跡においても、同様の傾向がみられる。

③その他

弥生時代後期

地床炉以外に注目される施設として、いわゆるベッド状遺構 (棚状遺構)と よばれる竪穴住居跡内の高まりが

みられる。SB189で は炉1に向かって右下のコーナーにベッド状遺構をもち、その横には炉2がある。SB
223では炉に向かつて左上のコーナーにベッド状遺構をもつ。SB245で は炉に向かって左下のコーナーに
ベッド状遺構をもつ。さらに、その横には入り口施設の跡と思われる柱穴がある。いずれの事例も、堅穴住居跡

内のコーナーに付設されている。当該期のベッド状遺構は大日ノ木遺跡SB23でも確認されており、■/1ヽ地方

では千曲川右岸の遺跡にみられる傾向がある。

古墳中期から後期

カマ ド以外に注目される施設として、棚状遺構・石積みなどがみられる。棚状遺構はSB1560382で 確

認されている。SB156で はカマ ドに向かつて右側に棚状遺構がある:カマ ドに接して構築されており、桐生

直彦氏の分類 (桐生直彦「君は “棚"を見たか―武蔵国における棚状施設の事例分析 ―」『」遇勇llfJ号』1997考

古学を楽しむ会)のARに分類されよう。SB382に も棚状遺構がみられる。カマ ドに向かって右側の側壁に

沿つて構築されており、側壁には石積みもみられる。桐生氏の分類のBに分類されよう。石積みはSB3040
4340492な どにもみられる。石積みに使用されている石は、角の丸くなった河原石で周辺から容易に入手

できるものである。SB304に は2ケ所にカマ ドが存在し、カマドに向かって左側とカマ ドと反対側の側壁に

石積みがみられる。SB434に は竪穴住居跡のカマド側以外の側壁に石積みがみられる。SB492にはカマ

ドに向かつて右側の側壁に石積みがみられる。,その他に、貯蔵穴が設けられているものもみられる。SB249
ではカマ ドに向かって右側に貯蔵穴と思われる土坑 (SK01)をもち、その中に2個体の長胴甕が倒立状態で

置かれていた。
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奈良・平安時代

カマド以外に注目される施設として、ベッド状遺構・石積み・間仕切り溝などがみられる。ベッド状遺構はS

B483で確認されている。ここでは、カマ ドに向かつて左上のコーナーを中心にL字状に構築されたものと、

左下のコーナーを中心にL字状に構築されたものが確認されている。石積みは、SB511・ 549で確認され

ている。石積みに使用されている石は、角の丸くなった河原石で遺跡周辺から容易に入手できるものである。S

B511では、カマ ドに向かつて右側の側壁に石積みがみられる。また、カマ ドの左右に平坦面を上にした石が

並んでいるが、石積みというより棚状遺構と同様の機能をもつ施設のように思われる。SB549で はカマ ドに

向かつて右側の側壁に石積みがみられる。次に、間仕切り溝で注目されるものは、SB910468に みられる。

SB91では、カマ ドに向かつて左側に間仕切り溝が確認されている。この溝跡により、カマ ドに向かつて左側

に|シ Jヽ空間が設けられていたことが予想される。sB468は 、カマ ドに向かつて右側に間仕切り溝が確認され

ている。これによつて、カマ ドに向かつて右側に小空間が設けられていたことが予想される。その他に注目され

るものとして、SB148で は堅穴外柱穴がみられる。これは、竪穴外壁に沿つて立てられた柱とされており壁

立式の住居にみられるとされている。また、SB320で は、その主柱の位置には平坦な石が地面を掘り込んで

設置されている。この石の上には柱がのっていたことが推定される。SB495は床面の中央部が方形に低くな

っている。この竪穴住居跡の土層断面を観察すると中央と周囲で1湖Jの堆積土層に覆われており、竪穴住居の構

造について検討が必要と思われる。

(2)掘立柱建物

掘立柱建物は41棟が確認されている。掘立柱建物には、側柱のものと総柱のものがみられる。規格から分類

すると(1間 Xl間 (5棟>2間 ×1間 (5椀 02間 ×2間 (18械 02間×3間 (4棟)・ 2間 ×4間 (5

棟>3間 ×3間 (1棟)・ 3間 ×4間 (2棟)・ 不明 (1椀 に分けられる。その中でも、ST06・ ST10・

ST260ST27は 柱穴に区画された内側が40ぷ以上となり、規模が大きな掘立柱建物となる。さらに、S

T060ST27に は廂が付くと思われる。これらは、中心的な役割を担った掘立柱建物であると考えられる。

ほとんどのものは、6だ～25」の間の規模に集中している。また、柱穴の掘り方が方形を指向しているもの (S

T210ST220ST250ST35)も みられる。

総柱の掘立柱建物はST02・ ST120ST14・ ST22・ ST240ST25が 確認できる。規格をみ

ると2間 ×2間で占有面積が 11ゴ～25Jの規模のものである。総柱のもの割則柱のものの一部 (ST030
ST21・ ST32・ ST35など)は倉庫として使用されたと思われる。これらは、調査地域内の数力所に竪

穴住居の密集している場所を避けるように分散しており、集落内の小集団所有の倉庫とも考えられる。

掘立柱建物跡1灘ヒ較的集中して配置されている。特に掘立柱建物群として把握できるものとして、①ST06

を中心とする掘立柱建物群 (A群)・ ②ST27を中心とする掘立柱建物群 (B群)・ ③ST23を中心とする掘

立柱建物群 (C群)が上げられる。A群は、竪穴住居跡の密集した地域から少し離れて形成されている。掘立柱

建物は、ST06を最大の建物として微高地上に帯状に配置されている。B群は、ST27を最大の建物とする

側柱の掘立柱建物群と総柱の掘立柱建物群からなっている。C群は、規模の似たものが集中している。平面形が

方形で総柱のものが中心となることから、倉庫群と捉えることもできそうである。掘立柱建物は、明確に所属時

期がわかるものは少ないが、柱穴からの出土土器などから、奈良・平安時代のものが多いようである。

(3)溝状遺構

溝状遺構には、人工的なものと自然流路と思われるものがみられる。いずれも、削平が著しく残存状況が良く

ないものが多い。その為、所属時期の判断が難しいものが多い。

SD02は、遺構集中地域から少し離れて検出されているが、古墳時代後期の土器を中心に出土している。S
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D03は、口の字状に特定の地区を囲むようにつくられている。遺構からの出土土器は、弥生時代後期・古墳時

代後期・奈良、平安時代のものが出土している。平安時代終末の11世紀後半から12世紀代の土器も出土して

いる。幅の狭い区画溝としての機能が考えられる。SD04は、ネ判||の段丘崖際に位置している。溝状遺構を含

めると、直径約24mの不整円形を呈する遺構が確認できる。溝状遺構に囲まれた地域も直径約 18mの不整円

形を呈することから、円墳の痕跡の可能性が考えられた。その為、中央部の精査を行つたが、墳丘や石室等の痕

跡などの古墳に係る遺構の痕跡は見つけられなかった。また、SD04内からは人頭大の礫が出土しているもの

の、古墳時代の土器以外に平安時代のものもみられることから、古墳の可能性を指摘するだけに留めておきたい。

SD05006・ 09015・ 18は、本来は同一の溝状遺構であったと思われる。しかし、他の遺構や撹舌Ыこ

より寸断されていると思われる。これは、西側のネ判||の段IP_4111を あけたフ字状を呈している。幅の狭い区画溝

としての機能が考えられる。SD08は、ほぼ直角に折れ曲がったコマナー部分のみであつた。詳細は不明であ

る。SD16017・ 20は当該遺跡の北を流れるイ載則 ||の氾濫による川筋の跡とみられる。SD160170
20からは、古墳時代から平安時代の各時期の土器が出土している。

これらの中で注目されるのはSD03と SD05からSD18までの溝状遺構である。これらは、溝幅が狭く

区画溝としての機能が考えられるが、中世の墳墓を囲むように配置されていることから、中世の墓域に係る溝状

遺構である可能性があると考えられる。

(4)土坑 (井戸・墓坑・その他 )

土坑は、数多く確認されている。これらは、井戸址・墓坑・廃棄坑・柱穴など様々なものがあるが、用途不明

のものが多い。ここでは、注目すべきものについてだけ述べておくこととする。

井戸跡 (表 3)

法楽寺遺跡では、井戸の可能性の高いものも含めると、15の井戸跡がある。これらは、地面を橘鉢状に掘り

込んだ後、井筒を円筒或いは角筒状に掘っているものが多い。また、橘鉢状に掘つた時点で水が湧いた場合は、

その段階で井筒を構築しているようである。宇野隆夫氏の井戸分類 (宇野隆夫「井戸劫 『史林第 65巻第5号』

1982)に従うと、井戸は大きくC素掘り②丸太制抜き③板組④曲物積上⑤桶積上⑥石組⑦瓦組③土器組のものが

あることが知られている。当該遺跡では、①素掘りの井戸 (SX020SK160SK26・ SK340SKl
280SK175・ SK203・ SK2730SK342・ SK343・ SK3920SK351)③ 板組の井

戸 (SK330)⑥石組の井戸 (SX150SX30)が 確認されている。井筒は円形のものが多く、素掘りの

井戸や石組のものがみられる。これは、■/1ヽ地方の他の遺跡でも同様である。

井戸は長期間使用されていることが多く、補修を行いながら使用されていることもある為、所属時期を確定す

ることが難しい。遺構に伴うと思われる遺物から使用期間を推定すると、当該遺跡の井戸状遺構は古墳時代後期

頃には出現しており、奈良・平安時代には多くのものが使用されていたと思われる。また、中世に使用されてい

たものもある。

一方、井戸には祭祀行為の痕跡が確認されるものもある。SK26には墨書土器 (第 4分冊第 169図 4・ 50

6・ 7・ 8)や木製品の盤 (第 4分冊第 167図 1)0人形 (第 4分冊第 167図 3)が出土している。墨書土器

には「共」の字が書かれており、人形も出土していることから水あるしヽま井戸をめぐる何らかの祭祀的行為が行

われたと考えられる。この出土土器から、少なくとも10世紀第1四半期頃までは使用されていたことが想定さ

れる。SX15には、投げ込まれた礫の中に五輪塔の火輪が確認できる。遺構検出状況をみると、本来は四角に

なると思われる石積みが土坑内にみられる。その中に礫が投げ込まれている訳であるが、墓坑とも考えられる。

しかし、墓坑と推定する遺物が出土していないこと・中世の井戸には礫岩を投げ込んで廃棄している事例 (塩田

捌 があること・一辺約 1 0 0cmと 規模が大きくなること・掘り方が墓坑のものより大きくなることから墓坑
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とするより井戸と考えた方が良いと判断した。SX15は廃棄行為における火輪の出土から、少なくとも中世後

半には機能していたことが考えられる。

新

墓坑と推定するには、①骨などの痕跡の有無②墓としての特徴的な構造から分析することが必要になると思わ

れる。①骨などの遺骸の痕跡については、土坑内の上壌のリン酸分析等も必要となる。しかし、今回は行うこと

ができなかった。②墓としての構造についても、上部構造等の破壊が激しく判断することが困難なものが多し、

この様な状況の中で、墓坑の可能陛の高いものをみていくこととする。

①骨などの遺骸の痕跡を判断材料の中心としてみた場合、骨を出土しているもの (SX17・ SX180SK
309)・ 五輪塔の一部 (地輪)が出上しているもの (SX27)がみられる。いずれも、礫を底音

`に

敷いた構造

となっている。また、刀子を出土しているもの (SK184)・ 鎌先を出土しているもの (SK214)・ 古銭を

出土しているもの (SK59)もある。これらの遺物は、遺体埋葬に伴う遺物と考えられる。刀子を出土してい

るものは、上沖遺跡SK02に類例がみられる。上沖遺跡SK02では長方形の墓坑に骨片とす緒に刀子が出土

している。古銭を出土しているものには、真行寺遺跡群自動車道地点SK232、などに類例がみられる。ここか

らは、銅銭の他に鉄蓋も出土している。

②墓としての構造からみると、平面形が長方形或いは長楕円形の土坑 (奈良・平安時代のものが多いと思われ

る)・ 集石や石組を伴う平面形が長方形或いは方形の上坑 (中世のものが多いと思われる)が墓坑に該当すると思

われる。これらには、炭や焼土が伴うもの (SX120SX13)も みられる。

中世の集石墓には、方形或いは長方形に石を並べたものがある。これらは、 I縁石が明瞭なもの・Ⅱ縁石が不

明瞭なもの・Ⅲ不定形で区画の無いもの・Ⅳ骨蔵器が埋納されたもの・V火葬骨を埋納したものなどに分けられ

る。 I・ ⅡはA石を段積みしたものとB平積みしたものに細分される。(山崎克巳「一の谷中世墳墓群遺跡とその

周辺」『第3回 「考古学と中世史研究シンポジウム」財寸の墓・都市の墓」』1992帝京大学山梨文イ観概 所)当

該遺跡では、 I・ Ⅱ・Ⅲのものが多くみられるが、Ⅳはみられなし、 また、Vも確認はできなかった。

当該遺跡では、墓坑は

―

期にもみられるが、平安時代に土勤目するg中世には墓坑が中心的な遺構とな

ると思われる。奈良・平安時代の遺構をみると集落域と墓域が混在しているようにみえるが、これは集落から視

野に入る範囲に墓域を設定している傾向にあることと関係すると思われる。上沖遺跡・神林遺跡においても平安

時代の集落周辺に墓坑群をもつことが確認されている。また、土坑の分布状況をみると、調査地域全域にみられ

るものの、分布密度には差がある。特に、中世の墓坑とみられるものはSD03の内側に濃い密度で分布してい

るようである。しかし、仏教関連遺物の出土はあるものの、寺院関連の遺構は確認できなかった。すると、字名

にある「法楽寺」の存在が問題になると思われる。寺院と墓地との位置関係は寺辺に墓地または埋葬の施設をも

つ場合が多いことは考古学的にも指摘されていることから、調査地域外に寺院が存在した可育旨陛もある。今後の、

調査・研究の進展が望まれる。

柱穴

柱穴は、柱穴群と称するほど多くが確認されている。しかし、遺構の切り合いが激しく、はっきりとは確認す

ることができなかった。今回は、当該期の掘立柱建物が存在するという事実確認だけにとどめておきたし、

その他

その他に注目すべきものとして、sK253が上げられる。この土坑の底部からは羽口がほぼ完形で出土して

おり、鍛冶関連の遺構の可育旨性がある。井戸跡 (SK330)か らも鍛治滓が数多く出土している。また、柱穴

と思われるものも確認されている。P682・ P717には柱が残っており、P1695に は柱痕が確認されて

いる。P5525の底音限こは平らな石が据えられており、柱穴と考えられる。
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第二節 遺 物

1 遺物の分類について

(1)土 器

桝

土器の分類方法を以下の基準により分類した。

①器類 :器形の大きな差異、主要な整形技法の差異による分類 (甕・壺・高杯…)

②器種 :器類のな力ヽこおける形態や整形技法の差異による分類 (甕A類・甕B類…)

③器種細分 :器種のなかでの部分的な形態差 (甕Al類・甕A2類…)

また、弥生時代後期の土器については従来からの分類に準じたが、甕については器面に櫛描波状文を施したも
のと斜走文を施したものに分けた。古墳時代の土器にういては「出川南遺跡Ⅳ・平田里古墳群緊急発掘調査報告
書」 (1994松本市教育委員会)・ 「上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書12榎田判 ゝ(1999長野県埋蔵文
化財センター)の分類に準じて、当該報告書用に新たに作成した。古代の土器については「中央自動車道長野線埋
蔵文化財発掘調査報告劃 総論編」1990長野県埋蔵文化財センターによる分類基準に準じて作成した。なお、部
分的に新たに分類したものを加えてある。

箱清水式土器の分類

①甕 (甕は器形からみると、緩やかに月同部が張るもの・月同部の張りが強いものや球形胴を呈するものなどがある
が、今回は器面の模様を中心に分類した。)

A類 (器面に波状文を施したもの。)

Al→頸部に簾状文等の模様が施されたもの。

A2→器面に波状文のみが施されたもの。

B類 (器面に斜走文を施したもの。)

Bl→頸部に簾状文等の模様が施されたもの。

B2→器面に斜走文のみが施されたもの。

C類 (底音限こ高台が付くもの。)

∝

A類 (頸部から月同音5に 力ヽすて緩やかにひろがるもの。)

Al→口縁部の形状から、緩や力ヽこ外反するもの。

A2→ラッパ状にひらくもの。

A3→受け口状を呈するもの。

B類 綱同部が球形を呈するもの。)

Bl→ 口縁部の形状から、緩や力ヽこ外反するもの。

B2→ラッパ状にひらくもの。

B3→受け口状を呈するもの。

③高杯

A類 (鍔状の口縁部をもち、受け部に稜線をもつもの。)

B類 (鍔状の口縁部をもち、受け部に稜線をもたないもの。)

C類 (鉢状の受け部をもつもの。)

④鉢 (口縁部に片口をもつものが多いが、片口をもつもの・もたないものの区別はしないでおく。)
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A類 (口縁部が内湾するもの。)

B類 (口縁部が直線的にひらくもの。)

C類 (口縁部が内湾し、器高が高いもの。)

⑤甕形土器(甕の形態であるが、煮炊器具として使用されていたとは思われず器面が赤彩されていることが多い。)

⑥甑 (底音限こ孔を一つもつものである。逆円錐状の形態を呈する。)

⑦蓋 (和傘状の形態を呈する。つまみ音限こ孔をもつものともたないものがみられる。)

古墳時代の土器の分類

① 甕
A類 (外面整形はハケ中心となるが、ナデ整形やミガキを行う場合もある。内面整形はハケ以外にもナデ・ケ

ズリ・ミガキなどがある。月同部中央付近に最大径のある球形胴のもの。)

B類 (外面整形はハケ中心となるが、ナデ整形やミガキを行う場合もある。内面整形はハケ以外にもナデ・ケ

ズリ・ミガキなどがある。胴部中央付近に最大径があり、楕円に近いものとラグビーボールに近い形態

のものがある。)

C類 (長胴甕・外面整形はハケが主体であるが、ナデ整形やミガキ整形も存在する。胴部上位が張るものや胴

部中位が張るものがある。)

D類 (長胴甕・胴部が張らない円筒状のもの。整形技法はナデ・ケズリで、その後ミガキなどを施すものがあ

る。)

E類 (長胴甕・胴最大径1劃同部上位或いは中位にある。外面整形はケズリを用いる。)

El→胴部中位の張りが強し、

E2→胴部中位の張りが弱い。

E3→胴部上位が張る。

②小型甕 (おおむね器高20cm以下のもの。)

A類 (甕Eの小型のもの。 1、 胴部中位の張りが強いもの・ 2、 胴部中位の張りが弱いもの 03、 胴部上位が

張るものがある。)

B類 (甕Dの小型のもの。)

C類 綱同部が球形のもの。)

D類 (器高が低く頸部の収約しないもの。)

E類 (丸底の底部から直立気味に立ち上がる。日縁部はわず力ヽ こ外反する。)

F類 (胴部下位に最大径がくるもの。日縁部は外反する。)

③壺 (主な用途が貯蔵成いは祭祀に用いられたと推測される容乳 外面整形はミガキ中心となる。)

A類 朝同部中央付近に最大径がある。)

Ala→器高28cm以上、口縁部が有段の形態で球形胴を呈する。

Alb→器高28cm以上、日縁部が単純口縁の形態で球形胴を呈する。

A2a→器高28cm以上、日縁部が有段の形態でAlよ り細長い胴部をもつもの。

A2b→器高28cm以上、口縁部が単純口縁の形態でAlよ り細長し瑚同部をもつもの。

A3a→中型の球胴壷」口縁部が有段の形態のもの。

A3b→中型の球胴壷L口縁部が単純口縁の形態のもの。

B類 (大型で胴部上位に最大径があり、肩が張る。逆卵形を呈する。)

C類 (口縁部はやや上方を向き肩が張る。胴下半部は屈曲して稜線をもち、直線的に底部に至る。)
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D類 (把手をもたない大型の広口壺。肩が発達せず、口縁部から胴部に力ヽすては筒状に下がる。)

E類 (円柱状の月此 胴部は若干張り、長胴甕と類似した形篤 ミガキが丁寧で、肩部から口縁音附こかけて

明確な屈曲が存在する。口径12cm前後・器高20cm前後を目安とする。)

F類 (小型の球胴壺。器高16cm前後で、日縁が短く外反する。口径と胴最大径の差が4ch以上を目安とし鉢と

区別する。黒色処理は施さなしゝ )

G類 (小型丸底記 口縁部は直線的に広がり、胴部は球形を呈する。)

H類 (口縁部は直線的に外反し、胴部は球形胴であるがやや扁平となる。)

Hl→須恵器のはそうを丁寧に模倣したもの。

H2→月同部に穿子Lがなく、須恵器のはそうの大まかな器形の拠

④高坪

A類 (外部は外に開き、外面下音限こ稜をもつし内外面にはミガキを施し、脚邸外面にはミガキ。内面には輪積

み痕・ナデ・ケズリなどがみられる。脚部の形態は中空で若干胴部の張るものや円錐形の長脚をもつ。)

B類 (外部の外面下音附こ明確な段をもち、円錐形の長脚をもつ。)            ′

C類 (外部は半球状を呈し、口縁端部は内斜傾向で短く強く外反する。杯部の胴部と底部の境には稜をもつ。

円錐形の長脚をもつ。)

D類 (杯部の口縁端部は外反する。胴部は緩や力ヽ こ湾曲し稜線をもたない。円錐形の長脚をもつ。)

E類 (杯部は直線的に延び、底部との境が明瞭である。外部口縁喘報こ明確な面取りを施すものが多い。内外

面のミガキが丁寧なものもある。柱状長脚もしくは円錐形の長脚をもつ。)

F類 (外部には半球形で口縁部が内斜もしくは外反する杯と同様のものが用いられる。脚部は円錐形の短脚を

もつ。)

G類 (杯部は須恵器の模倣形態。杯部の外面下音附こは明確な稜がみられる。円錐形の短脚をもつものや、柱状

の長脚をもつものがある。)

H類 (坪部は須恵器の模倣形態。外部の胴外面下部には明確な稜がみられる。円錐形の長脚をもち、中央に三

角透かしがはいる。脚端部に面取りを行うものもみられる。)

I類 (接合部が中実で、円錐形の長脚をもつもの。)

11→外部は半球形で白縁部が外反する。内面の底部付近に稜をもつ。

12→外部は半球形で口縁部が上方に延びるか若干内湾する。

13→外部が直線的に延びる。

⑤杯形土器 (口径12cm～ 16cm程度で、器高が口径の1/2以下を目安とする。)

A類 (斌 体部・口縁部は内湾気味となる。)

Al→口笛 .8cm～8.4cm O器 局3.2cm～4.9cmを 目安とする。

A2→口径10.6cm～ 15.8cm・ 器局5。 6cm～7.6cmを 目安とする。

A3→口径10.6cm～ 15.2cm・ 器局3。 8cm～5.8cmを 目安とする。

A4→口径12.4cm～ 16.2cm O器 局3.2cm～ 3.6cmを 目安とする6

B類 (丸底。形態的には不Aと似るが、口縁端部を外方につまみ出す。)

Bl→口径7.4cm～ 7.6ci・ 器高4.8cm～ 5。 9cmを 目安とする。

B2→ 口径11.Ocm～ 14.8cm・ 器局5。 6cm～6.9cmを 目安とする。

B3→口径11.Ocm～ 13.lcm・ 器高3.6cm～4.6cmを 目安とする。

C類 (丸底6杯A・ Bと似るが、口縁部を外反させる。)

D類 (斌 腰の張る深い形態で、口縁部を短く外反させる。国径12.6cm～ 16.2cm・ 器高5。 4cm～ 7。 4cmを 目安

-34-一



とする。)

E類 (丸底或いは平底気味の底部。内湾する体部と短く外折する口縁部をも‐ 口径15.2cm・ 器両6.6cmを 目安

とする。)

F類 (やや平底気味の底部から直線的に浅く開いた後、口縁部を短く上方につまみ上げる。比較的厚手となる。

口径11.4cm～ 14.2cm・ 器局4.Ocm～ 5.Ocmを 目安とする。)

G類 (平底。内湾気味に体部・口縁部が立ち上がる。口径7.2cm～ 14.2cm・ 器局4.5cm～ 5.lcmを 目安とする。)

H類 (判曳 体部・口縁部は直線的に外開する。厚孔 口衝 。2cm～10.6cm・ 器局3.Ocm～6.3cmを 目安とする。)

I類 (直線的に大きく開く体部をもち、平底気味の底部となる。内面屈掃 限こ稜をも‐ 口径11.2cm～ 19。 2cm・

器高3.8cm～ 5。 2cmを 目安とする。)

11→内面の稜が明瞭なもの。

12→内面の稜が不明瞭なもの。

J類 (丸底ないし平底気嘱 口縁部と底部の境界外面に稜をもつ。稜の位置は低く、浅い底部をなす。口編 5

は屈曲して内湾気味に外開する。口径10.Ocm～ 16.Ocm・ 器局2.8cm～ 6。 7cmを 目安とする。)

」1→長く外開するもの。

」2→屈曲が強いもの。

」3→屈曲が弱く直線的なもの。

K類 (丸底で深い形態。器体上位に稜がある。口径8.Ocm～ 16.2cm・ 器昌5。 4cm～7.Ocmを 目安とする。)

L類 (丸底で浅い形篤 かなり上位に稜がある。口縁音附ま短く内傾する。日径11。 lcm O器局4。 lcmを目安とする。)

M類 (丸底ないし平底気味。器体中位に稜があり、外反ないし直立気味の口縁形態をなす。口径9。 6cm～14.4

cm・ 器高3.7cm～ 5。 3cmを 目安とする。)

N類 (丸底。大きく開く器体上位に稜があり、口縁部は外反する。口径12.5cm～ 18.6cmを 目安とする。)

○類 (平底気味で浅い形態。器体中位ないし下位に鈍い稜があり、口縁部は外反する。口径11.4cm～ 12.2cm・

器高3.8cm～4.Ocmを 目安とする。)

P類 (丸底3器体中位に不明瞭な鈍い稜をもち、口縁部は外反する。日径11.Ocm～ 13.6cm・ 器局3。 9cm～5.Ocm

を目安とする。)

Q類 (平底 体部は直立気味に立ち上がる。厚手。)

⑥鉢形土器 (口径が約16cm以上、もしくは器高が口径の1/2以上となることを目安とする。内外面にミガキを施す

ことを基本とするが、外面整形ではケズリの後にミガキを施すものもある。)

A類 (口縁部を若干外反させる。胴部上半は外方に開くか内湾する3)

Al(大型)→口径20cm～ 29cm・ 器高1lcm～ 17cmを 目安とする。

A2(中型)→口径15cm～ 19cm・ 器局8cm～ 13cmを 目安とする。

A3(小型)→口径12cm～ 15cm・ 器局10帥前後を目安とする。

B類 (口縁部が直立気味に延びる。わず力ヽ こ外反するものもある。胴部上半は外方に開く。)

Bl(大型)→口径20cm～ 29cm:器高1lcm～17cmを 目安とする。

B2(中型)→口径15cm～ 19cm・ 器局8cm～ 13cmを 目安とする。

B31/1理)→口径12cm～ 15cm・ 器高10cm目J後を目安とする。

C類 (球形胴を呈する。)                                 ｀

Cl(口縁部は内湾する。)

C2(口縁端部は直立気味になる。)

D類 (須恵器を模倣した大型のもの。)                     1      .
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⑦甑形土器 纏暗Бが存在しないか、底部に孔をもつもの。器高9cm～ 18cm程の範囲を目安とするが規格性はみられ

ない。通常は把手をもたない。底部の形態から3種に細分する。)

A類 (底部をもたない)

B類 (底部をもち単孔)

C類 (底部をもち多子D

③ミニチュア土器

A類 (手づくねを基本とし、口縁は直立するもの。)

B類 (手づくねを基本とし、口縁は外方に開くもの。)

C類 (口縁は外方に開き、杯・鉢に類似する形態のもの。)

D類 (口縁は内湾しながら立ち上がるもの。底部は丸底が基本。)

E類 (内湾する形態のもの。)

F類 (壺に類似する形態のもの。)

G類 (はそうに類似する形態のもの。)

H類 (口径より器高が長いコップ型のもの。)

I類 (手づくねを基本とし、高台が付くもの。)

J類 (その4Ll

奈良・平安時代の土器の分類

[1]土師器

鋭

A類 (輪積み成形の後、内外面をナデ調整する長胴視 )

B類 (器面を刷毛日で調整する長胴甕 )

C類 (体部外面をヘラ削りして薄く仕上げる。いわゆる武蔵型乳 )

D類 (ロ クロ調整を行う長胴乳 いわゆる北信型甕を含れ )

F類 (球形胴の背の低い甕。器面をヘラ磨きするものが多いが、ナデ調整で仕上げるものもある。)

OJ理甕

A類 (胎土・調整が甕Aに共通する。器面ナデ調整の川理墜1)

B類 (胎± 0調整が甕Bに共通する。器面ハケ調整の小型観 )

C類 (胎土・調整が甕Cに共通する。体部外面を削り調整する′ヽ咄 )

D類 (ロ クロ調整を行う小型亀 )

③羽釜

A類 (体部上寄りに鍔状の突帯を付した厚手のもの。内外面をナデ調整する。平底あるいは丸底がある。体部

の調整に叩き技法を用いたものもある。)

B類 (調整技法は羽釜Aに共通するが、鍔が一連に体部を巡ることなく、 3・ 4箇所で途切れる。)

釧

A類 (平らな底部で、箱型に立つ体部をもつ。把手をもつものもある。)

B類 (平らな底部で、箱型に立つ浅い体部をもつ。把手をもつものもある。)

餅

土師器

A類 (ロ クロ調整の底部回転糸切り或しヽまヘラ調整のもの。)
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D類 (非ロクロ調整の丸底のもの。体部外面から底部にかけて手持ちヘラ削りを、口縁部には横ナデを施す。)

E類 (非ロクロ調整の浅い盤状の杯で、技法は杯Dと共通する。)

黒色土器A(内鶉

A類 (ロ クロ調整の底部回転糸切りのもの。)

B類 (非ロクロ調整の丸底のもの。)

黒色土器B(内外黒)

B類 けトロクロ調整の丸底のもの。)

蜀

土師器 (ロ クロ調整の有台の仇 )

黒色土器A(内黒・ロクロ調整の有台の仇 )

黒色土器B(内外黒・ロクロ調整の有台の仇 )

釧

土師器

A類 (ロ クロ調整で扁平な形旗 )

黒色土器A(内∋

A類 (ロ クロ調整で扁平な形規 )

B類 (ロ クロ調整で扁平な形態に高台を付したもの。)

黒色土器B(内外ヨ

B類 (ロ クロ調整で扁平な形態に高台を付したもの。)

餅

土師器

A類 (ロ クロ調整で口径 2 0cmを超える大型のもの。)

黒色土器A(内鶉

A類 (ロ クロ調整で口径 2 0cmを超える大型のもの。)

⑨柱状台付土器 (皿或しヽま杯を身として、これらに分厚い台の付いたもの。身と台が一体として作られている。)

土師器

A類 (底部が柱状に張り出したもので、張り出し具合が垂直ないし僅力ヽ こ外傾、内傾をみせる形態し底の厚み

は、おおよそ器高の50%前後を占める。)

B類 (底部が末広がりの柱状に張り出したもの。底部の厚みは、おおよそ器高の80%前後を占める。典型的

な柱状高台。)

C類 (底部が垂直ないし僅力ヽこ外傾・内傾する柱状に張り出したものにさらに脚が付けられたもの。脚部を除

く底の厚みは、おおよそ器高の50%前後を占める。)

嗜

土師器

A類 (ロ クロ調整で口径 3 0cm～ 3 5cmの大型のもの。高い月却台をもつ。)

B類 (足高高台をもつ身の浅い碗型のもの。)

①平頂蓋

土師器 (つまみの無いもの。)

黒色土器A(内黒・つまみの無いもの。)

赤彩土器 (つまみの無いもの。)

⑫高杯
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黒色土器A

[2]須恵器

餅

A類 (直線的に開く体部をもつ無高台のもの。)

B類 (箱形の体部に高台を付したもの。)

C類 (B類の高台がはずれた形態のもの。)

蜀

A類 (無高台で体部を内湾させるもの。)

釧

A類 (無高台で扁平なもの。)

鑑

B類 (口縁端部を折り曲げる。天丼部に扁平なつまみを付ける。)

∝

Att σ口形の体部に外反する口頸部を付すもの。)

Btt σ口形の体部に直立する短い口頸部を付すもの。)

Ctt σ口形の体部に強く外反する短い口頸部を付すもの。)

D類 (平底の甕で肩部に凸帯を回し耳状の突起を付すもの。)

E類 (肩の張った広国のもの。)

∝

Att 1/Jヽ さめの底部から体部は直線的に開く、頸部で緩く締まって口縁部で外反する。)

…A類 (肩が強く張り、高台が付くもの。)

D類 (体部がやや長く、頸部を直立させるが口縁部で強く外反し口縁帯をつくる。)

∝ 嚇

A類 (体部から細い頸部が直立気味にのびるもので、体部が球状を呈するもの。)

B類 (体部は肩の部分で屈曲するもの。頸部の接合部にリング状の凸帯を貼付する。)

⑨その他

横瓶 0はそう,碗蓋 :高杯

[3]灰釉陶器

碗・皿・段皿・小瓶・長頸壷・広口瓶

[4]瓶辞由確調器

碗・皿・段皿
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甕 Al 甕 B2憮
甕 A2

甕形土器

高不 A 高不 B 高杯 C

第17図 弥生時代後期の土器分類①
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第18図 弥生時代後期の土器分類②
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[土師器 ]

第 19図 古墳時代後期の土器分類①
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③
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第20図 古墳時代後期の土器分類②
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壺 A2a

壺 Alb
笙 A2b

壺 A3b

第21図 古墳時代後期の土器分類③
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壺 H2
壺 Hl

高杯 A 高杯 B 高不 C

高杯 F

高坪 D

高杯 E

第22図 古墳時代後期の土器分類④
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高坪 G 高不 11

高杯 12 高杯 13
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杯 A3

坪 B3
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坪 A2

杯 12
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叩
ミニチュアA

ミニチュアG ミニチュアH

第25図 古墳時代後期の土器分類⑦
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第26図 古墳時代後期の土器分類③
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[土師器 ]

小型甕 A

羽釜 A

小型甕 B

小型甕 C

小型甕 D

[土師器 ]

杯 D

不

第28図 奈良・平安時代の土器分類②
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[黒色土器 A]

[土師器 ]

[黒色土器 B]

皿 A

不 A
坪 B 杯 B

鉢 A

[黒色土器 B]
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[柱状台付土器 ]
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[土師器 ]

[黒色土器 A]

[赤彩土器]

II'ITIITIIIIIT

鉢 A

平頂蓋
柱状台付皿 C

柱状台付皿 B

高杯

盤 A
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[須恵器 ]

不 A

皿 A

杯 B

甕 B

蟄隕

第30図 奈良・平安時代の土器分類④
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[須恵器 ]

短頸壺 A

一一一≡
短頸壺 D

Ｃ
）

長頸壺 長頸壺

第31図 奈良・平安時代の土器分類⑤
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(2)石臼・五輪塔

石 臼

当該遺跡では粉ひき臼のみが確認されている。石臼は上部と下部に分かれており、観察表における計測部位に
ついては第33図の凡例図に従つて計測を行った。

五輪塔

当該遺跡の五輪塔は空風輪・火輪・水輪 ,地輪の4つの部位に分かれている。観察表に表示されている計測部
位については第32図の凡例に従って計測を行った。各部位の形態分類については、『上信越自動車道埋蔵文化財
調査報告書21』 「観音平経塚」1999Cゆ 長野県埋蔵文化財センターの基準に依った。また、各部位の形態別の
出土点数を表3で表示した。

①空風輪 (3つの視点から分類する)

・空輪幅と風輪幅の比率

I:風輪幅が空輪幅より大きい (風 :空=1:0.9以 Tl
Ⅱ:風輸幅と空輪幅がほぼ同じ (風 :空=1:0。 9～1.1未満)

Ⅲ :空輪幅が風輪幅よりやや大きい (風 :空=1:1.1～ 1。 2未満)

Ⅳ :空輪幅が風輪幅より大きい (風 :空=1:1.2～ 1.4未満)

V:空輪幅が風輪幅よりかなり大きい (風 :空=1:1.4以上)

・空輪高と風輪高の比率

A:風輪と空輪の高さとの差はさほど目立たない (風 :空=1:1.6程度以下)

B:空輪は高く風輪との差は明確である (風 :空=1:1.6～2.0未満)

C:空輪はさらに高く風輪との差もひろがる (風 :空量1:2.0～2.7未満
D:空輪が極端に高く風輪はごく低い (風 :空=1:2.7以上)

・空輪の最大幅位置

a:空輪の最大幅は下位にある。

b:空輪の最大幅は中位にある。

c:空輪の最大幅は上位にある。

d:空輪の最大幅はかなり上位で、稜をもつ。

②火輪 (3つの視点から分類する)

・軒口上縁ラインの形状

I:反りがなく水平。

Ⅱ :ほぼ全体が緩や力ヽ こ反る。

Ⅲ :Ⅱ とⅣの中間。

Ⅳ :ほぼ全体が強い反りをも‐

V:中央水平で両端が少し反る。

Ⅵ :VとⅦの中間。

Ⅶ :両端の反り上りが大きく中央水平部は短い。

Ⅷ :中央は緩やかな円弧で両端がさらに反る。

・軒口下縁ラインの形状および底面の形状

Al:軒口下縁は反りがなく水平で底面から軒面への転換はシャース
A2:軒口下縁は反りがなくほぼ水平だが、底面から軒面への転換部は丸みを帯びる。
Bl:底面四隅を小さく三角形状に面取りするため、軒面下縁両端に若干の反りが生じる。中間部は水平。
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底面四隅の面取りがBlよ り大きく、軒口下縁両端の反りもより大きい。中間部は水乳
底面周縁に細い帯状の面取りを加える。そのため軒口下縁両端が若干反るが中間部は水平。
底面四隅の面取りないし反り上がりが大きく長く、軒口下縁中央に若干の水平部を残すの礼
水輪と接する部分を除いて底面全体が曲面を成し、軒口下縁は緩い円弧を描く。

C2:Clよ り程度が強いもの。従つて、軒口下縁の円弧はより急となる。
・軒中央部の外傾度 (開き具合)

軒の立ち上がりはほぼ9o° となる。

軒の立ち上がりは10o° 前後までD軒は外にやや傾く。
c:軒の立ち上がりは 110° 前後まで。軒の外傾がbよ り大きしゝ

d:軒の立ち上がりは 110° 以上。軒の外傾はさらに大きい。

③水輪 (4つの視点から分類する)

・側面形状

I:球形を呈する。

Ⅱパ試挽張る。

B2

B3

B4

Cl

a

b

算盤玉状だが稜は不明鷹

明瞭な稜をもつ算盤執

・側面突出度

A:突出度が大きい (上面径 :最大幅=1:1.7以上)

B:突出度は中程度 (上面径 :最大幅=1:1.7未満～1.5以上)

C:突出度が小さい (上面径 :最大幅=1:1.49未満
・扁平度

扁平度は極 Jヽ、高さがかなり高い (全高 :最大幅=1:1以Tl
扁平度は小 (全高 :最大幅=1:1以上～1.34以Tl
扁平度は中程度 (全高 :最大幅=1:1.35以上～1.59以下)

d:扁平度は大、高さが低く扁平な形となる (全高 :最大幅=1:1.60以上)

0最大幅位置

1:最大幅位置は中位より上にある (全高 :上端～最大幅位置=1:0.46以下)

2:最大幅位置は中位にある (全高 :上端～最大幅位置=1:0。 47以上～o.53以Tl
3:最大幅位置は中位より下にある (全高 :上端～最大幅位置=1:0.54以上)

鍼

・高さと幅の比率

I:幅と高さがほぼ等しい (高 :幅豊1:1以上)

Ⅱ :高 :幅=1:1以上γl.34以下

Ⅲ :高 :幅=1:1。 35以上～1.59以下

Ⅳ :幅に対して高さがかなり低い (高 :幅≡1:1.60以上)

Ⅲ

Ⅳ
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H
扮ひき臼下部

由

水輪

表 4 五輪塔部位別形態別出土点数
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第 34図 掲き臼計測部位

2

Ⅱ 17

Ⅲ 5

Ⅳ 2

V 12

Ⅵ 0

Ⅶ 1

Ⅷ 3

合 計 42
第 32図 五輪塔計測部位



2 遺物の概要

(1)瀞
緻 嗽

縄文土器は、縄文時代中期後半から後期の深鉢の破片などが出土している。これらの土器片は隣接する人千原

遺跡のものが流れ込んでいると思われ、遺構を伴わないものが多い。ただし、縄文時代中期後半の深鉢 (第 4分

冊第 1図 1)は土坑 (SK280)か ら倒立した状態で出土したとされている。これは底部を欠いているだけで

残存状態は良好であり、その出土状態から埋甕の可能性が高い。この埋甕の存在は人千原遺跡の縄文集落の縁辺

部を示すことになると推定される。

弥生時代後期か ら古墳時代初頭

当該期の土器には、櫛描波状文や赤色塗彩が施された箱清水式系の土器・いわゆる外来系土器・初期土師器が

みられる。遺構に伴うものは箱清水式系の土器を中心に出土している。

箱清水式系の土器には、甕・壺・台付甕・甕形土器・高杯・鉢・甑・蓋がみられる。甕はA器面に櫛描波状文

を施すものとB器面に櫛描斜走文を羽状に施すものがみられる。また、a口縁部を折り返すものとb折り返さな

いものがみられる。さらに、当該遺跡の甕は頸部に櫛描簾状文を施さないものが52%(実測した甕での割合)

を占めることとなり、■/1ヽ地方の他の遺跡に比べて多し、 また、■/1ヽ地方では櫛描斜走文を羽状に施した甕と折

り返し口縁をもつ甕を出土する遺跡の分布は、千曲川右岸に偏っている。当該遺跡出土の甕もこの分布状態を補

強する資料になると思われる。一方、甕の器形をみると、球胴化の進んだものとそうでないものがみられる。壺

は単純口縁のもの以外に、口縁部を受け口状とし櫛描波状文を施したもの (第 4分冊第 2図 14)・ 縄文が施され

たもの (第 4分冊第 12図 14)がみられる。壺・高杯・鉢は赤色塗彩されたものが多い。これらは、■/1ヽ地方

の地域編年 (尾見智志「■/Jヽ地方の弥生土器編年」『 99シンポジウム「長野県の弥生土器編年」』1999長野県

考古学会弥生部会)の 4期から5期に該当するものと思われる。

当該遺跡では、少数ではあるが外来系土器もみられる。吉ケ谷式土器 (第 4分冊第96図 137)は埼玉県中

部に分布する後期中葉以降の土器である。群馬県西部・司賠5では赤井戸式土器とも称され、弥生時代後期から古

墳時代初頭の間で客体的に存在している。このような土器が出土したことは、群馬県側と接するという■/1ヽ地方

の地理的条件により群馬県地域との交流の中で流入した可含旨陛を示している。S字甕は山陰系口縁をもつもの(第

4分冊第 116図 179)力 出`土している。このS字甕 (E類)は山陰系甕の口縁と類似した有段口縁を有する

が、月同部以下の基本的なつくりは他のS字甕と共通する。この甕は大型品に限定され、S字甕C類からD類にか

けての時期に存続するとみられている。また、遠隔地での出土は少なく、山梨県地域と高崎市周辺の群馬県地域

に一定数の出土例がみられる程度である。当該遺跡出土のものは、日縁部は内面に肥厚する。また、下段の屈曲

は弱く、外面の稜も鋭くない:肩部にはヨコハケがなく、胴部は長月剛ヒを呈する。これらのことから、群馬県地

域との関係が示唆されるが、群馬県地域のS字甕に特徴的な製作手法 a同部外面にヘラケズリによる一次調整を

施すなど)が不明瞭で、その関係ははつきりしない。

古墳時代中期か ら後期

当該遺跡の古墳時代の土器をみると、弥生時代後期から続く前期前半のものが少数みられるが、明確な遺構は

確認できていなしゝ グリットE5地区などに覆土中の遺物として確認できるぐらいである。少し間をおいて古墳

時代中期後半の土器がみられるようになり、後期へと続いている。これらの土器は、竪穴住居跡を中心として出

土している。大まかな変遷をみると、甕は長月剛ヒが進み、ハケ調整のものからヘラケズリのものとなっていく。

壺は球胴化し、有段口縁のものから単純口縁のものへと変化する。杯は丸底の口縁部を短く外反させた形態のも

のから、平底や丸底の内面屈曲部に稜をもつものや須恵器の杯・杯蓋の模倣をしたものなど様々な形態のものが
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出現する。その後、丸底の単純な形態のものへと斉―化される傾向がみられる。高杯も、屈折脚をもつものや杯

部の外部下部に明瞭な稜をもつものから、杯の変化に合わせるような形態の杯部をのせるが、丸底の単純な形態

のものとなっていく。また、須恵器が共伴するようになる。これらのことを含めて、5世紀中頃から8世紀初頭

までを9時期に分けたが、詳細な変遷については第五節附論 1に譲ることとする。

奈良 0平安時代

古噴時代から継続する当該期の土器は、平安時代末期のものまでが確認されている。土器類は竪穴住居跡出土

のものが多いが、井戸跡や土坑・溝状遺構などからも出土している。土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器が確

認されている。土器類の変遷は、拙稿「■/Jヽ地方の奈良・平安時代の土器について (1)」 (上田市教育委員会

『上沖酬 1998所収)と 「■/1ヽ地方の奈良・平安時代の土器について (2)」 (上田市教育委員会『駕籠田遺

跡』1999所収)を参考にしてみると、12の時期に区分される。当該遺跡における詳細な変遷については第五節

附論 1に譲ることとし、ここでは幾つかの注目すべき土器類について述べておくこととする。

麟 高台付珊

柱状高台付土器は、皿あるいは杯を身として、これらに分厚い台の付いたものとされている。■/Jヽ地方では、

ほとんどみられなかつたが、当該遺跡では少しまとまった数の出土がある。SB362(第 4分冊第74図 110

12)・ SB372(第 4分冊第 75図 2)OSK296(第 4分冊第97図 153)OSK342(第 4分冊第9

7図 1670168)OSK387(第 4分冊第98図 181)OSD03(第 4分冊第 101図 44045・ 4

6)・ グリッド (第 4分冊第 113図 1070108、 第 114図 1410145・ 146)などから出土してい

る。SB3620SK342の 共伴する土器から11世紀第 2四半期から第 3四半期のものと考えられる。また、

SD03においても同様のことが予想される。

柱状高台付土器は、1977年に岡田正彦氏が「平安時代土師器等の編年試論」 (信濃史学会『信濃 29-9』

1977所収)のなかで編年的位置付けを行つたことが晴矢となろう力Ъ さらに、 1981年には橋原遺跡の報

告書 (岡 田正彦「平安時代以降の遺物」脚喬J割 1981岡谷市教育委員会)の中で小形高台杯形土器 (高台はいわ

ゆる貼高台やケズリ高台でなく、底部器肉を l cm～ 2 cm厚 くし、高台を簡略化したもの)と表現している。その

後、1983年に鵜飼幸雄氏は「高部遺跡出上の平安時代後期の土器様相」(『高部酬 1983茅野市教育委員会)

で小形高台杯形土器を疑似高台皿とよび、底部を意識的に厚く切り離す手法をもつことを糊牧にあげている。さ

らに、疑似高台皿の形式的変遷について考察している。 1986年には古代末期～中世にかけての土器のシンポ

ジウムが開かれ、坂本美夫氏により広域的かつ総括的な論考 (「柱状高台の皿・坪について」『古代末期～中世に

おける在地系土器の諸問劃 ネ彰袋り|1考古第21号 1986神奈川考古同人会)が発表されている。この中で、柱状高

台の土器は皿あるいは杯を身とし、これらに分厚い台のついたものと定義し、身と台が一体として作られている

とした。坂本氏は、これらを柱状高台I類・Ⅱ類・Ⅲ類に分類し、柱状高台Ⅱ類は山梨県を中心としており、長

野県・静岡県では僅力ヽ こ存在が知られているとしている。また、同シンポジウム● |1上元氏は「信濃における古

代末期の土器様相」(『古代末期～中世における在地系土器の諸問題酢彰ミリ|1考古第21号 1986神奈川考古同人会)

の中で岡田正彦氏の編年を紹介し、柱状高台付土器を① ll世紀前半に器壁の分厚い小皿で、皿の底部を意識的

に厚く切る土器が出現する。② ll世紀後半には、この手法がさらに肥大化し疑似高台状の底部を作り出すと大

ま力ヽ こ変遷をまとめている。最近は、日立った論考はないようであるが、 1997年に服部敬史氏は柱状高台付

土器の分布状況をまとめている。服部氏は、柱状高台の杯・皿は甲斐国に近接する諏訪地方を中心に目立つが、

松本平や佐久地域にも散見されるとしている。a賠隊 史「信濃 (長野)」『中世食器の地域Ш 国立歴史民俗博物

館研究報告書第71集 1997)

さて、当該遺跡では、柱状高台付土器の皿のみが確認されており、その形態的特徴からA類・B類・C類に分

類した。A類・B類は従来から柱状高台付土器とされてきたものであるが、C類については、外見上は足高高台
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付土器に類似している。しかし、器壁が厚く、製作技法等が異なることから柱状高台付土器の類型の一つと考え

た。類似する足高高台付土器については、川上元氏によると、高台部が極端に高くなり、薄くて長い反りのある

脚部端及び口縁部端が緩や力ヽこ外反する一群の土器としている。また、この形状の範型はロクロビキ木器に求め

られるのではないかと推定している。011上元「土師系什器の展開と終焉」『中部高地の考古学』1978長野県考古

学会)さて、C類を柱状高台付土器の範疇とした理由として、足高高台付土器を脚部にケズリ成形を施したもの

とし、柱状高台付土器を脚部にケズリ成形を施さないものとするならば、C類は、①通常の足高高台よりも底部

が分厚く、脚が太い②柱状高台付土器の底音限司却を付けた形態であり、製f■ll貯も同様であると思われる③供伴

する両者の胎土はほぼ同じであるという理由から、形態が足高高台付の土器であつても、柱状高台付土器の系譜

に入るものではないかと推定される。

阪釆醗 胴

灰釉陶器は、図示できない小破片も含めると数多く出土している。器種も碗・皿を中心に様々なものがみられ

るが、図示できたものを中心に概観しておくこととする。灰釉陶器は消費地における時間差を勘案して時期区分

をすると①K14号・K90号窯式期 (9世紀後葉)②折戸53号窯あるいは光ケ丘1号窯式期 (10世紀潤

③大原2号窯式期 (10世紀前葉から中葉)④虎渓山1号窯式期 (10世紀後葉)⑤丸石2号窯式期 (11世紀

前葉)に分けられそうである。当該遺跡出土の灰釉陶器はK140K90号 窯式期からみられ、虎渓山1号窯式

期に出土数のピークがあることがわかる。それ以降、丸石2号窯期には出土数は減少し、山茶碗もわずかな小破

片しかみられなくなる。■/Jヽ地方全域をみると、K90号窯式期頃の灰釉陶器からみられ、折戸53号窯式期か

ら虎渓山1号窯式期のものの出土が多いようである。

一方、各時期の状況をみると、①K14・ K90号窯式期の灰釉陶器はSB97・ SB252などから出土し

ている。②折戸53号窯あるいは光ケ丘1号窯式期のものはSB3170SB412な どから出上しており、共

伴する土器から10世紀第1四半期の土器と共に使われていたと考えられる。SB412などから出土している

ものも、共伴する土器から9世紀後半や10世紀第 1四半期の土器と共に使われていたと考えられる。③大原2

号窯式期のものはSB070SB98な どから出土しており、共伴する土器から10世紀第2四半期から第3四

半期頃の土器と共に使われてぃたと考えられる。④虎渓山1号窯式期のものは、SB98・ SB3120SB3
43などから出土している。共伴する土器から10世紀第3四半期頃から11世紀前葉の土器と共に使われてい

たと考えられる。⑤丸石2号窯式期のものは、SB486などからも出土している。共伴する土器から11世紀

前葉の土器と共に使われていたと考えられる。この様相からSB98や SB412出上の灰釉陶器のように異な

る時期の窯式のものが共伴している事例がみられる。つまり、灰釉陶器が生産された時期より後の時期の竪穴住

居跡からも出土するという現象がみられるということである。この様な時間幅をもつこと、すなわち、異なる窯

式の灰釉陶器が共伴するということは、消費地での使用期間などの消費状況が反映されていると考えたし、

鵬 由囲

緑釉陶器は図示できるものだけでも11点が出土しており、小破片も多数確認できる。碗・皿が出土している。

東海産で猿投系のもの (第 4分冊第171図 58～ 62)は 9世紀後半に位置付けられる。近江産のもの (第 4

分冊第171図 63064066・ 67)は 10世紀代に位置付けられる。東海産で尾北系あるいは東濃系のも

の (第 4分冊第171図 65・ 68)も 10世紀代に位置付けられる。原明芳氏によると、信濃の制 由陶器は9

世紀中頃からみられるという。その後、9世紀後半から出土量が増大し、10世紀代にピークをむかえるが、 1
1世紀後半にはみられなくなるという。出土が多い器種は碗・皿などの食膳具で、9世紀中頃には猿投窯と思わ

れる東海産と京都産がみられるが、9世紀後半になると猿投窯などの東海産のものが主体となる。 10世紀にな

ると近江産のものが加わるが、 11世紀にはいると近江産のものは姿を消すという。原明芳「信濃の制 由隠

『翻 由陶器の側 1990二重県埋蔵文化財センター)当該遺跡においても、同様の傾向がみられる。SB417
出上のもの (第 4分冊第171図 58059)は共伴する土器からも9世紀後半に所属すると思われ、SB41
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1出土のもの (第 4分冊第 171図 66)は共伴する土器からも10世紀前半に所属すると思われる。

[円面刀題

円面硯は 2′点 (第 4分冊第 168図 4・ 5)が出土している。両者とも圏足円面硯で硯内に内堤と外堤を有す

る有堤式である。内堤及び外堤の造りは9世紀代にみられる杯類の高台に類似している。脚部に長方形の透かし

孔をもつ。 9世紀代のものと思われるが、出土遺構は不明である。

上小地方では当該遺跡を含めて12遺跡から陶硯が出土している。当該遺跡出土のものを含めて、上小地方の

陶硯を概観しておくこととする。陶硯の分類は「陶硯関係文献目鏑『埋蔵文化財ニュース41』 奈良国立文化財

研究所 1983をふまえ、綿貫邦男氏の分類 係吊貫邦男「詳専県出土陶硯の集成及び若干の知   『大屋敷遺跡Ⅳ』

1996前橋市埋蔵文化財発掘調査団)に準じて観察してみたい。陶硯は、この分類により (1)円面硯 0(2)風

字硯・(3)方形硯・(4)その他に大きく分類される。転用硯1湖りものとして扱う。(1)円面硯には蹄脚硯・圏

足硯・低圏足硯・無脚硯・杯皿形硯がある。出士数の多い圏足硯はAI類 (硯面に内堤をもたない無堤式)・ AⅡ

(硯面に内堤と外堤をもつ有堤式)OAⅡ b類 (硯面の外縁に低い堤が巡り、陸・海の区別が不明瞭なもの)・ A
Ⅲ類 (硯面の外縁には一条の堤が作られるのみのもの)・ B類 (硯面が小さく、堤はきわめて低く痕跡程度のもの)

に細分される。不皿形硯はA類 (中空の硯)・ B類 (杯皿形に把手のつくもの)に細分される。(2)風字硯はA

類 (無堤式のもので、硯尻には縁が無いものが多い)・ B類 餓顕部に弧状に堤を設ける有堤式のもの)OC類 (い

わゆる三面円頭風字硯)に細分される。

法楽寺遺跡 :圏足円面硯が 2′点出土している。脚部に長方形の透かし孔をもつと思われる。AⅡ類である。 9

世紀代のものと思われるが、出土遺構は不明である。

中井遺跡 (上田市):圏足円面硯が5点出土している:月精「に長方形や十文字の透かし孔をもつAⅡ類である。

9世紀代の土器と一緒に出土している。

宮平遺跡 (上田市):圏足円面硯が 1点出土している。脚部には円形透かし孔をもつAI類のものである。8世

紀前半の竪穴住居跡から出土している。

信濃国分寺跡 (上田市):圏足円面硯が2点出土している。脚部には長方形の透かし孔があると思われる。AI

類とAⅡ類のものが僧寺回廊跡より出土している。須恵器の杯の製作技法と似た作り方をしているが、杯の高台

とは異なる形態の堤をもつ。作りは丁寧である。

国分寺周辺遺跡群浦沖遺跡 (上田市):圏足円面硯が 1点出土している。脚部には長方形の透かし孔をもつAⅡ

類である。 9世紀代のものと思われるが、出土遺構は不明である。

諏訪田遺跡 (丸子町):圏足円面硯が1点 と形態が不明な数点の小破片が出土している。圏足円面硯1測却部に長

方形の透かし孔をもつハⅡ類で9世紀代のものと思われる。覆土からの出土と思われる。

稲羽北遺跡 (丸子町):圏足円面硯の脚部が 1点出土している。詳細な形態は不明であるが、脚部に長方形の透

かし孔をもつ。

小之入窯跡 (品 bll:圏足円面硯が 1′点出土している。脚部に十文字の透かし孔をもつAI類である。9世紀

初頭の土器と一緒に出土している。

釜村田遺跡 併暗阻D:円頭風字硯のA類が 1点出土している。 9世紀中頃の竪穴住居跡から出土しているが、

遺構に伴うもの力1ま不明である。

勝負沢遺跡 (丸子RTl:発掘調査は行われていないが杯皿形硯 (提瓶形硯)の B類が出土している。

真行寺遺跡 (東部町):発掘調査は行われていないが円頭風字硯のA類が 1′点出土している。

大洞窯跡 (丸子町):発掘調査は行われていないが圏足円面硯が 1点出土している。

これらを出土状況からみると、①信濃国分寺跡及びその周辺遺跡から出上しているもの (信濃国分寺跡・浦沖

遺跡)②窯跡から出土しているもの (小之入窯跡・大洞窯跡)③集落遺跡から出土しているもの (法楽寺遺跡・

宮平遺跡・中井遺跡・諏訪田遺跡・稲羽北遺跡・釜村田訓 に分けられる。また、出土点数の多い圏足円面硯
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をみるとα信濃国分寺跡と中井遺跡出土のものは外周に鍔状の凸帯をもつ、β法楽寺遺跡・浦沖遺跡・諏訪田遺

跡・中井遺跡出上のものは、内堤及び外堤の造りが9世紀代にみられる坪類の高台に類似していることが特徴的

である。圏足硯の大まかな変遷は、 a硯面の径に対して器高の低いものから高いものへと変遷し、b脚部に施さ

れる意匠は多数の長方形透かし孔や円形・楕円形など色々な形の透かし孔から、透かし孔の数の減少や箆描き模

様へと変化するとされているという。■/jヽ地方の陶硯は、圏足円面硯の出土が多く、9世紀代のものが多い。

[墨書珊

墨書土器は堅穴住居跡 (SB17・ SB91)や井戸跡 (SK26)な どから出土している。SB17はその

出土土器から8世紀末から9世紀初頭の竪穴住居跡で、土器の墨書 (第 4分冊第 169図 1)は部分的に残つて

いるのみで判読はできなしゝ SB91は 9世紀第4四半期のものと′思われる。土器の墨書 (第 4分冊第 169図

2)は 「大○」と判読できたが、2文字目は判読できなかった。井戸跡は、その出土土器をみると9世紀第 4四

半期の土器が中心となっている。軟質須恵器の杯にも墨書がみられる。墨書土器の文字は、いずれも「共」と判

読できる。ほば完形の使い込んでいない杯が多いことと、「共」の文字が書かれていたことから、井戸をめぐる祭

祀行為が行われていたことが推定される。

中 世

当該遺跡からは、土師質土器・須恵質のもの O陶磁器類が出土している。土器類は井戸跡 (SX22)や墓坑

など (SK990SKl150SK156)か ら出土しているものもあるが、多くは遺構外からの出土である。

また、小破片が多いため、図示できるもののみを記載した。青磁など多くの小破片が確認されている。

土師質土器はいわゆるカフラケと呼ばれる小皿 (第 4分冊第94図 77、 第95図 91092、 第114図 1

39)がある。これらは、13世紀後半から14世紀代にかけてのものである。また、土師質の橘鉢 (第 4分冊

第95図 97)や内耳鍋 (第 4分冊第90図 17)もみられる。土師質の橘鉢は15世紀後半から16世紀前半

にかけてのものとみられる。須恵質のものには橘鉢がある。これらは( 13世紀後半から14世紀代のもの (第

4分冊第94図 63、 第106図 29、 第113図 111、 第114図 132)・ 14世紀代のもの (第 4分冊第

96図 113)・ 珠洲産の14世紀前半のもの (第 4分冊第25図 5)がある。陶磁器には輸入陶磁器の自磁・青

磁や国内産の古瀬戸がみられる。白磁には、碗と合子がみられる。自磁の碗 (第 4分冊第112図 86・ 87、

第113図 100)は 11世紀後半から12世紀代に力ヽすてのものである。合子 (第 4分冊第113図 109)

は12世紀代のものである。青磁には碗 (第 4分冊第94図 64・ 65)と皿 (第 4分冊第105図 162)が
みられる。青磁碗は龍泉窯系の13世紀代のものと思われる。青磁皿は越州窯系の10世紀～11齢副こかけて

のものと思われる。古瀬戸には瓶子・碗・皿がある。瓶子 (第 4分冊第90図 18)は 14世紀中頃のものと思

われる。碗 (第 4分冊第68図 16017)はいわゆる天目碗で14世紀末～15世紀初頭のものと′思われる。

天目茶碗は古瀬戸系のものと思われる。皿 (第 4分冊第115図 167)は 16世紀代のものと思われる。また、

図示し得なかったが、常滑系の甕が土坑 (SK22)か ら出土している。

これらの土器・陶磁器の時期による特徴を4時期に区分してみてみたしヽ 時期区分は①中世前期第1期 (11

世紀後半から12世紀前半)②中世前期第2期 (12世紀後半から14世紀前半)③中世後期第 1期 (14世紀

後半から15世紀前半)④中世後期第2期 (15世紀後半から16世紀後半)に大きく分けてみる。当該遺跡で

は、中世前期第 1期には白磁の碗や合子などがみられる。中世前期第2期にはカフラケ・須恵質の橘鉢・青磁の

碗などがみられる。中世後期第 1期には天目茶碗などがみられる。中世後期第2期には土師質の橘鉢・古瀬戸の

皿などがみられる。このことから、当該遺跡では13世紀から14世紀代にかけてカワラケなどの土器類の出土

が目立つ。また、土器・陶磁器類は16世紀以降にはみられなくなることから、当該地区は水田に変わるなどの

土地利用が変化したことが推定される。
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(2)土製品

弥生時代後期か ら古墳時代初頭

土製紡錘車・土製玉類が竪穴住居跡から出土している。土製紡錘車 (第 4分冊第 121図 16e17)は 、中

央に孔が穿たれており断面形が扁平な長楕円形で比較的薄いものである。土製玉類には丸玉 (第 4分冊第126
図44)がみられる。これには、中央からはずれた箇所に孔が穿たれている。

古墳時代中期か ら後期

土製円板・土製紡錘車 0土製玉類・羽口・円筒形土製品などが竪穴住居跡から出土している。土製円板は土器

片からの転用品が多し、 土製紡錘車は中央に孔が穿たれており、断面形が台形の比較的厚いものである。土製玉

類には丸玉と勾玉がみられる。いずれにも、孔が穿たれている。また、玉類の範疇に属すると推定される球形土

製品 (第 4分冊第126図48)が竪穴住居跡から出土している。これは、還元炎焼成で表面には線刻が施され

ている。羽回は、竪穴住居跡の覆土中から破片となって出土しており、必ずしもその住居跡に伴うものとは限ら

なしゝ しかし、当該期の遺物として報告しておく。円筒形土製品は、円筒形で内面に明瞭な輪積み痕や、巻きあ

げ痕を残すことを特徴としている。当該遺跡からは2点が出土している。両者とも竪穴住居跡から出上している。

SB181か ら出土したもの (第 4分冊第125図41)は両端が欠けた状態で出土している。SB352か ら

出土したもの (第 4分冊第125図 40)は、カマ ドの袖の構築材として使用された状態で出土しており、完存

している。これの口縁部形態は内湾ぎみとなり、底部は存在していなし、外面調整については、縦方向のヘラケ

ズリの後にナデを施している。円筒形土製品は、長野県内では善光寺平南部の千曲川中流域に分布の中心がある。

特に、善光寺平の最南端である千曲川右岸の坂城地区に出土例が集中している。一方、隣接する■/1ヽ地方におけ

る出土例は大川遺跡 (東部RTI SB04でカマド周辺から出土しているもののみであり、当該遺跡のものが2例

目となる。両者とも、坂城町出土例と同様に千曲川右岸からの遺跡である。

奈良・平安時代

土製円板・土製紡錘車・土製玉類・土鈴・羽口・瓦などが竪穴住居跡から出土している。土製円板・土製紡錘

車は古墳時代後期と同様の形態を呈する。土製玉類は、勾玉 (第 4分冊第126図 43)が竪穴住居跡から出土

している。土鈴 (第 4分冊第 125図 36)は円柱状に指ナデ成形されている。X線透過試験の結果、内部に5

個の小さな土玉が確認された。製作方法は、X線透過試験による接合痕の観察の結果から円筒状にした粘土に粘

土玉5個を入れた後、粘上の塊で塞いで外面を指で撫でて成形している。その後、酸化炎焼成したと考えられる。

上小地方での同様の土鈴は、国分寺周辺遺跡群新幹線地点から出土している。円柱状土製品 (第 4分冊第122
図23)は、土製紡錘車と同じ図版に入れてあるが、その形状からカマドの支脚などの用途が考えられる。これ

は、土坑 (SK02)か ら出土している。羽口は井戸状土坑 (SK34)・ 鍛冶関連遺構と思われる土坑 (SK2
53)などから出土している。SK34から出土した羽口 (第 4分冊第 122図 26)|ま碗形滓や土器と共に出

土している。SK253か ら出土したもの (第 4分冊第123図 27)は一部が生焼けの状態であつたため上の

部分は洗浄時に溶けてしまったが、出土時の状態では完形品であつた。これは、平面形が円形の土坑の底部から

出土している。瓦は、平瓦 (第 4分冊第 168図 102)と丸瓦 (第 4分冊第 168図 3)が出土している。倉

沢正幸氏の鑑定によると、胎土・厚さ・製作技法等から信濃国分寺跡出上の瓦に類似しているとの知見が得られ

た。また、これらは、調査面積に比して瓦の出土量が少ないことから信濃国分寺から持ち込まれた可能性が高い

と思われる。このような事例は、国分寺周辺遺跡群新幹線地点などの信濃国分寺周辺の遺跡や宮平遺跡などに類

例がある。ただし、宮平遺跡の事例については、瓦の特徴が信濃国分寺跡出土のものとは異なっており信濃国分

寺の瓦とは別系統のものではないかとしている。
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(3)石 器 0石製品

緻 嗽

尖頭器・打製石鏃・石錐・スクレイパー・剥片石器・磨製石斧・打製石斧・磨石・敲き石・凹石・多孔石が出

土しており、そのほとんどのものが遺構を伴わずに出土している。なお、打製石斧・磨石・敲き石・凹石は縄文

時代以降に使用されているものも含まれるだろうが、まとめて本論の中で述べておくこととする。

当該遺跡からは草創期の有舌尖頭器が 2′点 (第 4分冊第 127図 102)出土している。いずれも、石材はチ

ャー トで先端部分を欠いている。上小地方での有舌尖頭器の出土地は標高1,000mを超える南と北の高原地帯

に偏在しており、平野部では西村遺跡・浦田A遺跡からの出土が知られるのみであつた。平野部における出土は、

①卜時的なキャンプ地②狩猟場における廃棄行為による結果などが考えられている。当該遺跡出上のものも同様

に考えられる。打製石鏃は数多く出土している。凹基のもの・平基のもの・飛行機形のものなどがみられる。黒

曜石製のものが多いが、チャー ト製や頁岩製のものもみられる。形態的特徴から縄文時代の早前期頃や後晩期頃

のものもみられる。有舌尖頭器の出土と合わせて考えると、縄文時代の狩猟場であつた可育旨性も考えられる。石

錐・スクレイパー・剥片石器は確認できたもののみを報告した。黒曜石製のものが多しゝ 磨製石斧は2点のみの

出上であったが、打製石斧は数多く出土している。ただし、縄文時代以降のもの・石鍬 (第 4分冊第 134図 1

25、 第135図 143)な どが含まれている。これらは欠損したものが多く、用途・所属時期などの検討が必

要なものもある。磨石・敲き石・凹石は、古墳時代や奈良・平安時代の竪穴住居跡からも出土している。敲き石

は磨石や凹石と併用して使われている場合が多い。これらは、有用性の高い石器であることから各時代で使用さ

れていたと思われる。また、多孔石 (第 4分冊第148図 210)も出土しているが、出土状況は不明である。

弥生時代後期か ら古墳時代初頭

磨製石鏃・石包丁・石撃・砥石・石鍬・磨石・台石などが出上している。磨製石鏃は、上小地方では当該遺跡

のものを含め15点が確認されているが、そのほとんどが凹基で有孔の無茎式である。特に、当該遺跡出上のも

の (第 4分冊第 128図 55)は逆刺が発達しており、特異な形態となる。石包丁は、 5′点が確認されている:

製作途中と思われるもの (第 4分冊第 128図 81082)も みられる。いずれも、在地産と思われる頁岩製で

上小地方に一般的な小型のものである。■/Jヽ地方では集落内で製作されている事例が多く、その出士数も他の地

方よりも多い。これは、頁岩の露頭が至る所に存在し石材が得やすいことも一因と考えられる。砥石・石鍬・磨

石・台石は竪穴住居跡から出土している。

また、石製品とは異なるが、ガラス小玉が竪穴住居跡 (SB199)か ら出土している。色調はマリンブルー

(青系)である。この色が発色しているということは、成分に鉛を含んでいると思われる。

古墳時代中期か ら後期

紡錘車・石製玉類・石製模造品・軽石製品などが出土している。紡錘車は竪穴住居跡を中心に出土している。

線刻により三角形の模様を施したもの (第 4分冊第129図 83)・ 波状の模様が施されているもの (第 4分冊第

129図 86)などがある。石製玉類には、自玉・勾玉がみられる。臼玉は、滑石製のものが多く、竪穴住居跡

から出土しているものが多い。石製模造品も出土しており、これらも滑石製のものが多しゝ 垂れ飾りは未製品を

含めて5点が出土している。石材は緑泥片岩製のもの (第 4分冊第130図 95096097099)と 滑石製

のもの (第 4分冊第 130図 98)がある。緑泥片岩には光に反射する鉱物が含まれており、きらきらと輝く。

この石材のものは縄文時代の玉箆 (ぎょくべら)と捉えることができる。しかし、いずれも古墳時代の堅穴住居

跡から出土しており、滑石製のものも存在することから古墳時代後期の垂れ飾りと考えることもできる。

奈良・平安時代

石製勾玉・砥石・軽石製品などが出土している。石製勾玉は水晶などの透明度の高い石材を使用したもの (第
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4分冊第 150図 57)が竪穴住居跡から出土している。また、凹石・磨石・敲き石・台石なども、古墳時代に

引き続き出土している。

中 世

揺き臼・石臼・五輪塔などが確認されている。褐き臼 (第 4分冊第147図 209)は破片である。これは、

底部から外開しながら直線的に立ち上がっている。石臼は12点が確認されている。これらは全て粉ひき臼と思

われる。また、制作途中と思われるものも確認されている。茶臼は確認することができなかった。いずれも、明

確な遺構からの出土ではなく、重機により検出面まで掘削した時に出土したものである。

五輪塔は当該遺跡から106′点のものが確認されている。風空輪 (19点)・ 火輪 (42点 )・ 水輪 (24点)・

地輪 (21点)の各部位が出土している。中には火輪に空輪が付いたもの (第 4分冊第152図 39、 第153

図61)や制作途中と思われるものも確認されている。紀年銘をもつものはなかった。遺構に伴うものとしては、

SX15の遺構上部からは投げ込まれた状態で出土している火輪 (第 4分冊第 152図 35)・ SX27からは集

石を構成する石として出土している地輪 (1点・どの地輪が該当するの力斗ま不明)・ SX28からは集石を構成す

る石として出上している水輪 (2点・どの水輪が該当するの力ヽま不明)がある。しかしてほとんどは明確な遺構

からの出土ではなく、重機により検出面まで掘削した時に出上したものである。ただし、発掘の記録写真を見る

とSD03周辺からの出土が多いようである。五輪塔を伴う遺構 (SX150SX270SX28)も SD03
周辺に位置している。石材は多孔質安山岩製のものが多い。

当該遺跡の五輪塔の規格をみると、色々な形態のものが存在している。大まかな傾向を上げると、風空輪は風

輸幅と空輪幅がほぼ同じものや空輪幅が風輪幅より大きいものが多い、火輪は軒口上縁ラインに反りがあるもの

が多い、水輪は扁平度の高いものが多い、地輪は高さに対する幅の比率が大きいものが多い傾向がみられる。ま

た、日向畑遺跡 (真田町)や観音平経塚 (坂城町)の五輪塔の規格をみると、日向畑遺跡では風空輪は空輪幅が

風輪幅より大きいものが多い、火輪は軒口上縁ラインに反りがあるものが多い、水輪は扁平度の高いものが多い、

地輪は高さに対する幅の比率が大きいものが多い傾向がみられる。観音平経塚では、風空輪は風輪幅と空輪幅が

ほぼ同じものや空輪幅が風輪幅より大きいものが多い、火輪は軒口上縁ラインに反りがあるものが多い、水輪は

扁平度の高いものが多い、地輪は高さに対する幅の比率が大きいものが多い傾向がみられる。これらのことと、

宮下真澄氏の中世石造塔婆の様式変遷についての研究 (宮下真澄「東信地方における中世石造塔婆の様式手法の

推移について」『信濃第 17巻 10号』1965信濃史学会)を参考にし、日向畑遺跡 (15世紀から16世紀初頭

や観音平経塚 (14世紀第2四半期から16世紀前半)の五輪塔の検討と15世紀後半から16世紀中頃のもの

と思われる耕雲寺 (真田町)の五輪塔を実見して当該遺跡のものを検討すると、五輪塔の形成は14世紀第 2四

半期頃に始まり、16世紀中頃までは行われていたと思われる。また、 15世紀代から16世紀初頭頃が造立活

動の盛期であつたと思われる。

(4)金属器

弥生時代後期から古墳時代初頭

ノ理 の銅鏃が2点 (第 4分冊第157図 28・ 29)出土している。これらは、遺構には伴つていなしゝ 両者

とも逆刺をもつ有茎腸快柳葉式 (ゆ うけいわたくりやないばしき)の銅鏃である。全体的に刃こぼれが多く、鏃

身部の形状を損ねている。同様の形態のものは当該遺跡東側の′烏帽子山麓の大日ノ木遺跡からも出土しており、

千曲川流域に多い形態である。

古墳時代中期から後期

銅釧・耳環・鉄鏃・刀子・手斧 (第 4分冊第162図 90)・ 鍬先 (第 4分冊第162図 92)・ 鈍 (第 4分冊
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第 162図 99)などが出土している。銅釧 (第 4分冊第 157図 27)は一部が欠けているが断面が菱形を呈

するものと思われる。これは、平面形が円形で直径約3 0cmの土坑から出土している。耳環は堅穴住居跡及び溝

状遺構から出土している。鉄鏃は折れたものが多く形態がはらきりしないものが多し、形態のはっきりしている

ものではSB304か ら出土した鉄鏃の片刃箭式 (かたはやしき)のもの (第 4分冊第160図 51)が確認で

きる。刀子も数点 (第 4分冊第 160図 56等)が確認されている。鍬先は破片であるがU字型鍬先であると思

われるものが出土している。また、所属時期は不明であるが、馬具の轡の一部 (第 4分冊第 163図 106・ 1

15)な ども出土している。

奈良・平安時代

仏教関連の遺物から生活用品まで、金銅三尊仏・磐 (けい)・ 銅腕・銅印・小刀・短剣・鉄鏃・刀子・鎌・釘・

苧引金 (おひきがね)な ど様々なものが出土している。金属製品は、古墳時代後期と比べてその数量が士勤日する。

特に、刀子の出土数は目立って土勤日している。

金銅三尊仏 (第 4分冊第 158図 37)は土坑から出上したとの話もあるが、出上位置も含めて出土状況は不

明である。金銅仏は阿弥陀三尊像とみられ、その形状から頭に宝冠を付けた宝冠阿弥陀仏と考えられる。座像の

阿弥陀如来を中央にして、向かつて右に観音菩薩・左に勢至菩薩を配している。表面には鍍金が施されていたと

みられる。こうした川ヽ金銅仏は7世紀後半の自鳳時代から平安時代までの間に、全国で210点ほどが確認され

ているという。これらは釈迦如来像と阿弥陀如来が多く、両者で全体の4割を占めているというち阿弥陀如来像

は11世紀から12世紀にかけての平安時代後期に多くのものが製作されているという。

磐 (第 4分冊第 158図 34)も出土状況が不明である。元来、馨は中国の古い楽器であつたが初唐頃に仏事

に使用されるようになったと考えられている。日本での書の形状は左右均等の山形をなしており、仏堂内におい

ては導師の右脇机の上に置かれて使用される。日本では8世紀には使用されていたことが推定されている。当該

遺跡出土のものはほぼ真ん中から割れているが、形状はよく保存されている。その形状から12世紀後半頃の特

徴をもつているとみられる。

銅銑 (第 4分冊第158図 36)は遺構外の覆土中から出土したことになっているが、出土状況の写真をみる

と土坑 (SK135)か ら出土していると思われる。SK135は平面形が1,65m× 1.45mの隅丸長方形

である。銅鈍は礫の間で破片が潰れた状態で出土した。原明芳氏は県下の銅鈍を集成して、①県下では松本平を

中心に出土例があるが、他地域でも出土するようになってきている。②これらは、7世紀後半から8世紀前半と

9世紀中頃から11世紀を中心に古墳・集落跡から出上している。また、破片が多く、器としての使命を終了し

て廃棄されたと考えられる。③使用されたと思われる建物や施設が特定できるような出土状態のものはないと述

べている。 (原明芳「鋤   『長野県の考古学』1996(財)長野県埋蔵文化財センター)当該遺跡の銅鈍は、その

形態から8世紀代の高台付鈍と思われる。

銅印 (第 4分冊第 158図 35)は SD17の覆土中から出上したと思われる。SD17の覆土は人頭大の礫

を含む砂礫からなり、これは当該遺跡の北を流れる行測 ||の氾濫等による自然流路と思われる。しかし、詳細な

出土地点は不明である。銅印は平 |1南氏により「宍来 (未)私印」と判読された。刊 |1氏によると「宍 (し し)」

は食用の獣肉を意味するという。当時、信濃から都へ鹿などの獣肉が特産物として送られていたが、それを管理

していた集団が使用した私印と考えられるという。読みの「宍」は宍人部 (し しとう 、すなわち、鳥獣の肉の貢

納・調理を職とする部を意味し、「来 C恭)」 は宍人部という姓に続く名前の頭の文字と考えられるという。また、

当該私印は従来の私印と比較すると線が細くて彫りが浅いという。永島正春氏の化学的分析の結果では、現状重

量が35。 80865g・ 密度は6.79g/c」 (古代印の下般的な密度)・ 成分は銅を100と して、ヒ素4.0・

鉛 1.00銀0.250錫 0。 10・ ビスマス 0。 250アンチモン0。 15で、永島分類のタイプI～Ⅱの範疇とな

り古代印の特質を示しているという。私印は天平宝字 2年 (758年)の「恵美家印」に始まり、貞観 10年 (8
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68年)には太政官より家印を使用することを奨励する布告が出されて普及していったとされている。また、「宍」
の字は、国分寺周辺遺跡群明神前遺跡の9世紀後半の墨書土器にも書かれており示唆的である。

苧引金 (第 4分冊第 163図 107)は両端の曲がった錠状 (かすがいじょう)を呈する鉄片で、両端の曲が

った部分を板ないし木片に挿入し、木片部分を手に持って鉄を刃として使用したとされている。苧引金は火打金

と違って刃の部分が包丁のように薄くなる。山梨県では9世紀に出現するとされている。長野県においても同様

に平安時代に出現するが、出土数は多くなし、

小刀 (第 4分冊第159図 39)・ 短剣 (第 4分冊第 159図 41)は竪穴住居跡から出上している。刀子も竪

穴住居跡を中心に数多く出土している。その出土数から当該期の主要な鉄製品として位置付けられる。鉄鏃は堅

穴住居跡から多く出土している。雁又式 (第 4分冊第 159図 42)・ 長三角形 I式 (第 4分冊第159図 45)・

長三角形Ⅱ (第 4分冊第 159図 48)な どがみられ、角根式 (第 4分冊第 162図 100)と 思われるものも

出土している。その他に、欽鎌も2点出土している。いずれも、小型のものである。また、釘・錠や用途不明の

鉄製品も出土している。

一方、金属製品ではないが鉄滓が古墳時代後期から古代の竪穴住居跡や土坑などから出土している。碗形滓や

粒状滓などがみられる。これらは鍛錬鍛冶滓 1/1ヽ鍛治津)とみられるが、科学的分析が行われておらず、今後の

詳細な分析が課題となろう。また、■/Jヽ地方では国分寺周辺遺跡群新幹線地′点
‐
●卿台炉などの施設の可能性があ

る遺構が確認され、弥勒堂遺跡では 10世紀前半頃に精錬鍛治・鍛錬鍛治を操業していたとみられる遺構・遺物

が確認されており、真田町の四日市遺跡C地区では平安時代の鍛冶製鉄遺構と思われるものが確認されている。

今回の調査によって新たな資料が加わったと言えよう。

中 世

多くの墓坑が確認されているためか古銭が出土している。確認できた古銭には唐銭 (開元通宝)・ 北宋銭 (皇宋

通宝・熙寧元宝・元祐通宝・紹聖元宝・聖宋元宝・元豊通宝)・ 明銭 (洪武通宝・永楽通宝)・ 寛永通宝がみられ

る。SK59からは3枚の古銭 (第 4分冊第157図 10013・ 15)が出土しており、中世の土坑墓の可能

性がある。永楽銭が混じっていることから、15世紀後半以降には確実に存在した遺構であることが考えられる。

また、所属時期は不明であるが、指輪 (第 4分冊第 157図 26)が出土している。出土状況は不明であるが、

飾り気のない素朴なものである。仏具の類の可育旨性があるものの、類例の検討が必要となろう。

(5)木製品

木製品には、図示していないが住居等の建築材や井戸枠などの大型のものと、人形・盤・木杭などの比較的小

型のものが出上している。井戸跡と推定されるSK26からは「供」の字が書かれた墨書土器と共に盤・人形・

木樋が出土している。これらは井戸をめぐる祭祀遺物と考えられる8同 じく祭祀遺物としてSD03よ り斎串が

出土している。斎串は細長い薄板の両端を削って尖らせた串状の木製品で井戸 0溝状遺構などから発見されるこ

とが多い。斎串とは祭祀に用いられる神聖な串の意味で、両端に加えられた切り掛けに注目した名称であるが、

必ずしも切り掛けがあるとは限らなしゝ 黒崎直氏によると、井戸などの水辺と斎串との関係は、浄域を設定して

神を請ぎ降ろし、神の助けによって清らかな水を得ようとする目的に結びつき、井戸等が祭礼の場となるという。

また、奈良・平安時代の遺跡から発見されることが多いとしている。(黒崎直 味 串考」『古代研究 第十号』1977)

当該遺跡出上の斎串 (第 4分冊第167図 2)は黒崎直氏の分類の斎串A(切 り掛けを全く施さず、山形に尖る

上端と両側から鋭く尖らす下端をも‐ )に該当する。これは8世紀後半に多くみられるとされている。木杭は下

端の尖らせた部分を中心として出土している。これは、地中にさし込まれていたものが多いためと思われる。柵

などに用いられた可能性があると考えられる。また、掘立柱建物の柱根と思われるもの (第 4分冊第 167図 1

2)も 出土している。
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(6)骨 類

骨類は、人骨と獣骨とに分けることができる。顎及び歯の部分については明ら力ヽこ人骨と獣骨の区別が可能で

あるが、他の部位については科学的分析を行つていないため区別をすることはできなかった。しかし、はっきり

獣骨と分かる骨だけでも38ケ所で出土しており、骨類出土総数の24.8%にも及んでいる。分析を行えば獣骨

の総数|#勤日するものと思われる。骨類は破片となって出土しており、骨類の出土状況によって①竪穴住居跡②

溝状遺構③土坑④遺構外出上のものに分類することができる。①堅穴住居跡出上のものはカマド出土のものとそ

れ以外のものに分けられる。当該遺跡からは、当該期の国分寺周     幹線地′点・宮平遺跡などと比較して

も獣骨の出土数が多いように思われる。国分寺周辺遺跡群新幹線地点では13ケ所からイノシシ・ニホンジカ・

ウマの骨類が出土している。宮平遺跡では竪穴住居跡を中心に26ケ所からイノシシ・ニホンジカ・ウマ・ウシ

の骨類が出土している。獣骨の出土が多いということは、当該遺跡出上の私印に肉を表す「宍」の字が使われて

いることと関係する現象とも考えられる。すなわち、当該集落では食肉の加工等を集落の長の指導の下に行って

おり、その際に出た骨が埋められたとも考えられる。集落の存在理由に関わることだけに、今後も検討が必要に

なると思われる。

(7)炭化物等

炭化物等は、その出土状況によつて①堅穴住居跡②溝状遺構③土坑④遺構外出土のものに分類することができ

る。竪穴住居跡の炭化材には住居構築材と思われる炭化した木材も確認されている。しかし、樹種同定は行って

いない。他に、土坑 (P5407)か らは穀類が炭化したと思われる炭化物が出土している。また、奈良・平安

時代の竪穴住居跡 (SB483)か らベンガラと思われる顔料が出土している。これは固まって出土しており、

土器には入つていなかったものの何らかの容器に入つていた可能性もある。
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山下孝司『「苧引金」覚書』『山梨県考古學協會誌第5号』1992山梨県考古学協会

和根崎剛『四日市遺跡C地囲 1994真田町教育委員会
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第四節 まとめ

1 弥生時代後期

弥生時代後期には、箱清水式期の集落が確認されている。集落は、調査地域のほぼ中央の帯状に広がった微高

地上に立地している。周囲に当該期の遺構が確認できないことから、集落のほぼ全域を調査したことになると思

われる。集落は自然堤防上に立地しているためか、住居の入り口を川下側に向けて細長く分布している。しかし、

その配置をみると竪穴住居の間に広場がみられる。すなわち、SB395・ SB2450SB2210SB28
40SB314・ SB333な どに囲まれているにも関わらず竪穴住居が造られなかった空間 OSB205es
B1990SB168に 囲まれた空間が広場として考えられる。岳の鼻遺跡や東五町遺跡の当該期の集落におい

ても同様の空間が確認できる。この広場に竪穴住居を造らなかったということは、その場所が必要な空間として

認識されていたためと思われる。つまり、集落内の小集団ごとに行う行事の場あるいは日常生活の場と考えるこ

とができる。下つの空間は一つの小集団が形成するものと仮定すると、法楽寺遺跡は大きく二つの集団により形

成されていたことになる。また、竪穴住居跡は33軒が確認されており、土器の形態的な特徴から2時期 (第 3

5図)に分けることができる。すると、集落は2世代～ 3世代の期間しか営まれなかったことが推測される。

ところで、法楽寺遺跡からは竪穴住居跡を中心に良好な箱清水式土器が出土しており、■/Jヽ地方の千曲川右岸

の土器様相をよく表している。この土器の分布する範囲は箱清水式土器文化圏と呼ばれており、その範囲は若干

の地域相を見せながら千曲川流域および松本平北部の地域までひろがつていることがわかってきた。近年、長野

県考古学会弥生部会による県下資料の総括的な研究 (99シンポジウム「長野県の弥生土器編年」1999長野県考

古学会弥生部会)も行われ、小地域圏を想定することができた。その後、■/JヽナLれこついても、周囲を山地に囲

まれた千曲川流域の小地域圏としての様相が見え隠れしていることがわかってきた。 (尾見智志 F第二節まとめ」

『大日ノ木遺跡』2∞2上田市教育委員会)このことを簡単にまとめると、下般的な箱清水式土器の甕は単純口縁

で器面に櫛描波状文が施され、頸部には櫛描簾状文が施されるものである。しかし、それとは異なる甕が■/Jヽ地

方では偏在してみられることが問題となってきた。特異な甕として、①T字文を施した甕②器面に斜走文を施し

た甕③折り返し口縁をもつ甕があげられる。①の甕は、箱清水式土器文化圏の中では■/Jヽ地方に集中して出土し

ていることが認められる。②の甕は、■/1ヽ地方では千曲川右岸から集中して出上している。③の甕も、■/1ヽ地方

ではほとんどのものが千曲川右岸から集中して出土している。今回は、当該遺跡出土の土器にも②の甕が良好な

状態で確認できることから、土器と地域圏との関係を検討してみたい。

さて、当該遺跡でも出土している②器面に斜走文を施した甕を特敦としている地域は佐久地方千曲川右岸地域

にあることは、すでに確認されている。これは、近年の発掘調査の成果から■/Jヽ地方の千曲川右岸にまで及んで

いることがわかってきた。■/1ヽ地方の弥生時代後期の遺跡をみると、この特徴をもつた甕は、ほとんどが千曲川

右岸の遺跡から出土している。lJll外 として和手遺跡出上のものがあげられる。これは、数点の破片資料で古墳時

代初頭に位置付けられる可育旨性のある土器である。)それでは、佐久地方千曲川右岸地域の特徴をもったものは甕

のみであろうれ 文化的様相の検討の進んだ佐久地方の状況を確認しながら、■/Jヽ地方の様相をみていきたし、

佐久地方千曲川右岸の土器の特徴は、甕の器面に櫛描斜走文が施される0壺は箆描矢羽根状文を施すことや口縁

部が受け口状を呈するものがあることに象徴されている。遺構についてみると、炉縁石をもつ地床炉の他に石囲

い炉・土器敷き炉・埋甕炉など多様なものがみられることが特徴となっている。それに対して■/Jヽ地方ではどの

ような状況であろう力Ъ甕は前述のとおりである。壺は、法楽寺遺跡では口縁部の形状が受け口となっているも

のがみられる。また、城の前遺跡や高呂添遺跡 0下町田遺跡などには、頸部に箆描矢羽根状文を施すものがみら

れる。この様な壺は資料数が少ないものの、千曲川右岸の遺跡から確認されている。遺構についてみると、炉は、

法楽寺遺跡・下町田遺跡・大日ノ木遺跡などの千曲川右岸の遺跡からは炉縁石をもつ地床炉が高い割合で確認さ

れている。また、石囲い炉・土器敷き炉も確認されている。これらの形態の炉は、千曲川左岸では確認されてい
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なし、 このことから、■/Jヽ地方の千曲川右岸は佐久地方の千曲川右岸との関係が強いことがうかがえる。一方、

県外では南蛇井・増光寺遺跡 僻馬県富岡前 にも佐久地方千曲川右岸の特徴をもつた土器がみられるという。

烏帽子・浅間山麓から佐久平の千曲川右岸地帯にかけての小地域国が設定できる可育旨性がみえてきた。

<参考・引用文献>
尾見智志「第二節まとめ」『大日ノ木酬 2002上田市教育委員会

小山岳夫「地域編年の再検討」『信濃第42巻第 10号』 1990信濃史学会

小山岳夫「第二節佐久の弥生時代の繁栄」『佐久市志歴史編 (1)原始・古側 1995佐久市志刊行会

2 古墳時代中期か ら後期

古墳時代中期から後期の集落は、調査地域全域に広がっている。 181軒の竪穴住居跡が確認されており、所

属時期不明の竪穴住居跡も、多くのものが当該期に所属すると考えられることから、総数は200軒を超えると

思われる。遺跡の北側は、行測 ||がネ判||に流れ込んでおり、西側に|♯判||の河岸段丘が形成されている。また、

南側と東側は、遺構が確認されない空間となっている。このことから、当該期の集落のほぼ全域を調査したもの

と考えられる。集落は、自然堤防上に細長く形成されている。当該期の法楽寺遺跡の集落は、古墳時代中期後半

から始まっている。■_/1ヽ地方では、当該期の集落遺跡の調査は小規模なものが多く、集落全体を見わたせるもの

は少なかった。しかし、近年の宮平遺跡・国分寺周辺遣跡群新幹線地点および当該遺跡の調査により、面的に広

がりのある調査事例が加わった。宮平遺跡は、古墳時代後期に成立する集落である。国分寺周辺遺跡群新幹線地

点は、当該遺跡と同様に古墳時代中期後半に成立する集落と考えられる。また、法楽寺遺跡は国分寺周辺遺跡群

新幹線地点と同様に、河岸段 F卜に位置する遺跡で平安時代まで集落が営まれている。

当該遺跡では、長期間にわたり集落が存続していることが予想された。そのため、集落の変遷を土器様相の変

化によりみることにした。当該遺跡では、今まで資料が希薄であつた古墳時代中期の集落を確認することができ

たことから、■/1N地方における古墳時代中期を中心とした土器様相 (第 4分冊第36037図 )を確認すること

からはじめた。これは1期～6期に分けることができた。資料は■/1ヽ地方の比較的良好な遺跡の竪穴住居跡から

出土した一括土器と捉えられるものを中心として、形態の変化・須恵器との共伴関係などから分類した。1期は、

箱清水式土器の影響がなくなった時期と捉えた。ハケ甕・器台などの形態は、バラエティ豊かである。前期後半

と考えた。 2期では、ハケ甕・S字甕などの前期の特徴が残るが、高杯には屈折脚高杯が出現する。前期から中

期への端境期と考えた。 3期では、ハケ甕がみられなくなる。中期前葉と考えた。4期では、球形胴の甕に長胴

化の傾向がみられるようになる。竪穴住居にはカマドはみられない。中期中葉と考えた。 5期では、須恵器がみ

られるようになる。甕は長月剛ヒが進む。竪穴住居にはカマドがみられるようになる。中期後葉と考えた。 6期で

は、甕が長胴甕となる。中期から後期への端境期と考えた。これらに実年代を当てはめると、 1期は4世紀後半

頃・2期は4世紀末から5世紀初頭頃・3期は5世紀第1四半期頃・4期は5世紀第 2四半期から第3四半期頃・

5期は5世紀第4四半期頃・6期は5世紀末から6世紀初頭頃と考えた。この土器変遷からみると、当該遺跡は

4期の頃からはじまったと考えられる。また、その後の土器様相を含めて、当該遺跡の竪穴住居跡出上の一括土

器を中心として、形態の変化・須恵器との共伴関係などから土器変遷図 (附論 1の第 1～ 8図)を作成した。こ

の土器変遷観から集落の変遷をみると、6世紀前葉・6世紀後葉から7世紀前葉にかけての時期・7世紀後葉に

竪穴住居が多く構築されるようであるが、集落1母ヒ較的安定して継続的に維持されていたことがよみとれる。

<参考・引用文献>

東国土器研究会『東国土器研究第4号東国における律令制成立までの土器様相とその歴史的動向』1995
東国土器研究会『東国土器研究第 5号東国における古墳時代中期の土器様相と諸問測 1999
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3 奈良・平安時代

奈良・平安時代の集落は、調査地域全域に広がっている。 186軒の竪穴住居跡が確認されており、所属時期

不明の竪穴住居跡も、多くのものが当該期に所属すると考えられる為、総数は200軒を超えると′思われる。遺

跡の北側は行測 ||がネ判||に流れ込んでおり、西側に|♯劇||の河岸段丘が形成されている。南側は、隣接する太田

遺跡の調査でも10世紀前半の竪穴住居が確認されていることから、さらに調査区域外へと広がることが予想さ

れる。東側は遺構が確認されない空間となっている。これらの事から、当該期の集落はさらに南へと帯状に広が

るものの、集落のほぼ全域を調査したものと思われる。

まず、集落としてみていくことにする。拙稿「奈良・平安時代の竪穴住居・集落」 (『駕籠田酬 1999上田市

教育委員会)において、当該期の上小地方の集落について集落変遷からみて 3類型に分けたことがあらた。第 1

類は、 9世紀代に入ると竪穴住居を中心に構成される集落から掘立柱建物を中心とした集落に変化するもの (宮

ノ前遺跡・高田遺跡・蔵替遺跡など)と した。第 2類は、竪穴住居を中心に構成されるもの (浦田A遺跡・藤之

木遺跡・林之郷遺跡・七ツ石遺跡・石原田遺跡・神林遺跡など)と した。第 3類は、2軒～ 3軒の竪穴住居から

なる小集落で、存続期間が短いものが多いもの (上沖遺跡・琵琶塚遺跡・上田原遺跡など)と した。また、第4

類として、掘立柱建物を中心とした集落 (官脇遺跡・駕籠田遺跡など)があることを確認した。この分類に従え

ば、法楽寺遺跡は第 2類に分類されると思われる。

ところで、竪穴住居や掘立柱建物が整然と配置されている集落は律令体制下の公権力をもつて造られた「計画

集落」と推定されることが多いが、当該遺跡ではこのような整然とした遺構の配置を見ることができない。これ

は、法楽寺遺跡が古墳時代中期に自然発生的に成立した集落であることから、その後も律令体制下に完全には組

み込まれなかったことを意味している可能性がある。その一方で、「宍来私印」の私印の出土から「宍人部」の存

在が推定される。つまり、鳥獣肉の加工を生業とした集団を中心にした集落が形成されていたことが推定され、

ある程度自立的に集落を営んでいたことが考えられる。「宍人部」については、関係すると思われる墨書土器が信

濃国分尼寺跡の西側に位置する明神前遺跡からも出土している。試掘調査のため、検出された竪穴住居跡等の調

査は行われなかったが、包含層からは多くの遺物が出土している。その中の10世紀前半に所属すると思われる

土器に「宍」の文字が墨書されている。古代の上小地方の生業に新たなもの力勁日わることとなり、地域の成り立

ちを考える上で大変興味深い状況となった。

一方、当該期の集落は、遺構・遺物からみると比較的安定した状態で、長期間維持された集落であると思われ

る。集落の配置をみると、弥生時代後期の集落と同様の空間が幾つも確認できる。一つの空間を一つの小集団が

形成するものと仮定すると、当該期の法楽寺遺跡には15～ 16の小集団があつたことになる。また、集落の中

心となるような大型の竪穴住居や掘立柱建物も確認することができる。

出土した土器類についてみると、奈良時代から平安時代および中世に至るまでの長期間にわたるものが出土し

ている。このように、単独の遺跡で長期間にわたり土器様相の変遷を追えるものは少ない。」J部財目の変遷をみ

ると、拙稿 (尾見智志「上小地方の奈良・平安時代の土器について (1)」『上沖酬 1998上田市教育委員会・

「上小地方の奈良・平安時代の土器について (2)」『駕籠田酬 1999上田市教育委員会)で述べた状況と同様

の状況が確認される。しかし、希薄であった11世紀代の資料が得られたことは大きしゝ 古代から中世へと移り

変わる時期の土器は、遺構と共に資料の蓄積段階にあると思われる。今後の進展に期待したしゝ

<参考・引用文献>
上田市教育委員会『平成 12年度市内遺跡発掘調査報告書』2001
尾見智志「奈良・平安時代の竪穴住居・集落」『駕籠田酬 1999上田市教育委員会

尾見智志「■/Jヽ地方の奈良・平安時代の土器について (1)」『上沖酬 1998上田市教育委員会

尾見智志「■/1ヽ地方の奈良・平安時代の土器について (2)」『駕籠田酬 1999上田市教育委員会
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4 中世

中世になると、法楽寺遺跡は集落域から墓域へと土地利用が変化する。金銅三尊仏・書などの仏教関連遺物の

出土や地籍名が「法楽寺」と呼ばれていることから、寺院の存在が期待される。しかし、調査地域からは寺院と

思われる遺構は確認することができなかった。それでは、寺院は無かったのかというと、そうとも言えない。中

世の寺院は、墓域と一定の距離を置いていることが一般的であることから、調査地域の周辺にも寺院の存在する

可育旨性を残している。また、「法楽寺」地籍周辺には「茅御堂」と呼ばれる地籍も存在しており、堂宇が存在した

可能陛を示唆している。地略の成り立ちにも関わる問題も含まれており、今後の研究の進展が望まれる。

遺物をみると、弥生時代をはじめ、古墳時代や奈良・平安時代と比べて圧倒的に出土数が少ない。特に少ない

土器・陶磁器類の所属時期をみると、平安時代末から鎌倉時代・南北朝時代・室町時代の各時代のものが出上し

ている。比較的出土数の多い五輪塔は、14世紀第 2四半期頃に始まるとみられることから、鎌倉時代の終わり

頃から墓域が形成され始めていると推定される。すると、中世後期は墓域であつたとしても、中世前期について

は、どのような土地利用をしていたのだろうれ 結論から言うと、当該遺跡は古代の竪穴住居を中心とした集落

から掘立柱建物を中心とした集落に移行していつたと思われる。東日本では、中世前期は遺構・遺物が少なく、

11・ 12世紀にはほとんど人が住んでいないような状態を呈しているといわれている。土器・陶磁器などの遺

物も少なく、遺構についても集落を構成する掘立柱建物や竪穴の建物・板壁掘立柱建物などの検出数も少なしゝ

また、掘立柱建物については、建物となる柱穴が方形に拾えないものが多い状況にある。近年、この状況を踏ま

えて中世の遺構の調査方法や掘立柱建物などの遺構のまとめ方を見直す傾向がみられる。さて、■/Jヽ地方で中世

前期の遺跡として確認されているものには浦田B遺跡がある。浦田B遺跡においても東日本各地の遺跡と状況は

同じであつたが、他の時代の遺構とほとんど混在していなかったことから比較的容易に遺構の確認をすることが

できた。しかし、柱穴は柱穴群と称するほど数多く確認できるものの、柱穴を拾えた掘立柱建物は少なかった。

また、遺物の出土数は僅かなものであった。法楽寺遺跡についても同様の状況が考えられる。当該遺跡は、各時

代の遺構が重複しており中世に所属する掘立柱建物等の遺構の確認についてl■
l真重な対応が必要であると思われ

る。そのため、今のところ具体的な遺構の認定については保留にしておくことにするが、柱穴群の検出状況等を

みると、漠然とではあるが方形に柱穴が高密度で集中している場所がみられる。これを、詳細にみていくと掘立

柱建物を中心とした遺構が確認できる。一方、土器・陶磁器は、点数は少ないが柱穴群の密度の濃い地点の周辺

から出土している。これらは、大きくみるとSD05006・ 09・ 15018か らなる「コ」字形の溝跡の内

側から出土していることになる。すると、この溝跡は中世前期に属するもので、その内側には集落が立地してい

たのではないかと推定することもできる。法楽寺遺跡は、古代から続く竪穴住居を中心とした集落が中世に入る

と掘立柱建物を中心とした集落に移行し、中世前期の末葉には墓域へと変わっていったと考えられる。

<参考・引用文献>

福島県考古学会中近世部会『東北地方南部における中近世集落の諸問題』 2000
飯村均「ムラがない―中世前期の東国―」『ムラ研究の方法―遺跡・遺物から何を読みとるか ―』2002帝京大

学山梨文化財研究所

東北中世考古学会『掘立と竪穴 ―中世遺構論の課題 ―』2001
第9回東海考古学フォーラム尾張大会実行委員会『東海の中世集落を考える―考古学から中世のムラをどう読み

角卒くか―』 2002
上田市教育委員会『浦田B酬 1999
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第35図 弥生時代後期の土器様相 (法楽寺遺跡)
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第39図 折り返し口縁をもつ甕の分布状況

1

第38図 斜走文を施 した甕の分布状況

第40図  錫杖鋳型 (国分遺跡群、市道川辺町国分線地点、附論2補図)
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第五節 附論

附論 1 法楽寺遺跡の土器変遷について

尾見 智志

1 はじめに

法楽寺遺跡では、弥生時代後期の箱清水式期に一時的に集落が形成された後、古墳時代前期から中期前半まで

は集落が形成されず、古墳時代中期後半から再び集落が営まれることとなった。この古墳時代中期から平安時代
までの長期間にわたる集落遺跡を概観するには土器による時期区分が不可欠であることから、当該遺跡における

土器様相を把握しておくことが必要となった。今回、こうして作成した土器変遷図 (第 1～ 8図)について、若

干の説明をさせていただくこととする。

2 各期の様相

法楽寺遺跡の古墳時代中期から平安時代の土器変遷は21期に分けることができた。土器様相の違いから、古

墳時代中期後半～古墳時代後期 (1期～9期)と奈良・平安時代 (10期～ 21期)に大きく分けてみていくこ

とにする。古墳時代については、供伴する須恵器の年代観を意識しながら、本村東沖遺跡における編年 (千野浩

『本村東沖酬 1993長野市教育委員会)・ 高呂添遺跡における編年 (西沢浩『高呂添遺跡・井高遺跡』1989

東部町教育委員会)・ 東国土器研究第4号・同第5号などを参考にした。奈良・平安時代については、須恵器・灰

釉陶器の年代観を意識しながら、「中央自動車道長野線埋蔵文化財報告書4-総論編―」に準じながら拙稿 (尾見

智志「■/1ヽ地方の奈良・平安時代の土器について (1)」『上沖酬 1998上田市教育委員会・尾見智志「■/JN地

方の奈良・平安時代の土器について (2)」『駕籠田酬 1999上田市教育委員会)および国分寺周辺遺跡群新幹

線地点の土器様相・宮平遺跡の土器様相を参考にした。各段階の様相を簡単にまとめておきたし、

第 1期 :甕は、器面にハケ調整を施したもの (甕A)がみられる。胴部は球形を呈する。壺は、有段口縁の

もの (壺A2a)がみられる。高杯は外部が半球状を呈するもの (高杯C)・ 外部が直線的に外反す

るもの (高杯E)がみられる。脚邸が屈折脚のものも出土している。甑は、逆円錐状を呈する弥生

時代からの伝統的な形態のものである。杯は丸底で口縁部を短く外反させた形態のものがある。須

恵器は確認できない。

第 2期 :甕は、長月剛ヒしたもの (甕D・ E2)が現れる。壺は、単純口縁で球胴のもの (壺A3b)・ 広口壺

(壺 B)・ 小型丸底壺 (壺G・ H)がみられる。高杯は、外部が須恵器の杯類の模倣形態を呈するも
の (高不G)が現れる。鉢は、丸底気味で口縁部を若干外反させるもの (鉢A)・ 球形胴を呈するも
の (鉢C)がある。杯は、丸底のもの (杯Al・ Bl・ C・ E・ 11)が中心となる。また、須恵

器が伴うようになる。須恵器は、TK23型式あるいはTK208型 式のものと思われるものやM
T15型式のものと思われるものがみられる。

第 3期 :甕は、長月剛ヒしたもの (甕DOE2)がみられる。小型甕は、甕Dを小型化したもの (小型甕B)・

胴部が球形のもの 1/1理甕C)・ 器高が低く頚部の収束しないもの 1/1型甕D)がみられる。壺は、

単純口縁で球胴のもの (壺AlbOA3b)・ 小型の球形胴の壺 (壺F)がみられる。高不は、杯部
の口縁端部が外反するもの (高杯D)・ 外部が直線的に外反するもの (高杯E)・ 杯部が半球形のも
の (高杯 I)がみられる。いずれも、円錐形の脚部をもつものが多し、鉢は、球形胴を呈するもの

(鉢C)が み られ る。杯 は、丸底 の もの (杯Al・ A3・ B30F・ 11・ 」10K・ M・ 〇・ P)
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第 4期

第 5期

第 6期

第 7期

第 8期

が中心となる。甑は、単孔のもの (甑B)がみられる。

甕は、長月剛ヒしたもの (甕D・ E10E20E3)が みられる。小型甕は、甕Aを小型化したもの

(小型甕A)・ 甕Dを小型化したもの 1/理甕B)0月同部が球形のもの (小型甕C)・ 丸底の底部から

直立気味に立ち上がるもの (小型甕E)がみられるよ壺は、単純口縁で球胴のもの (壺Alb・ A
2b・ A3b)・ 大型の広口壺 (壺D)・ 小型の球形胴の壺 (壺F)がみられる。高杯は、不部が外

に開くもの (高杯A)・ 杯部が半球形のもの (高杯 I)がみられる。鉢は、口縁部を外反させるもの

(鉢A)・ 口縁部が直立気味にのびるもの (鉢 B)・ 球形胴を呈するもの (鉢 C)・ 須恵器を模倣した

と思 われ る もの
i(鉢D)が み られ る。 杯 は、 丸底 の もの (不Al・ A20A30Bl・ B3・ CO

D・ EOF・ 11012・ J10」 2・ J30KOM)が 中心となる。須恵器の模倣をした杯が多

くみられるようになる。また、平底のもの (杯Q)もみられる。甑は、単孔のもの (甑A)・ 多孔の

もの (甑C)がみられる。須恵器は、TK10型式のものと思われるものがみられる。

甕は、長胴化したもの (甕COD・ El・ E2)がみられる。′ヽ理 は、甕Aを小型化したもの 1/Jヽ

型甕A)・ 甕Dを小型化したもの 1/1型甕B)・ 器高が低く頚部の収束しないもの 1/1ttD)・ 丸底

の底部から直立気味に立ち上がるもの 1/理甕E)がみられる。壺は、単純口縁で球胴のもの (壺

AlbOA3b)・ 逆卵形のもの (壺 B)・ 大型の広口壺 (壺D)・ 小型の球形胴の壺 (壺F)がみら

れる。高坪は、外部が外に開くもの (高坪A)・ 坪部が須恵器の模倣形態のもの (高不H)・ 外部が

半球形のもの (高杯 I)がみられる。鉢は、日縁部が直立気味に立ち上がるもの (鉢 B)・ 球形胴を

呈するもの (鉢 C)・ 須恵器を模倣したと思われるもの (鉢D)がみられる。杯は、丸底のもの (杯

Al・ A3・ C・ 11・ J10J2・ M・ 〇・P)が中心となる。甑は、単孔のもの (甑AOB)
がみられる。

甕は、長月剛ヒしたもの (甕DOE2)がみられる。′ヽ理 は、甕Aを小型化したもの 1/理甕A)・

胴部が球形のもの (′ 理ヽ C)・ 器高が低く頚部の収束しないもの 1/理甕D)・ 丸底の底部から直

立気味に立ち上がるもの 1/1理甕E)がみられる。壺は、単純口縁で球胴のもの (壺AlbOA3
b)がみられる。高杯は、外部が直線的に外反するもの (高杯E)がみられる。鉢は、丸底気味で

口縁部を若干外反させるもの (鉢A)・ 口縁部が直立気味にのびるもの (鉢B)がみられる。

杯は、丸底のもの (杯A30B3・ CO110K・ L・ MOP)が 中心となる。また、平底のもの

衝G)もみられる。甑は、多孔のもの (甑C)がみられる。須恵器は、TK217型 式のものと

思われるものがみられる。

甕は、長月剛ヒしたもの (甕D)が主流であるが、球胴のもの (甕A)もみられるようになる。球胴

のものは、器面をヘラ削り気味の調整が施されている。これは、壺に代わるものの誦 旨性もある。

ノj型甕は、甕Dを小型化したもの (小型甕B)0月同部が球形のもの (小型甕C)・ 丸底の底部から直

立気味に立ち上がるもの (小型甕E)がみられる。壺は、小型の球形胴の壺 (壺F)がみられる。

高杯は、外部が半球形のもの (高杯 I)がみられる。杯は、丸底のもの (杯A3・ CO11)が 中

心となる。須恵器は、TK46型式のものとTK48型式のものと思われるものがみられる。

甕は、長月剛ヒしたもの (甕D)が主流であるが、球胴のもの (甕A)もみられる。小型甕は、甕A
を小型化したもの 1/1型甕A)・ 甕Dを小型化したもの 1/1ttB)・ 月同部が球形のもの K/1理甕C)・

器高が低く頚部の収束しないもの (小型甕D)・ 丸底の底部から直立気味に立ち上がるもの 1/1型甕

E)がみられる。壺は、単純口縁で球胴のもの (壺Alb・ A3b)がみられる。高不は、外部が

半球形を呈し、脚部は円錐形の短脚をもつもの (高杯F)がみられるようになる。鉢は、球形胴を

呈す る もの (鉢C)が み られ る。 杯 は、丸底 の もの (杯A10A3・ B10B3・ CO11・ L)

が中心となる。須恵器は、TK48型 式のものと思われるものがみられる。

-78-



第 9期

第10期

第11期

第 12期

第 13期

第14期

第 15期

第 16期

第 17期

甕は、長月剛ヒしたもの (甕D)が主流であるが、球胴のもの (甕A)もみられる6杯は、丸底のも

の (不Bl・ 11・ 12)がみられる。須恵器は、MT21型 式のものと思われるものがみられる。

甕は、古墳時代からの伝統をもつた長胴甕 (甕A)・ 器面にハケロで調整を施すもの (甕 B)・ 球形

胴めもの (甕F)がみられる。小型甕は、甕Aを小型にしたもの (′ 理ヽ A)がみられる。高杯も

古墳時代からの伝統をもらたもの (古墳時代の土器分類、高杯 12)がみられる。杯類は、古墳時

代後期から続く丸底のもの (杯D・ E、 黒色土器Aの杯B)がみられる。須恵器は、杯・蓋などが

みられる。

甕は、古墳時代からの伝統をもつた長胴甕 (甕A)に加えて、器厚を薄く仕上げた甕 (甕C)がみ

られるようになる。杯類は、古墳時代後期から続く丸底のもの (杯D)に加えて、平底のもの (杯

A・ 黒色土器Aの杯A)がみられるようになる。須恵器は、杯・蓋などがみられる。

甕は、器厚を薄く仕上げた甕 (甕C)が中心となる。小型甕は、甕Aを小型にしたもの 1/1型甕A)

に加えて、甕Cを小型にしたもの (′ 理ヽ C)がみられる。杯類は、平底のもの (杯A・ 黒色土器

Aの杯A)が中心となるが、古墳時代後期から続く丸底のもの (杯D)も少しみられる。鉢もみら

れるようになる。須恵器は、杯・蓋などがみられる。

甕は、器厚を薄く仕上げた甕 (甕C)が申心となっている。小型甕は、甕Aを小型にしたもの (小

型甕A)・ 甕Cを小型にしたもの OJ型甕C)・ ロクロ調整をおこなったもの 1/J理甕D)がみられ

る。坪類は、内黒で平底のもの (黒色土器Aの杯A)が中心となるが、黒色土器でないもの (杯A)

もみられる。また、鉢もみられる。須恵器は、杯・蓋などがみられる。

甕は、器厚を薄く仕上げた甕 (甕C)が中心となっている。″ヽ理 は、甕Cを小型にしたもの (小

型甕C)・ ロクロ調整をおこなったもの (小型甕D)がみられる。坪類は、内黒で平底のもの (黒色

土器Aの杯A)が中心となる。また、高台を付した皿 (黒色土器Aの皿B)も みられるようになる。

須恵器は、杯・蓋などがみられる。

甕は、器厚を薄く仕上げた甕 (甕C)が中心となっている。小型甕は、甕Cを小型にしたもの (小

型監 C)・ ロクロ調整をおこなったもの (小型甕D)がみられる。坪類は、内黒で平底のもの (黒色

土器Aの坪A)が中心となる。また、高台を付した皿 (黒色土器Aの皿B)もみられる。内黒の碗

がみられるようになる。須恵器は、坪・蓋などがみられる。灰釉は、黒笹14号窯式期あるいは黒

笹90号窯式期のものがみられる。

甕は、器厚を薄く仕上げた甕 (甕C)と ロクロ調整をおこなった甕 (甕D)がみられるようになる。

ノ理 甕は、ロクロ調整をおこなったもの (′ヽ 理 D)がみられる。坪類は、内黒で平底のもの (黒

色土器Aの不A)が中心となるが、黒色土器でないもの (杯A)が再びみられるようになる。また、

柱状台付皿 (柱状台付皿A)や小型の皿がみられるようになる。内黒の碗もみられる。須恵器は、

杯 0蓋などがみられるが、当該期以降は見られなくなる。灰釉は、折戸53号窯式期や光ケ丘1号

窯式期のものがみられる。

甕は、器厚を薄く仕上げた甕 (甕C)もみられるが、ロクロ調整をおこなった甕 (甕D)が中心と

なる。小型甕は、甕Cを小型にしたもの 1/1型甕C)0ロ クロ調整をおこなったもの 1/1型甕D)が

みられる。坪類は、内黒で平底のもの (黒色土器Aの杯A)と 黒色土器でないもの (杯A)がみら

れる。内黒の碗もみられる。灰釆帥ま、大原2号窯式期のものがみられる。

第 18期 :甕は、ロクロ調整をおこなった甕 (甕D)もみられるが、煮炊具は羽釜が中心となる。′ヽ理 は、

ロクロ調整をおこなったもの (小型甕D)力 み`られる。杯類は、内黒で平底のもの (黒色土器Aの

不A)と黒色土器でないもの (杯A)がみられる。内黒の碗に加えて黒色処理が施されないものも

みられる。灰釉は、大原 2号窯式期と虎渓山1号窯式期のものがみられる。
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第 19期 :資料が少なく詳細は不明である。煮炊具は羽釜が中心となる。碗は、内黒のものと黒色処理が施さ

れないものがみられる。灰釉は、虎渓山1号窯式期のものがみられる。

第20期 :第 19期 と同様に煮炊具は羽釜が中心となり、碗は内黒のものと黒色処理が施されないものがみら

れると思われる。加えて、肉厚の不 (杯A)RD/Jヽ型の皿が多くみられるようになる。また、柱状台

付皿 (柱状台付皿B・ C)がみられる。灰釉は、丸石 2号窯式期のものがみられる。

第21期 :資料が少なく詳細は不明であるが、小型の皿・柱状台付皿 (柱状台付皿B)がみられる。

3 古墳時代の土器変遷概要

資料数が多く、主要な器種である土師器の甕・小型甕・壺・高杯・杯を中心に古墳時代における土器の変遷を

まとめておく。甕は、中期的な甕Aが第 1期までみられる。甕Dは、古墳時代後期 (第 2期～第9期)を とおし

てみられる。甕Eは、6世紀代 (第 2期～第 6期)を中心としてみられる。小型甕は、資料の制約はあるが、甕

D・ 甕Eが出現した後に小型甕A・ 小型甕Bが出現すると思われる。壺は、古墳時代後期を通してほとんど変わ

らない。中期的な壺A2aは第1期で消える。高杯は、杯に歩調を合わせるように、外部の形態が変化する。ま

た、丸底で半球形の形態のもの (杯A・ 杯B・ 杯C)と直線的に開く体部をもつもの (杯 I)を杯部にしたもの

は、古墳時代後期をとおしてみられる。杯は、丸底で半球形の形態のもの (坪A・ 杯B・ 杯C)と直線的に開く

体部をもつもの (坪 I)は、古墳時代後期をとおしてみられる。中期的な杯Eは、6世紀の中頃 (第 4期)に姿

を消す。須恵器を模倣した杯は6世紀代から7世紀前半 (第 2期～第8期)にかけて盛行する。

なお、国分寺周辺遺跡群新幹線地点 (第 1期～第9期 )・ 宮平遺跡 (第 6期～第 8期)の竪穴住居跡土器につい

ても土器分類を行い、土器変遷表を作成してみたが、法楽寺遺跡のものと同様の変遷がみられた。

4 奈良・平安時代の土器変遷概要

主要な器種である土師器の甕・小型甕・杯を中心にして、奈良・平安時代の上器の変遷をまとめておく。甕は、

古墳時代からの伝統をもつた甕Aが第 11期までみられる。器厚を薄く仕上げた甕Cは、第 11期～第 17期ま

でみられる。ロクロ調整をおこなった甕Dは、第 16期からみられる。これは、上小地方の資料をみると第20
期までみられると思われる。羽釜は、第 18期からみられる。これは、■/Jヽ地方の資料をみると第 17期からみ

られるようである。甕Aを小型にしたノlttAは、第 10期～第 13期にかけてみられる。また、小型甕Aで器

面をヘラで撫でたものが第 18期～第20期にかけてみられるようになる。甕Cを小型にした小型甕Cは、第 1

2期～第 17期までみられる。ロクロ調整をおこなった小型甕Dは、第 13期～第 18期までみられる。杯は、

古墳時代後期から続く丸底のもの (黒色土器Aの不B)が、第 11期～第 12期までみられる。平底のものは、

第 12期からみられ、第 13期には杯の中心的な形態となる。平底のものには、黒色処理がほどこされたものと

黒色処理がほどこされないものがある。 内黒で平底のもの(黒色土器Aの杯A)は、第 13期に不の中心となる。ま

た、第 14期には黒色処理が施されないものはみられなくなるが、第 16期に再び現れるようになる。須恵器は、

第 17期にはみられなくなる。灰釉陶器は、第 15期にみられるようになる。

5 実年代の想定

土器変遷図の各期における実年代の想定は、土器の変化と須恵器・灰釆帥こ頼りながら行った。

第1期 :5世紀中葉～後葉・第2期 :5世紀後葉～ 6世紀初頭・第3期 :6世紀前葉・第4期 :6世紀中葉・

第 5期 :6世紀後葉・第 6期 :7世紀前葉・第7期 :7世紀中葉・第8期 :7世紀後葉・第 9期 :7世紀末～8

世紀初頭とした。これらを、古墳時代と考えた。

第 10期 :8世紀第1四半期～第 2四半期・第 11期 :8世紀第2四半期～第3四半期・第 12期 :8世紀第

3四半期～第4四半期・第 13期 :8世紀末～9世紀初頭・第 14期 :9世紀第1四半期～第2四半期・第 15
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期 :9世紀第 3四半期～第4四半期・第 16期 :9世紀第4四半期・第 17期 :10世紀第 1四半期・第 18期 :

10世紀第 2四半期～第 3四半期・第 19期 :10世紀第 4四半期・第20期 :11世紀第 1四半期・第21期 :

11世紀第 2四半期～第 3四半期とした。これらを、奈良・平安時代以降と考えた。

6 おわりに

法楽寺遺跡の竪穴住居跡から出土した一括陛の高い土器を中心にして、土器変遷をみてきた。しかし、全ての

器種・器形が揃つている訳ではなく、土器様相を十分に捉えられていない部分もある
`今

後、■/1ヽ地方の土器様

相を構築するなかでの検証が必要となってくると思われる。また、参考・引用させていただいた論考や編年につ

いても筆者の取り違えている部分もあると思われる。そのため、矛盾や誤解が生じている場合もあると思われる。

大方のご教示・ご叱正をお願いしたい。

<参考・引用文献>
尾見智志「■/1ヽ地方の奈良・平安時代の土器について (1)」『上沖酬 1998上田市教育委員会

尾見智志「上小地方の奈良・平安時代の土器について (2)」『駕籠田酬 1999上田市教育委員会

lul長野県埋蔵文イ隣 センター『中央自動車道長野線埋蔵文化財報告書4-総論編―』 1990
千野浩『本村東沖訓 1993長野市教育委員会

東国土器研究会『東国土器研究第4号東国における律令制成立までの土器様相とその歴史的動向』 1995
東国土器研究会『東国土器研究第 5号東国における古墳時代中期の土器様相と諸問測 1999
西沢浩他『高呂添遺跡・井高酬 1989東部町教育委員会

柳沢亮「第3章第 1節国分寺周辺遺跡群」『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 2』 1998(則)長野県埋蔵

文化財センター

若林卓他「第6章宮平遺跡」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書21』 1999(財)長野県埋蔵文化財

センター
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第 2図 法楽寺遺跡における土器変遷図②
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古墳時代

一霊

1引月 A A2a
2期 D E2 A3L B G H

3期 D E2 B C D Al A3= F

4期 D El E2 E3 A B C A2ト A3} D F
5期 C D El E2 A B D E Alb A3L B D F
6J4R D E2 A C D E Alb A3七

7期 D B C E F

8期 D A B C D E Al A3L
9期 D

不

14Jl A C E

2期 A C G
3期 C D E

4期 A B C D

5期 B C D A H

6期 A B E

7期 I

8期 C F

9期

杯

1,明 E

2期 Al Bl C E

3期 Al A3 B3 F K M 0 P

4期 Al A2 A3 Bl B3 C D E F K M Q
5期 Al A3 C M 0 P
6期 A3 B3 C G K L M P

7期 A3 C

8期 Al A3 Bl B3 C L
9期 Bl

奈良0平安時代

―

理 般 コヌ婆 億 冊 不

A B F A D E

1 A C A D
12期 C A C A A
13期 C A C D A

14期 B C C D

15期 C D A

16期 C D D B A A A

17期 C D C D A

18期 D A D B A A A

19期 B A

20期 A A B C A

21期 A B

億 杯

10期 B

1事田 A
12期 A E

13期 A A

14期 B A

15期 A B A
16期 A B A

17期 A

18期 A
19期
20期 A

21期

表 1 法楽寺遺跡の土器変遷表 (※器種ごとの記号は、
1土器分類表の記号に対応する)
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附論 2 法楽寺遺跡出土の銅印・金銅三尊仏・銅製磐について

倉沢 正幸

1 銅印

法楽寺追跡の第17号溝跡覆土中から出土した銅印 (第 1図)は、印面の大きさが縦 2.8 cm、 横 2.8 cm、 高

さ2.8 cm、 重さ35。 8gで、一部が腐食のため欠損しているが、ほぼ完全な形で検出された。出土した溝状遺

構からは10世紀代の遺物が出土しており、本銅印は10世紀代の資料と位置付けられる。四角な印面には、四

文字が鋳出されていた。

そのため、平成 12年 2月 2日 に国立歴史民俗博物館の平 |1南教授 (現在、同博物館副館長)・ 永嶋正春助教授

に文字の解読・銅印の化学分析の調査を依頼し、ご教示をいただいた。この調査結果については、平 |1南氏が「長

野県内出土・伝世の古代印の再検討」 (『長野県考古学会誌 990100号』長野県考古学会2002年)で詳細に考察

されている。この考察によると、本銅印は、「宍□私印」と判読でき、□は「来」または「未」の文字とされてい

る。この四文字は、「ウジの頭文字+名の頭文字+私印」とされ、ウジの頭文字「宍」は、「宍人部」の頭文字と

考察されている。宍人部については、『 日本書糸」 の雄略天皇二年十月条に狩の鳥獣を調整するために宍人を置い

たとある。また、千曲市の屋代遺跡群から出土している7世紀末の第13号木簡にも「宍人部」・「宍部」といつ

た部姓がみられることが指摘されている。「宍人部」は文献史料によると大和・山背 (山城)・ 駿河・伊豆・武蔵・

越前・伯者などの諸国にみられるとされている。刊 |1氏は、屋代遺跡群出土の本簡にみられる「宍人部」は官廷

で鳥獣の肉の調理に携わった宍人の資養を負担する部と考察されている。また、信濃国は『延喜式』や『藤原宮

木簡』によると、調庸物や交易雑物などの名日で鳥獣の肉や皮を貢進していた事が知られると指摘されている。

さらに、古代の信濃国には鳥獣肉の貢納に従事する民が広く分布し、埴科郡内の屋代遺跡群出土木簡・小縣郡内

の本銅印の出土によつて、宍人・宍人部 (宍部)が両郡内にも分布したことを証明できると考察されている。ま

た、永嶋正春氏によるX線透過検査・蛍光X線分析によつて、銅 (Cu)を 100と して、ヒ素 (As)4.00鉛

(Pb)1.00銀 (Ag)0。 25・ 錫 (Sn)o。 10・ ビスマス (Bi)0。 250アンチモン (Sb)0,15の成分であ

る事が判明し、古代の銅印の範疇に入る資料であることが自然科学的調査によつても確認されている。

前述したとおり、銅印の「宍」の文字については食用の獣肉をさし、特に食肉のために捕獲する猪 (いのしし)・

鹿 (かのしし)の肉をさすとされている。上田市内では、史跡信濃国分寺跡に包含される明神前遺跡より「宍」

(第 2図 5)と 判読される墨書土器が 1′点出土している。(上田市教育委員会『上田市文化財調査報告書第85集

市内遺跡 平成 12年度市内遺跡発掘調査報告書』2001年)この墨書土器は、史跡信濃国分寺跡の個人住宅改築

による現状変更申請に伴う試掘調査で出上した。調査面積は200」で、古墳時代後期と平安時代前半と思われ

る竪穴住居跡が5軒検出された。出土した墨書土器は、日径 16.O cm(推定)・ 器高5.O cm・ 底径6.4 cmで、

内面に黒色処理が施された土師器の体部外面に正位で「宍」と書かれている。底部は回転糸切りの後、箆調整さ

れ内面は丁寧な箆磨きが施されている。その形態から9世紀末～ 10世紀初頭に位置付けられる資料とみられる。

この「宍」の資料の他に、「北」(第 2図 3)・「中」(第 2図 4)・「イ中」(第 2図 8)・「□□舟□」(第 2図 7)の墨

書土器が出土している。さらに、「完」・「宍」・「閲」のいずれかの文字とみられる墨書が施された土器 (第 2図 6)

も出土している。

平成 12年度の明神前遺跡調査地′点 (第 3図)は、尼寺跡の北西側に隣接しており、昭和46年の調査地′点か

ら南西側に約 30m離れているが、両者は一体の遺跡と考えられる。昭和46年の調査 (上田市教育委員会『信

濃国分寺 ラ誦計 』雇JII弘文館 1974年)でも「イ中」・「舟」・「講院」・「子」・「費」0「人」・町山」・「人」・「八千」と

墨書が施された土器が出土し、平成 12年に出土した 町中」・「□□舟□」と墨書が施された土器との共通性が注

目される。明神前遺跡の性格については、昭和46年の調査でタタラ跡や輔の羽口・鉄滓・釘・鎌・鍬先などが
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出土し、鍛治工房跡の存在が推定されている。この場所は、国分寺営繕施設の修理院などの可能性が考えられ、

信濃国分寺の付属施設の一部と推測される。昭和46年の調査では竪穴式建物跡 9軒・カマ ド7基 0焼土層 4ヶ

所が検出され、出土した土師器・灰釉陶器などから9世紀後半～ 10世紀前半に位置付けられる遺構と推定され

ている。なお、昭和 51年には8世紀後葉の竪穴住居跡 1軒、昭和63年には10世紀代の竪穴住居跡 2軒が確

認されている。こうした遺構がみられる明神前遺跡から「宍」と書かれた墨書土器が出土したことは、宍部・宍

人部との関わり・法楽寺遺跡との関係などの重要な検討課題を含んでいる。

さて、猪・鹿に関係する事象をみると、法楽寺遺跡から南西方向約 2 kmの地′点の黒坪地区には、「猪」の地字名

がある。この「猪」の字の地区からほぼ真北方向に「/」 が通じ、条里的水田遺構がこの付近にみられる。(上

田市教育委員会『条里遺構分布調査概報 ―ネ劇|1東部地区・浦野川地区―』1976年)この条里的水田遺構の構築時

期は古代あるいは中世とされ明確ではないが、「猪」という地字名は注意が必要である。また、鹿については、丸

子町腰越の国史跡の鳥羽山洞穴遺跡から、鹿角製紡錘車・鹿角製鳴鏑・鹿角装刀子・鹿角装剣が出土している。

伴出した土師器・須恵器から古墳時代の5世紀代の資料 (永峯光一「鳥羽山洞穴遺跡」『長野県史考古資料編 主

要遺跡 (北・東信)』 長野県史刊行会 1982年)と みられ、古墳時代における鹿との関わりが窺える。上田・小県

地方では、近年でも山沿いの集落では猪や鹿による作物への食害が知られている。本地方でも、『延喜式』の調庸

物などの記載の様に、奈良・平安時代には多数の猪・鹿が生息しており、宍人や宍人部・宍部と深い関わりがあ

ったと推測される。さらに本遺跡からは明確な獣骨だけでも38ヶ所から出土し、他の遺跡に比べて出土数が多

いと指摘されており、今後の検討が必要とされている。

長野県内では、長野市篠ノ井塩崎の篠ノ井遺跡群出土の「大半 (伴 ?)□□」印 (9世紀前半)・ 松本市三間沢

川左岸遺跡出上の「長良私印」印 (9世紀後半)0千曲市更埴条里遺跡出土の「王強私印」印 (9世紀後半～10
世紀初頭)・ 南佐久郡臼田町清川出土の「物部楢丸」印 0諏訪大社下社伝世の「賣神祝印」印の5例の銅印 (国立

歴史民俗博物館『同館研究報告79 日本古代印の基礎回 1999年)力漱口られており、本銅印を含めると6

例目となる。所属時期の判明している銅印は、いずれも9世紀～ 10世紀代の平安時代前半の資料である。なお、

厳しい管理のもとに鋳造された公印に対して比較的自由に製作することのできた私印の印章鋳型が、埼玉県花園

町の台耕地遺跡・千葉県千葉市の谷津遺跡・詳馬県前橋市および群馬町の国分僧寺尼寺中間地域遺跡から出土 (田

路正幸「考古資料としての古代銅印について」『国立歴史民俗博物館研究報告79』 1999年)し、有力者の存在

した集落内の鋳物師工房でも鋳造されたことが確認されている。桐原健氏は篠ノ井遺跡群出上の「琴」の刻書・

墨書土器の分析や松本市下神遺跡の則天文字の検討などから自墾地系荘園形成の基礎づくりを行った「富豪の輩」

が私印を所有し、私印の所有者を集落内の有力者と推察している。従来、私印の価値については過大評価される

傾向が強かったが、径 150m程の圏内で20軒前後のグループの長でも私印を鋳造して使用することができた

とする桐原氏の考察 (桐原健「古代信濃の私印所有者」騰動豊』第55巻 11号 2003年)は、この法楽寺遺跡の

銅印の事例にも適合すると考えられる。

2 金銅三尊仏

法楽寺遺跡から出土した金銅三尊仏 (第 4図)の出土地点は不明である。これは、極めて小さな小金銅仏で、

中央に宝冠を付けた阿弥陀如来座像・向かって右側に観音菩薩立像・左側に勢至菩薩立像を配した三尊仏である。

三尊仏の総高 7.l cm・ 総幅8.7 cmである。中尊の阿弥陀如来座像の法量は総高 7.l cm・ 像高4.l cm・ 台座高

3.O cm・ 面長 0。 8 cm・ 頭頂から顎までが 1.8 cmで ある。この座像は土中への埋没による摩耗や錆の付着が著し

く、像容は判然としなしヽ 向かって右側の観音菩薩立像は総高 4。 3 cm・ 像高 3.9cm O台座高0.4 cm・ 頭頂から

顎までが0.9 cmで、左側の勢至菩薩立像も同一の大きさで両像とも摩耗や錆の付着が著しく、像容は判然としな

い。中央に位置する阿弥陀如来座像の権座の両脇から直径 0。 6 cmの蓮茎が伸び、両脇侍の台座を支えている。阿

弥陀如来座像の権座の底部法量は、奥行 3.6 cm・ 幅4.4 cm、 台座の法量は奥行 3.l cm・ 幅3.5 cmである。ま
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た両脇侍の台座の法量は奥行・幅共に1.5 cmである。阿弥陀如来座像は、腹部の前で定印を結び、結脚映座して

いる。袈裟は左肩を覆っており、右肩をあらわしたいわゆる偏祖右肩の姿である。三尊仏全体の重量は197.
8gで、表面には鍍金が施された小金銅仏である。その形状から、前後合わせ型のァ鋳造りと考えられる。

こうした小金銅仏は、7世紀後半の自鳳時代から平安時代まで、全国で210′点ほどが確認されている。これ

らの中では、釈迦如来像と阿弥陀如来像が多く全体のほぼ四割を占める。阿弥陀如来像は11世紀～ 12世紀の

平安時代後期に多数製作されている。捺 良国立文化財研究所飛鳥資料館『古代の誕生イ測 1978年・埼玉県立博

物館『甦る光彩 関東の出土金銅仏』1993年・大鳥正之「平安時代末期の小金銅仏」『山梨考古学論集Ⅳ』山梨

県考古学協会 1999年)これらのうち、本三尊仏と極めて共通性が高いと思われる宝冠阿弥陀如来座像として、和

歌山県那智勝浦町の那智経塚出土座像・山梨県敷島町の松ノ尾遺跡出土座像があげられる。那智経塚出十宝冠阿

弥陀如来座像 (奈良国立博物館『山岳信仰の削 1985年)は、平安時代の12世紀の資料とされている。脇侍

の観音菩薩立像が残存した資料 (東京国立博物館蔵)と 中央の阿弥陀如来座像のみが残存した資料 偵晏野那智大

社蔵)に本三尊仏との共通`性が高い。松ノ尾遺跡出十宝冠阿弥陀如来座像 (大鳥正之『松ノ尾遺跡』敷島町教育

委員会 1996句 は2体出上している。このうち第 2号の喉ヽ は、総高 7.2 cm・ 像高4.l cmで、法楽寺遺跡出土

の中尊の法量とほぼ同一であり像容も近似している。この像は中尊のみであるが台座の植の両脇部には欠損が認

められ、その形状より本来は一茎三尊形式の阿弥陀三尊像であったと推察されている:両像とも、出土状況や製

作技術などから11世紀末～ 12世紀初頭の資料とされている。

長野県内の三尊形式の川ヾ ム像としては、長野市松代町の個人所蔵の宝冠阿弥陀如来座像、松本市平瀬遺跡出土

の平安時代の銅製三尊仏 鰐り嚇 J他『平瀬遺跡Ⅱ』松本市教育委員会2000年)などの事例がある。長野市の仏

像は像高が8 cmで、台座の裏面に建久二年 (1191)ハ調の銘がある。帳 野市立博物館 『古代・中世人の祈

リー善光寺信仰と北信濃=』 1997年)その形状をみると現在は中尊のみであるが、本来は一茎三尊形式の宝冠阿

弥陀如来座像であったと推定されている。この資料は信濃国分寺資料館の平成 15年特別展「上田・川ヽ県地方の

山岳信仰Jに出品されている。その際に計測がなされ、像高8.O cm・ 頭頂から顎までが3.O cm・ 首から膝まで

が3.4 cm・ 台座高 1.6 cmで あつた。頭部は宝冠部高 1.6 cm・ 面長 1.4 cm・ 面幅 1.6こme肩幅2.9 cmであつ

た。所蔵者の家はかつて修験に関係していたとされている。像容は摩耗などで判然としないが、一茎三尊形式の

宝冠阿弥陀如来座像である。松本市の平瀬遺跡出上の銅製三尊仏は、高さ9.8 cm O幅 8。 2 cmで、一本の茎から

一本に分岐した茎の上部に像が製作されている。平安時代後期の竪穴住居跡から出土しており、その形状から念

持仏として台上などに安置された可育旨性が推測される。

法楽寺遺跡出上の小金銅仏は、その形状や技術から那智経塚や松ノ尾遺跡出土の仏像と同様に、 11世紀末～

12世紀の平安時代後期に位置付けられる資料と推察される。永承 7年 (1052)に末法の世にはいるとされ

た末法思想が当時の人々の間に急速に広まり、極楽往生を求めて阿弥陀如来の信仰が高まっていうた。この仏像

も個人が身近に置いて礼拝する念持仏として、当時用いられた可能性が推測される。また、平安時代後期の宝冠

阿弥陀如来および左脇侍立像の鋳型が栃木県芳賀郡市貝町の多田羅遺跡から出土しており、当時信仰の隆盛を背

景に宝冠阿弥陀如来像が大量に製作されたと指摘されている。 (林宏一「出土金銅仏 ―関東地方を中心に一」『甦

る光彩 関東の出土釧 測 埼玉県立博物館 1993年)一方、上田市国分の国分遺跡群からは、平成11年に錫杖

鋳型が出土して注目された。 (上田市教育委員会『国酬 2002年)この遺跡は現在の信濃国分寺境内から

北方全約100mの地点にあり、信濃国分寺との関係が注目されている。 9世紀～ 10世紀の平安時代前期のも

のと位置付けられる3点の錫杖鋳型は包含層から出土した。同時に輔の羽口・鍛治滓・銅悴などの遺物も出土し

ており、信濃国分寺に関係した法具を製作する工房が所在したと推側される。法楽寺遺跡出上の金銅三尊仏も関

東地方の事例等から、当地方の在地の鋳物師工房によって製作された可能性が考えられる。また、法楽寺遺跡か

らは、輔の羽口や碗形滓・粒状滓などの鍛治滓、さらに鉄鏃・刀子・鎌・苧引金などの鉄製品の出土もみられる。

鍛治関連遺構として、SK2530SK330の 土坑が考えられている。このため本遺跡でも小鍛治が行われ、
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鉄製品が集落内で調達された疏 旨性が高いと考えられる。

3 銅製馨

法楽寺遺跡から出土している銅製馨 (第 5図)の出土状況は明確ではない。若は銅の鋳造製で、山形の中央に

撞座があり、その横に草花文と上に蝶が舞う文様が表現されている。上縁には鉦孔が2箇所ある。書は欠損部分

の法量を推定すると、横幅 (絃)17.3 cm・ 縦 (博)の長さ9。 l cm・ 上部の肩間の長さ13.6 cm・ 側縁の高さ

6.4 cm・ 中央下部の股入の長さ2.8 cmであったと思われる。上縁の鉦孔は直径 9 nlln・ 孔の径 4HIInである。中央

部にはt直径4.5 cmの人葉複弁蓮華文を表現した撞座がある。蓮華文の蓮弁は、幅が 1。 4 cnl～ 1.8c面 と不揃い

である。器面は、使用されたことによる摩滅が進行している。中房の内部には、1+4の蓮子が表現されている。

蓮子は径が 0。 4 cm程度で、形はやや不揃いなものである。この書は、表裏に同様の文様を表現した両面磐である。

表面に向かって右側が2/5程度欠損している。全体に薄手の書で、厚さは周囲の縁が最も厚い箇所で 3.2nlln、

上部中央部の薄い部分が厚さ0。 9 nllnである。この書の薄さは類例が少なく、この馨の大きな特徴といえる。本馨

に鋳出されている人葉複弁蓮華文の文様は、信濃国分寺の創建期の軒丸瓦にも用いられている。この軒丸瓦の中

房の蓮子は、1+6で表現されている。書の蓮子の表現とは異なるが、信濃国分寺跡から直線で北東へ約 3.2km

の地′点にある法楽寺遺跡出上の書の撞座に軒丸瓦のそれと類似した人葉複弁蓮華文があることは注目される。な

お、本遺跡からは、信濃国分寺跡出上の平瓦・丸瓦に極めて類似した瓦が出土している。出士数が少なく破片で

あるが、信濃国分寺から何らかの理由で持ち込まれた可倉旨陛が高い。両寺院の関連性が窺える資料である。

本資料は、平成 13年 4月 24日 に東京国立博物館法隆寺宝物室長の原田一敏氏 (現在、同館上席研究員)に
実見していただいた。その結果、極めて薄手であり、裾が開いた形状等から平安時代後期の 12世紀後半に位置

付けられる 剛 鳥文書 (かきちょうちょうもんけい)」 とのご教示をいただいた。また、撞座の横にある蝶の

図柄は横向きで、平安時代の鏡にみられる蝶と共通`性があること、その下方の草花文は鏡の文様と共通するが、

鏡の文様の方がより繊細さがあること、草花文は植物の葦をかたどったようにも見受けられるとのご指摘もいた

だいた。この様な横向きの蝶の図柄は、埴科郡坂城町の北日名経塚出土の鏡 (米山一政「北日名経塚」『長野県史

考古資料編 主要遺跡 (北・東信)』 長野県史刊行会 1982年)の裏面の文様にもみられる。この遺跡からは7面

の鏡が出土しており、荻蝶鳥鏡に分類される鏡の文様の中に蝶の図柄 (前掲文献の写真図版第2図 9)が認めら

れる。この経筒の蓋には保元2年 (1157)の平安時代後期の銘が陽刻されており、 12世紀後半とされる本

馨の年代と同時期である。隣接する坂城町からの出土でもあり、注目される。

さて、書は吊り下げて打ち鳴らす仏具で、俗に「うちならし」ともいわれている。元来は中国の古い打楽器で

石製や玉製のもので、後に銅製や鉄製のものが使用された。わが国に伝えられてからは主として仏具として用い

られ、仏堂内で書架に力ヽすて使用された。古代の著は銅製のものがほとんどであり、多くは鏡造りの工人によっ

て製作されたと拍鍛Jされている。(香取忠彦他『仏教考古学講座 第 5巻 仏則 雄山閣1984年)長野県内では、

昭和 10年に松本市宮淵から長保 3年 (1001)銘のある鰐口とともに出土した蝶をかたどった大形の蝶形馨

厳 国立博物館所蔵)が出土し、国重要文化財に指定されている。また松本市新村の旧専称寺跡から出土した

孔雀文書 (く じゃくもんけい)が松本市立博物館に所蔵されている。この書は全体の形状から12世紀末の鎌倉

時代初期の製作と推定され、国重要文化財に指定されている。当時の書の図柄は孔雀文が多数を占め、法楽寺遺

跡出上のものの様な平安時代後期の花井蝶鳥文の書は類例が少なく、その意味からも本資料は貴重な資料と考え

られる。法楽寺遺跡からは、この銅製磐をはじめ、金銅三尊仏・銅製碗・五輪塔などの遺物が出土しており、「法

楽寺」・「堂下」などの地字名の存在から、平安時代から中世にかけて寺院がこの地域に存在したことが推測され

る。また、本遺跡から出土している五輪塔は、その形状から14世紀後半～ 16世紀代の造立に位置付けられ、

同じく出土した永楽通宝、洪武通宝の明銭から16世紀までは寺院か、墓が営まれていた可育旨性が指摘されてい

る。現在、この寺院については文献などでは確認はできないが、こうした出土資料の分析などを通して、今後そ
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の解明が期待される。

なお、出土遺物につきまして、ご指導、ご教示いただきました国立歴史民俗博物館の判 |1南氏、永嶋正春氏、

東京国立博物館の原田一敏氏、帝京大学山梨文化財研究所の畑大介氏、上田市誌編纂副委員長の桜井松夫氏、上

田市誌編纂室長の川上元氏の各先生方に、厚くお礼申し上げます。

〃
|

0

第 2図 信濃国分寺跡 (明神前遺跡・平成 12年度)出土遺物

(上 田市教育委員会『市内遺跡 平成 12年度市内遺跡発掘調査報告書』

2001年より引用・一部改変)

基
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お わ り に

本報告書が刊行されるまでには、発掘調査と整理作業を合わせて、膨大な時間を費やすこと

となりました。調査では数多くの新知見が得られ、期待以上の成果を上げることができました。

また、本報告書は地域にとって欠くことのできない歴史資料となったものと自負 しています。

しかし、調査担当者ごとの経験・専門知識の差が著しい上に、何をどのように記録するかなど

の調査方法が決められないまま発掘調査が行われたことから、調査結果に曖味な部分が生じて

しまったことは否めません。そのため、図面と写真が残っているものについては、可能な限り

の修正を加えて、本来の遺構・遺物の記録に復元しました。整理作業についても、作業方針の

朝令暮改により、遺構・遺物の適正な取捨選択を行 うことができたかは疑間ですが、可能な限

り修正するなど、最善は尽くしたつもりです。従って、本報告書には、報告内容の大きな矛盾

は無いと思われます。しかし、本報告書の詳細な部分については、担当者の経験不足・知識不

足から多少の誤りが生じることとなり、様々なご批判もあるかとは思います。それらを謙虚に

受け止め、今後の糧にしていきたいと思います。

さて、本報告書が上梓されるまでには多くの方々のご協力・ご理解・ご支援を賜ることがで

きました。 とりわけ、暑い夏の日や寒い冬の日でも元気に発掘調査に従事して下さつた作業員

の皆様にはご苦労をおかけしたことと思います。また、上田市では例をみない長期間にわたる

整理作業についても、根気よく作業を続けて下さつた皆様には頭の下がる思いです。本報告書

が活用され、苦労のし甲斐があった報告書となっていれば幸いです。
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